






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その国は、夜よ更ふけにも拘かかわらず、炎ほのおとも月光とも違ちがう灯あかりで煌こう々こうと照らされていた。




《魔ま法ほう大国エンテ》──七つの国でも、特に独自の〝魔法技術〟が発展した国家だ。




　魔力を蓄たくわえた器具で、照明装置を作動させる。他の国では数えるほどしかお目にかかれない技術も、ここでは当たり前に普ふ及きゆうしているものだ。

　それは、人目を忍しのぶように造られた、この薄うす暗ぐらい地下道でも同じ……だが、魔力の光に照らされる女おんな奴ど隷れいの横顔は、その輝かがやかしい美び貌ぼうとは裏腹に、暗く沈しずんでいた。

「う、うぅ……なぜ私が、奴隷になんて……っ」

　果たして誰だれが、想像できるというのだろうか。

　高貴な顔立ちに似つかわしくないボロを纏まとい、首輪をつけられ鎖くさりで引かれる彼女が、かつて《神国の至宝》と謳うたわれし、《お姫ひめ様さま》だという事を。




　彼女こそが──リアラ＝アインスバッハ＝フェルノート＝アリエスなのだと──！




「クックック。ほうれ、カワイイ奴隷ちゃんよ、キリキリ歩くでゲス。あまりトロトロしていると、お仕置きに〝調教〟して別の意味でトロットロにしてしまうぞ。でゲス」

　そんな麗うるわしの《姫奴隷》の首輪を引くのは、いやらしい笑えみを浮うかべる、悪逆な奴隷商……だが滲にじみ出る気品は隠かくせないというか、いやらしさも英えい雄ゆう色いろを好むゆえ仕方ないというか、悪っぽい所もそれはそれでワイルドな魅み力りよくというか──。

「うぅ……私のご主人様は、ゲスな語ご尾びが大層お似合いな、ゲスやろーです……うう」

「オラッお仕置きじゃァーい！　乳ちち揉もみィ！」

「ふぎゃーっ!?　だ、ダメですクロノス……い、いえご主人様!?　……ひゃんっ♡」

　リアラの大層ご立派な両胸を揉みしだいている超ちよう絶ぜつイケメン奴隷商（異論は許さない）は、もちろんクロノスである。

《姫奴隷》ちゃんを可愛かわいがるクロノスの背後には、フードで顔まで覆おおい隠し、厚手の服を着込んだアテナも、護衛のように付き従っていた。

　そう、クロノス達は今、三人で《魔法大国》の中ちゆう枢すう都市へと向かっている。

　目的は、至し極ごく単純。アテナを狙ねらう不届き者を、機先を制して成敗する事だ。

　清せい廉れんと謳われる《神国アリエス》にさえ闇やみがあったように、《魔法大国エンテ》にも当然ながら闇はある。この地下道は、表おもて沙ざ汰たにはできないような、裏うら稼か業ぎように手を染める者が利用する通路なのだ。

　アテナは沈ちん黙もくを保っているし、周囲からは男だと思われているかもしれない。

　だがリアラは、その卓たく絶ぜつなる美貌のために、周囲から注目を集めてしまっていた。

「ヘヘヘ、おい見ろよ、あの奴隷……とんでもねぇ上玉じゃねェか」

「連れてんのって、確かクロノスとかいう……奴隷商ながら、既すでに裏社会のボスみてェなヤツだろ？　女奴隷は売らねェって聞くが、どんな風の吹ふき回しだ？」

「あの奴隷の器量に、あのクロノスだぜェ？　そりゃもう、桁けた違ちがいの取引でもあるんだろ。ったく、あやかりてェもんだぜェ～ヒャハハッ」

　場所が場所、下げ卑びた笑い声は、むしろ相応ふさわしい雰ふん囲い気きだ。

　わざわざ表の道を避さけ、このようにして裏道を通るのは、人目を忍ぶためである。特に、リアラとアテナの身分を隠し、《魔法大国》の中枢都市へと潜せん入にゆうするのが肝かん要ようなのだ。

　とはいえ、根が上品なリアラは気が気でないらしく、不安そうな小声でクロノスに呟つぶやいてくる。

「う、うぅ～……潜入のためとはいえ、こんな所を歩かなければならないなんて……本当に、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　クロノスぅ～……」

「フハハ、安心しろ、リアラ。何かあっても、必ず俺が守ってやるともさ。まあ俺としては、自じ慢まんの《姫奴隷》ちゃんを見せびらかすのも、やぶさかではないしなぁ」

「そ、そんなのん気なぁ～……ぅぅ、心配すぎますよう～……」

　リアラは身み震ぶるいして縮こまってしまう……が、そんな彼女へと、不意に歩み寄ってくる男が一人。

「ゲッヘッヘ……怯おびえる顔も、堪たまんねぇなァ～オイ！　どうも躾しつけがなってねぇみてェだしよォォ～、俺も手伝ってやるぜェェェ～！　グエヘヘェ！」

「え……ひっ!?　い、いやぁっ──！」

　シミ一つないリアラの柔やわ肌はだに、脂あぶらぎった男の魔手が伸のびた──！

　……次の瞬しゆん間かん、「ボキッ」と耳みみ障ざわりな音が響ひびき、男の人差し指と中指は、反りかえるような有り得ない形に折れ曲がっていた。

　そうしたのは、当然、クロノスの右手。

　そうなった張本人は、何が起こったのか分からずキョトンとしていたが、やがて痛みが駆かけ上がってきたのだろう、絶ぜつ叫きようし始めた。

「い、いっ……いでぇぇぇっ!?　でっ、テメッ!?　なんっ、なんでごどじやがっ──」

「何てコトを？　しやがる？　だと？　オイ虫ケラ、貴様の方こそ、何という真似をしようとしていたのか、分かっているのか？」

「え、えげっ……？　な、なにって、たかが奴隷に手を出そうとしただけ、で……」

「たかが？　たかがだと？　さすが虫ケラ、どうやら人様の持つ当たり前の価値観さえ、持ち合わせていないようだな」

　クロノス自身、頭に血が上り、目が血走っているだろうと自覚しながら、下卑た男の眉み間けんを人差し指で小こ突づきつつ、地鳴りのような低い声を乱暴にぶつける。

「虫ケラ、ゴミクズ、無用無価値の役立たず。闇の世界で小さな悪事に手を染めるしかできない、それが貴様だ間ま抜ぬけの出で涸がらし。それがどうして、この心身全て美しい奴隷ちゃんを〝たかが〟と言えた？　指二本で済んだコトを、寛かん大だいに思い感謝して頭こうべを垂れろ」

「な、がぁっ……て、てめ、つ、次から次に、な、んッ……！」

「おいおいどうした、間抜け面づらが愉ゆ快かいに歪ゆがんで、地面に零こぼれ落ちそうだぞ。よせよ、迷めい惑わくだから。ただでさえ害悪でしかないのに、これ以上世の中を汚けがさないでくれ」

「お、がッ……う、うぐ、ううぅっ……」

　折れた指の痛みもあるだろうが、散々な罵ば倒とうに、男はついに泣き出しそうになる。

　が、そこで慌あわてて声を上げたのは、先さき程ほどまで怯えていたはずのリアラだった。

「ま、待ってくださいクロノス……じゃなくご主人様っ。私なら、大丈夫ですからっ。というか言い過ぎですし、やりすぎですよっ。動かないでくださいね……えいっ」

　リアラが突き出した両手が輝き、暖かな光が照射されると、男の傷ついた指が瞬またたく間に元通りになる。

　再び呆あつ気けにとられた男だが、自身に起こった事を理解すると、すぐさま感謝し始めた。

「い、今のは、回復の魔術……？　あ、ああっ……こんな俺なんかに、そんなご大層な治ち療りようを施ほどこしてくださるなんてェ……なんてお優やさしい方なんだァ……！　俺なんて、今まで誰にも優しくされたことのねェ虫ケラなのにィ……アンタ、アンタ女神サマだァ！」

「い、いえあの、それは言い過ぎですよ！　……あ、手は握にぎらないでくださいね。お触さわりは駄だ目めですから。無しですから」

「アッハイ。……うう、お優しいのに、なんか絶ぜつ妙みように冷てェ……！」

　何やら複雑な泣き方をしている男だが、まあどうでも良いので無視するとして、クロノスは呆あきれ交じりにリアラに注意の声をかけた。

「全く、リアラは相変わらず、優しくて、美しくて、可愛らしい、絶世の美女だな。そんんな甘い顔ばかり見せていると、いつか足を掬すくわれるかもしれんが、俺がいるからにはそんなコト絶対にさせんからな！　全く！」

「う、うぅ、勝手な事をしてごめんなさ……いえあの、注意されると思っていたのに、されていませんねコレ!?　と、というか……美しいとか、可愛いとか、あんまり言わないでくださいってばぁ……う、うぅ～」

「〝調教〟までされてるのに、未いまだにそんなトコで恥はずかしがるとか、そういうトコがカワイイんだぞ。しかしまあ、勝手なコトをしてしまったのは、確かに問題だが」

「え？　あ、やっぱり、ごめんなさい、です？　で、では、早く進みましょ──」

『───待ちやがれェい！』

「ふえっ？」

　思いがけず呼び止められ、目を丸くするリアラ。

　立ち塞ふさがるのは、先程まで汚らわしい目と声を向けていた、有象無象の男達。

　何を勘かん違ちがいしているのか正義感に溢あふれた目をしている気はするが、まあ勘違いでしょう、とクロノスは先んじて理解している。

「奴隷とはいえ、あの女神のようにお優しい方を、あんな鬼き畜ちく奴隷商のモノにしておく訳にはいかねェ……そうだなァお前らァァ!?」

「おう！　あの子を奴隷商の魔の手から奪うばい取り……俺達のモノにしちまおうぜェ！」

「ああ！　そして美しすぎる奴隷ちゃんを救い出したら、あの子を好き放題できる権利をかけて、再び俺達で争おうじゃないか……！」

「「「おおおォォォ！」」」

「何だか助けるような事を言っていると見せかけて、良く聞けばクズっぽいですー!?」

　リアラはショックを受けているが、掃はき溜だめのゴミクズは所しよ詮せんゴミクズ、クロノスにしてみれば意外でも何でもない。

　まあ何はともあれ、数に任せて襲おそい掛かかってくる有象無象、だが──その程度の魔手が、クロノスとリアラに届くはずもなく。

「え、あ、ぉ……ぎぃぃやっはぁぁぁ!?」

　愉快な悲鳴を轟とどろかせ、それぞれ左右の壁かべに、あっさりと叩たたきつけられてしまう。

　それほどの荒あら業わざを一いつ瞬しゆんにして為なしたのは、クロノスに付き従うカワイイ奴隷ちゃんの一人である、アテナ。彼女専用の、耳かきを巨きよ大だい化した《奴隷聖具》を使っての攻こう撃げきだ。

「ふははー、さすがだアテナ。よくやってくれた、イイ子だぞ、よしよーし」

「………………」

　クロノスはフードの中に手を突っ込こみ、アテナの頭を撫なで回すが、言葉はない。

　アテナが言葉を発さない事で、意外そうに首を傾かしげたのは、リアラだった。

「？　アテナさん、いつもならもっと、嬉うれしそうにするはずなのに……何か、様子がおかしいような？　それとも……とうとうクロノスに、愛あい想そを尽つかしてしまったとか？」

「違うしぃ～、無礼な《姫奴隷》ちゃんの乳を揉むしぃ～」

「へ──ふぎゃぁーんっ!?　ちょ、おやめなさいってぇ……い、ぁんっ♡」

　調教の賜たま物ものか、艶つやっぽい声を抑おさえられていないリアラだが、実際に〝愛想を尽かした〟という彼女の言い分は間違っている。アテナも、慌てて頭を横に振ふっているし。

　もっと、別の理由があるのだと、クロノスは理解していた。

「──ま、色々あるのさ。それより、ほれ。もう出口は、すぐそこだぞ」

「も、揉みながら、話をしない、でぇっ♡　……う、ほ、本当、ですっ♡」

　リアラの柔やわらかな両胸をこねくり回して堪たん能のうし続ける、我ながらマイペースなクロノスが示す通り、道の先には地上へと続く扉とびらが。

　扉を開き、その先へ進むと、ついに。




「！　ここが……《魔ま法ほう大国エンテ》……」




　リアラが思わず感かん嘆たんの声を上げるのも、無理はない。

　地上を照らす〝魔法技術〟の光は、地下道の比にならないのは当然。だが、夜が更ふけているにも拘かかわらず、まるで陽ひの出ている時間のような明るさ。

《魔法大国エンテ》の中枢都市は、〝夜のない街〟と呼ばれる事もあるが、納なつ得とくだ。

　さすがに深夜だけあって人通りはほとんどないが、きょろきょろと物もの珍めずらしそうに周囲を見み渡わたすリアラに、クロノスは語りかけた。

「ふむ。リアラは《魔法大国》に来るのは、初めてだったのか？」

「あ……い、いえっ。外交のために、何度かは……でも大たい抵ていはお城への訪問でしたし、神しん託たくを受けて《お姫ひめ様さま》になってからは、国外へ出る事自体がほとんど無くなっていたので……夜の街がこんなにも明るいなんて、その、驚おどろいちゃいましたっ……！」

　目を輝かがやかせるリアラは、そう、何度でも言うが──カワイイ。すこぶるカワイイ。

　だが、彼女が続けてアテナに声をかけようとしたところで、のんびりとばかりはしていられない事に気付く。

「あのっ、アテナさんは、この国の出身というか……《お姫様》なんですよねっ？　こんなに凄すごい〝魔法技術〟……っ？　あ、アテナ、さん？」

「……っ……っ、っは、あぅ……ぅ！」

　フードに隠かくれた口元を片手で押さえ、声にならない声を漏もらすアテナ。フードを被かぶっているから息苦しい、などという問題ではない。これは、もっと、精神的なものだ。

　ふらりと、ついに倒たおれそうになったアテナを──がっしり、クロノスが力強く受け止めると、リアラが慌てて声を上げた。

「!?　あ、アテナさん、大丈夫ですか!?　あ、アテナさんっ──」

「落ちつけ、リアラ。ここからそう遠くない場所に、俺達が隠れる予定の屋や敷しきを手配している。そこで休息をとるぞ。さあ、手を貸してくれ！」

「あ……は、はいっ、クロノス！　アテナさん、休める場所まで、すぐに連れていきますからねっ……」

　クロノスに促うながされ、リアラもアテナに、肩かたを貸す。

　荒あらい息を吐はくアテナを、二人して気き遣づかいながら、魔力の光に照らされる街の裏道を、静かに進んでいくのだった。








《第一章》アテナさんを守るためなら、何でもしま……へ？ 私が、犬さんに？？？









　潜せん入にゆう先さきの屋敷に、クロノス達がアテナを運び込んでから、丸三日が経たとうとしていた。

　アテナ自身は、倒れた翌朝には起き上がれるようになっていたのだが、心配したリアラが気遣った結果、大事を取って行動を控ひかえる事にしていたのだ。

　この屋敷に着いてから、いつものメイド服にも着き替がえて、絶好調のリアラ。

　今日も今日とて、アテナを看病しようとしている……と、思いきや。

「──アテナさんっ！　もうっ、まだ起き上がってはいけませんっ！　倒れそうになったのですから、ちゃんと安静にしていないとっ！」

　当のアテナは、屋敷の厨ちゆう房ぼうに立ち、調理に勤いそしんでいる最中だった。

　窘たしなめてくるリアラに対し、慌てながらも、アテナが返事する。

「う、ううん、リアラちゃん……大だい丈じよう夫ぶ、だから。その、体調自体が悪かったわけじゃ、ないし……気持ちの問題、なの。もう平気、だから……ね？」

　大人しい性格のアテナだけに、おずおずとした口調なのはいつも通り。

　だがリアラは過か敏びんになっているのか、首を横に振って否定する。

「いいえっ、まだ何だか、顔色が悪い気がしますっ……寝ねていてくださいっ。ほら、安心して……お料理なら、私が頑がん張ばっちゃいますからっ♪」

「ひっ!?　う、ううん！　お、お料理は、わたしがやりたい、ので、そのっ」

「今なんか〝ひっ〟って言いませんでした？」

　訝いぶかしそうに首を捻ひねるリアラだが、「まあ気のせいですね！」と解かい釈しやくし（ポジティブ）、アテナから調理を引き継つごうとする。

「うふふ、大丈夫ですよ、任せてくださいっ。それはまあ、最初はへたっぴだったと思いますけれど……ここ三日くらいで、コツを摑つかんだ気がするのですっ♪　ねっ、クロノス。私、少しは上手になりましたよねー？」

　と、不意に声をかけられたのは、そこまで黙だまって見ていたクロノス。

　カワイイ奴ど隷れいちゃんの言葉を受け、クロノスは親指を天に突き上げ、リアラが昨晩作っていた食事の余りものを平らげつつ、笑って返事してやる事にした。

「フッ、ゲホアッ。ああ、少しずつオッゴエフ。腕うでは上がってきてエゲツナッ。この調子ならいずれボッフフン、料理の達人になれる可能性もゴッドノウズッ」

「く、クロノス様っ……!?　なぜそんな、不思議な呻うめき声を漏らしてまで、無理をして全部食べようとしちゃうのですかあっ……!?」

「お、俺様のカワイイ奴隷ちゃんが頑張って作ったものを、（色んな意味で）イカすご主人様として、残してたまるかっ。そ、それにだ、本当に少しずつ、マシになってきているしなっ。具体的には舌が痺しびれたようになって、味が分からなくなってきてるっつーか」

「そ、それは進歩していると、言っちゃっていいのでしょうか……!?」

　あわあわと焦あせるアテナだが、リアラはといえば、首を傾げて不思議そうにしていた。

「うーん、おかしいですねー？　この……ポイズン・リザードが嚙かみついた岩から採れたという〝歯形の塩〟を使えば、どんなお料理でもおいしくなるはずなのですがー？」

「逆にそういうの、どうやって手に入れちゃうの……!?　だ、だめだよ、リアラちゃん……何だかもう、全てにおいて、よくない気配を感じちゃうよ……!?」

「ほえー？」

　あの大人しいアテナがツッコまざるを得ないのも異常事態だが、それにしてもリアラは、料理が絡からむと激げき烈れつにポンコツ化している気がする。まあ紅茶を初めて淹いれた頃ころの事を思い出せば、それほど不思議ではないのだが。

　しかしまあ、前向きに……本当に物凄く前向きに考えればだが、こんなツッコミ所満まん載さいなリアラのおかげで、アテナの気も紛まぎれている、と言えなくもない、のかもしれない？
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　やや議論の余地はあるが、その時、この屋敷を手配してくれた者が、声をかけてくる。

「おほほ……クロノス親分♪　とリアラ様にアテナ様、お住まいはいかがでしょう？　何か不自由があれば、何でもお申し付けくださいませ～♪」

「きゃっ!?　あ、はい……あ、ありがとうございます？」

　リアラが戸と惑まどうのは、まだ慣れない相手だから……というだけではない。

　何しろ彼女は《魔法大国》の人間で、つい最近まで敵対していた相手なのだ。そう、《勇者姫》エリィとその仲間達を〝遠見の魔法〟で監かん視ししていたのが、彼女である。

　とはいえ、今やクロノスのカワイイ奴隷ちゃんとなった《勇者姫》エリィ同様、彼女もクロノスの〝調教〟を受け、奴ど隷れい堕おちしている。

　それでも戸惑いを覚えるリアラに、この屋敷の主あるじでもある監視者の彼女は、微笑ほほえみながら語りかけていた。

「おほほ、リアラ様ってば、そう警けい戒かいなさらないで？　リアラ様達同様、もはやクロノス親分の調教なしでは、堪たえられない我が身……裏切ったりなんて、しませんから♪」

「いえ私は堪えられますけれど。……と、というかその、本当なのですか？　だって貴女あなたにしてみれば、祖国を敵に回して、クロノスの味方をするという事ですけれど……」

「もちろんです。クロノス様こそが正義だ」

「本当に大丈夫ですかコレ!?　何だか洗脳みたいになっちゃっていますけれど!?」

　リアラは恐きよう々きようとしているが、クロノスにしてみれば、なかなかの仕上がりだと満足。

　それにこれは必要な事なのだ、とクロノスはリアラに説明してあげる事にした。

「まあ監視者であるこの子を、捕つかまえたまま放置しているワケにもいかなかったからな。こうして味方につけるのが、最も手っ取り早いって話よ。それにまあ、相手は《魔法大国エンテ》。目には目を、っていうしな」

「へ？　目には目を、って……エリィさんや、仲間の皆みなさんも、利用されていた事を言っているのですか？」

「ん。まあそうだな、それもあるが──フハハ、追い追いわかるさ、気にするな。それに〝遠見の魔法〟は便利だぞ。潜ひそむのにも、敵の様子を窺うかがうのにもな。彼女自身も監視者をやっているだけあって、手て際ぎわもいいし。さあ、引き続き、頼たのんだぞー」

　クロノスが促すと、監視者たる彼女は誇ほこらしそうに笑って一礼し、退室していった。

　その無む駄だのない挙動もまた、監視者として培つちかってきたものだろう。といっても、クロノスが彼女を早々に下がらせたのには、仕事以外の理由もある。

　それはリアラが、アテナへと語りかける言葉からも、伝わってきた。

「……あ、アテナさんっ！　大丈夫ですか？　顔色が、また……！」

「っ……。う、ううん、大丈夫……大丈夫、だよ、リアラちゃん……っ」

　大丈夫、その言葉は明らかな強がりだと、見れば一目で分かる。

　クロノスやリアラと接している時はともかく、《魔ま法ほう大国》の人間が近くにいるだけで、アテナは極度の緊きん張ちよう状態に陥おちいってしまうのだ。

　そんなアテナを、心こころ優やさしいリアラが放っておけるはずもなく、気遣っていく。

「アテナさん……無理なんて、しないでください。辛つらそうにしているのに、そうして無茶をするほうが、心配になってしまいます。私は……クロノスだって、アテナさんの事が、本当に、本当に……大切なのですから」

「……リアラ、ちゃん……っ。う、うん、ありがと──」

「お料理なら……私がしっかり、やらせて頂きますから！」

「ううん、大丈夫だよリアラちゃん……！　わたし……そこに関しては、本当に、本当に……無理なんてしてないし、絶対最後まで、やりきるからぁ……！」

「な、なにゆえー!?」

　困こん惑わくするリアラだが、アテナの頑かたくなな主張は、正に英断。クロノスの胃にとっても。

　気付かれないよう、ほっ、とクロノスが腹を撫なでた、その時──《通信魔術》によって、最近新たに〝カワイイ奴隷ちゃん〟の仲間入りした絶世の美女の声が届いてくる。

『──クー、クー？　聞こえている、かしら？　……クー？』

「おっ、エリィか。フハハ、《通信魔術》での会話は初めてだな。聞こえているぞー」

　クロノスが返事すると、エリィにも届いたのだろう、クールなイメージ通りの冷静な声を続けて送ってきた。

『そ、よかったわ。定時報告、ノノに代わってもらったの。だからワタシが、するわね。ワタシ……エリィ、ラン、フィー、ガラテア。そして、ノノとルーア。計六名、昨晩、表側から正式に入国したわ。ン、予定通り、ね』

《魔法大国エンテ》という一国を相手に、クロノス達三人だけで戦うつもりは、当然ない。エリィ達も別働隊として、活かつ躍やくしてもらう手て筈はずとなっている。

　先ほどの監視者の彼女の協力もあり、《魔法大国エンテ》側には、「《勇ゆう者しや姫ひめ》エリィは目的を達した」と伝わっているはず。ノノとルーアも新たな従者という名目で、エリィ達と行動を共にしてもらい、〝本番〟に備えてもらっているのだ。

　現状、順調に事が運んでいると理解したクロノスが、エリィへと満足気に声を送る。

「うむうむ、良い手際だな。エライぞエリィ。フハハー」

『そう、かしら？　予定通り、動いているだけ。別に、大したコト、してないわ』

「むふふ、相変わらずクールだな、エリィは。まあ、そこもイイトコなんだが」

『そ？　ありがと。……でも、この《通信魔術》……とても便利、ね。驚おどろいたわ。この力……うん、何というか、これって』

　クロノスと出会うまでは、戦場を駆かけ続けてきたエリィの事だ。《通信魔術》の利便性に、舌を巻いているのかもしれない……と思いきや、続く言葉は。

『何だかクーと、いつも、繫つながっているようで……嬉うれしい、わ♡』

「──ぐふぅっ！　地上最強のギャップ萌もえアタックゥ！」

　さすが〝地上最強〟の《勇者姫》エリィ、戦せん闘とうのみならず、言葉一つでも侮あなどれない。

『!?　クー、大丈夫？　敵の襲しゆう撃げき？　助けにいく？　クー……あ、やっ、ちょっ？』

　勝手にダメージを受けているクロノスだが、直後、エリィの声に割り込む形で、聞き慣れた少女の声も届いてきて。

『もしもし、クロ、聞こえる？　クロと一番長く深くずっぽり奥まで繫がってる、ノノだよ。特に報告はないケド、甘々に囁ささやいてほしい。新入りばっか、ズルイ』

「おお、ノノか。ヤキモチ妬やくとは、そんなトコもカワイイな。もちろん、ノノを忘れたコトなんて一いつ瞬しゆんでも無いぞ。安心しろ、フハハー」

『きゅん♡　さすがクロ、ノノのツボ、心得てる。では、何かあったら、すぐ連れん絡らくするし、連絡してネ。エロいトークでも可』

『んっ、の、ノノ……ワタシの〝紋もん〟でなく、自分ので喋しやべって、ほしいのだけど……お腹なか、くすぐったい、からっ……ひゃっ』

　最後に、言葉通りにくすぐったそうなエリィの声を残し、通信を終える。

〝不ふ感かん症しよう〟だったエリィだが、いまや立派に改善しているようで、何よりだ。

　さて、大事な定時報告を行っている間に、リアラとアテナはどうなったのか……どうやら互たがいに妥だ協きようしたのだろうか、二人して、料理に励はげんでいるらしい。

　絶世の美女にして、クロノスのカワイイ奴隷ちゃん達の織り成す、何とも仲なか睦むつまじい光景だと──そう言いたいのだが、しかし。

「うん、そう、リアラちゃん……調味料は、慎しん重ちように、適量を少しずつ……待って、待っ……ダメっ、全部入れちゃ、ダメぇっ!?　いや、い、っ……入れないでぇ……！」

「えー？　そんな事を言って、本当は入れてほしいのではないですかー？　たくさん入れるほど、おいしくなる気がしますし……うふふ、ほうら、一いつ杯ぱいにしちゃいますよ～♡」

「い、いやぁ、ダメぇ……こんなに入れられたら、死んじゃうよぉ……主にこれを余さず食べるであろうクロノス様がぁ……ふえぇん……」

　……何だかお料理ではない事をしているようにも聞こえるが、何はともあれ、どう転んでも修しゆ羅ら場ばのようだ（被ひ害がいはご主人様に齎もたらされる）。

　これから迎むかえるであろう、大いなる危機を思い、クロノスはカワイイ奴ど隷れいちゃんの笑え顔がおのために、覚かく悟ごを決めるしかないのだった。




　　　　■■■




　他国の屋や敷しきに滞たい在ざいするのは、《神国アリエス》以来。

　ただ、《魔法大国エンテ》に入国してから一週間以上が過ぎようとしている今日まで、クロノスは毎晩、欠かさずに行っている事があった。

「よし、よし。アテナ、大だい丈じよう夫ぶだぞ。この俺様が、ついているからな」

「……ん、あぅ……はいっ……クロノス、様ぁ……♡」

　アテナの部屋に赴おもむき、彼女の寝しん台だいの上で、頭全体を包むように抱だきしめ、撫でてやる。

　夜よ這ばい、とでも言いたいところだが、色気のある話というばかりではない。この国へ訪れてから、アテナはこうしてやらないと、眠ねむれないようなのだ。

　実際、この場にはリアラもいる。初めの内は「弱っているアテナさんに付け込んで、クロノスがひどい事をしないか、監視しますっ」と失礼な事を言ってくれていたが、今ではクロノスと一いつ緒しよになって、アテナを慰なぐさめてあげていた。

「アテナさん……よし、よし、です。私も、いますから……大丈夫ですから、ね？」

「うん……リアラちゃんも……ありが、と……」

　リアラに背中を撫でられると、アテナは安心したように微笑み、礼を述べる。

　最初の頃ころと比べれば、かなり改善している方だ。アテナはアテナで控ひかえめな性格なので、眠れずとも、自分から言い出そうとはしてこなかった。

　早々に異変に気付いたクロノスが、やや強引に今のような事を始め、現在に至る。

　初めは体が強こわ張ばっていたアテナだが、今ではすっかり硬かたさも解ほぐれて、全身の力を抜ぬき、クロノスに身を委ゆだねてきていた。

　アテナを抱きしめ、撫で続けながら、クロノスは少しだけ感かん慨がい深ぶかく呟つぶやく。

「よーし、よし。フハハ、しかし何だな、こうしていると、出会ったばかりのコトを思い出すな。あの頃も、緊張して喋るコトさえ出来なかったアテナを、こうして毎日撫でていたものだ」

「あっ……あぅ、は、はい。あの頃は……というか今も、その、ご迷めい惑わくばかり、おかけして……ごめんなさい、うぅ……」

「なーに、カワイイもんさ。むしろもっと、甘えてもイイくらいだぞう？」

「はゎ……そんなこと、言われると……歯止め、きかなく、なっちゃいます……ぅ♡」

　前まえ髪がみで隠かくれていない方の左目が、とろん、と蕩とろけて、熱っぽい艶つやを帯びる。

　が、そんな艶には気付かない純情《お姫様》リアラは、おずおずと真ま面じ目めな事を尋たずねようとしていた。

「アテナさんとクロノスが、出会ったばかりの……あの、それって、どんな……き、聞いてしまっても、良いのでしょうか？　もしかして、辛い事が……」

　気になれど、アテナを慮おもんぱかる心は失わない。そんなリアラに、調子を取り戻もどしつつあるアテナはいつもの母性的な笑みを浮うかべ、首を横に振ふって答えた。

「ううん……クロノス様と、出会った日のことは……怖こわいことも、あったけど……でもね、辛い記き憶おくでは、ないの。クロノス様と、出会えたおかげで……ね」

「そ、そうなのですか？　あっ、でも、無理に話さなくても……」

「ううん……きっと、わたし、話したいんだって、そう思うの……言葉にして、聞いてもらったほうが……気が、楽になるわ。……あのね、わたしは、ね」

　一度だけ、覚悟を決めるように、間を置いてから。

　アテナは、己おのれの過去の境きよう遇ぐうについて、語り始めた。




「わたし、クロノス様と、出会う前……《奴隷》にされて、売られかけていたの……」




　　　　■■■




　これは《魔法大国エンテ》の王女として生を受けたアテナが、クロノスと出会う以前、受けていた仕打ちの話だ。

《魔法大国》では、その名の通り魔法の存在が尊ばれ、強い魔力を持つ者ほど崇あがめられる傾けい向こうにある。

　特に《お姫様》となる可能性のある王女は、魔法大国の《初代お姫様》で魔法の達人だった《エンテ》の血脈を受け継ついでいる事もあり、強い魔力を持って生まれる事が多い。




　けれどアテナは、王女でありながら──生まれつき、魔力を持っていなかったのだ。




〝魔法を使えない魔法大国の王女〟は、ただそれだけで奇き異いの目を向けられた。

　それでも王女という身分、表立って迫はく害がいを受けた事などは、なかっただろう。

　しかし、アテナと近い身分である、一部の王女達は違ちがった。魔法を使えぬアテナを罵ののしり、蔑さげすみ、時には足あし蹴げにする事もあったという。

　今がそうであるように当時から発育が著いちじるしく、長身で目立っていた事も、目をつけられていた原因の一つかもしれない。

　それは結局、今から二年前──奴隷として国外へ追放されるまで、続いた。

　追放の理由はアテナの知る限り、魔ま法ほうを使えない自分が〝神しん託たく〟を受けて《お姫様》となってしまい、それが公おおやけに知れ渡わたらない内に〝無かった事〟にしてしまうため、らしい。

　とにかく、アテナの故郷たるこの国での記憶は、散々な、あまりにも散々なもので。

　幸せな思い出など、何一つないまま──アテナは生まれた国を、追い出されたのだ。







　そうして奴隷として国外追放された当初、アテナは性別を偽いつわり、正体を隠していた。

　厚手のローブとフードを被かぶり込み、誰だれの前でも決して肌はだ一つ見せず、沈ちん黙もくを保ち続ける。眠る事さえ出来ず、他の奴隷達から離はなれ、震ふるえて蹲うずくまって過ごしていた。

　既すでに男顔負けの長身だったアテナは、初めの内こそ、奴隷商の目を欺あざむけていた。

　それでも結局、正体を隠し続ける事など、三日として敵かなうものではない。何せ奴隷商というのは人を扱あつかい、人を見る専門家とも言える。

　ただでさえ、美び貌ぼうの持ち主であるアテナだ。己の身を守っていた頼たよりないローブは、あっさりと剝はぎ取られてしまい。

　醜みにくくも強ごう欲よくな奴隷商は──アテナの身に〝奴隷〟としての証あかしを、喜んで刻もうとした。

『ゲッヘヘ……引き取ってから一言も発さねェ、図体がデケェだけの、とんだ欠けつ陥かん品ひんを摑つかまされたと思ってたが……まさか女で、しかもこんな上玉だとはなァ！　王宮からのルートで怪あやしんじゃいたが……イッヒッヒ、思いがけねェ掘ほり出しモンだぜェ……！』

『ひっ、いや……近寄らない、でぇ……』

『うォッ、背せ丈たけの割に、声も異様にイイなオイ。これから躾しつけんのが、楽しみになってくるぜェ……さて、じゃあまずは、コイツで……テメェの立場を、分からせてやるかァ～』

　鎖くさりで両手を縛しばられ吊つり下げられているアテナに、汚けがらわしい笑みを浮かべた男が、見せつけてきたのは──火をくべられた暖だん炉ろから取り出された、焼きごて。

　少し前まで王女で、世間知らずだったアテナとて、何を意味するのか分かっている。

　奴隷の証を刻むため──その焼きごてを、押し当てるつもりなのだ。

『や、やめてっ……おねがい、ですっ……そんな、ことっ……』

『オイオイオイ、こんなモン序の口だぞォ？　本当のお楽しみは、コレが終わった後なんだからなァ……ヒャッハッハッハ！』

『い、いや、いやっ……う、うぅ……あっ……』

　王女であった時でさえ、誰も助けてはくれなかった。奴隷になってしまった今、救いの手が差し伸のべられる事など、よほど有り得ないだろう。

　けれど、それでも、力無い少女に出来る事は、それだけしかなくて。




『誰かっ……たすけてぇ……！』




　その儚はかない願いは、か細く、か弱く、あまりにも小さな、呟きのようで。

　そんな声を拾ってくれる者など、いるはずもない──。

　と、思いきや。




『──アイヨおまちどおーっ！　ごっそさんでぇぇぇッす！』

『ヒャッハ……ハァァァン!?』

『……ふ、え……？』




　今まさに、アテナの眼前まで迫せまっていた男が、背後から脇わき腹ばらを横よこ蹴げりされ、もんどり打って吹ふき飛び、地面に転がされる。

　そうして入れ替かわるように現れたのは、どことなく気品を感じる、精せい悍かんな男性。

　ニヤリ、と笑みを向けてきたかと思いきや、抜き放った長剣ロングソードでアテナを拘こう束そくしていた鎖を、あっさりと断たち切った。

『あっ……きゃ、あっ……』

　突とつ然ぜんに拘束から解放され、よろめくアテナだが、救ってくれた男性に途と中ちゆうで支えられ、倒たおれずに済んだ。

『やれやれ、間に合ったようだ。《魔法大国エンテ》の王女さん、だな？　奴隷として国外追放された情報は得ていたが、助けに来るのが遅おそくなって悪かった。キミの助けを呼ぶ声がなかったら、その玉の肌に傷がついていたかもしれんと思うと、心底ゾッとせんな』

『え……わ、わたしの、あんな小さな声……聞こえた、の……？』

『当然よ。どんなに小さかろうと、これほどの超ちよう美び声せいを聞き逃のがす俺おれ様さまではない。しかも、こんな絶世の美女ならば、なおさらだ。フハハ』

『ふぁっ……び、美女、なんて……そんなこと……』

　両手を胸の前で組み、思わず頰ほおを赤らめ、モジモジとしてしまうアテナ。

　ギリギリの窮きゆう地ちに駆かけつけてくれた、まるで王子様のような彼を──けれど今しがた蹴飛ばされた男が起き上がり、恐きよう怖ふの声と共に指差した。

『て、テメェ、何を……ヒッ!?　お、オマエまさか……く、クロノス!?　最近、闇やみの世界で幅はばきかせてるって聞く、あの……奴ど隷れい商しようクロノスかァ!?』

『え？　……奴隷、商……？』

　信じられない、と目を見開くアテナには構わず、クロノスと呼ばれた彼に、男は続けて言葉をぶつけにいく。

『ヘ、ヘヘ……テメェがあのクロノスだったら、何だッつーんだよォ！　ここがどこか分かってんのかァ？　テメェなんざ、仲間全員で袋ふくろ叩だたきにして──』

『──クロ。コイツらの一味、全部、片付けた。壊かい滅めつ。らくしょー、らくしょー』

『……ポエェェェ……？』

　突然現れた褐かつ色しよく肌はだの少女の報告に、汚きたない声で喚わめいていた男が、妙みような奇き声せいを発するだけの不思議な生き物と化してしまう。

　一方、クロノスは軽快に笑いながら、褐色肌の少女を褒ほめ称たたえていた。

『フハハ、さすがはノノと、ノノが鍛きたえた精せい鋭えい達たちだな。でかしたぞ、ノノは本当に、俺の自じ慢まんのカワイイ奴隷ちゃんだな！』

『！　んふ、んふふ。これくらい、トーゼン。じゃ、後始末、ちゃんとしてくるね。……あと、そこのゴミも、持ってく。ノノは気の利きく、イイオンナ』

『ポエェ……ポエェェ……』

　言いながら、ノノと呼ばれた少女は謎なぞの縄なわを自在に操り、男を引きずり去って行った。

　残されたのはアテナと、彼もまた奴隷商だという、クロノスだけ。

『ふむ、あらかた片付いたな。さぁて、肝かん心じんの《お姫ひめ様さま》は、っと』

『……ひんっ……い、いや、ぁ……』

　自分を助けてくれた、王子様のように思っていた彼は、奴隷商だった。

　その事実に、アテナの心には、再び絶望の帳とばりが下りてしまう。

　今度こそ終わりだと、涙なみだが零こぼれそうになるアテナに、クロノスはニヤリと笑えみを浮かべ、近づいてきて──……。




『───大だい丈じよう夫ぶだ』

『…………えっ？』




　優やさしく、包み込むように──抱だきしめて、くれた。

　既に零れそうになっていた涙が、奥おくから押し出されるように、溢あふれてきた。

『あっ……わた、し……う、あぁ、うっ』

　恐怖のため、ではない。

　今にして思えば信じられない事だが、アテナは物心ついてから、今の今まで。

　こうして誰かに、優しく抱きしめられたのは──初めてだったのだ。

『もう怖こわいコトは、何もない。苦しいコトも、悲しいコトも、何も。今まで辛つらいコトだらけだった分、これから必ず、イイコトがあるさ。俺を、信じろ』

『っ……ぁ』

　力強い言葉を放つ彼が、両手の平で優しく、アテナの顔を上げさせてきて。




『俺が、絶対に──幸せに、してやるから』




　まだ、涙を零し続ける左目の、少し横に──そっと、口付けた。

　暖かい。

　抱きしめてくれる彼の腕うでも、語りかけてくれる言葉も、キスされた部分も。

　それが、初めて感じた、温ぬくもりで。それが、あまりにも、暖かで。




『ふ、ふえぇん……う、あ、あぁん……！』
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　アテナは、彼の胸に顔を埋うずめ──幼子のように、泣きじゃくった。




　　　　■■■




　過去を語り終えたアテナは、辛い記き憶おくであったはずなのに……いや、幸せの方が勝まさるのだろうか。《魔法大国》に入国してから一番の、穏おだやかな表情で話を続けてきた。

「そうしてわたしは、クロノス様の、《奴隷》にしてもらって……左目の〝紋もん〟に気付いたのは、本ほん拠きよ地ちに連れて行ってもらってから、ようやくだったの……。あの頃ころは、えっと、は、恥はずかしいんだけど……クロノス様に、甘やかしてもらって、ばかりで……うぅ」

「っ、うっ……そ、そうだったのですね……アテナさぁぁん……」

　アテナは恥ずかしがっているが、リアラは感かん極きわまったのか、目め尻じりに涙を浮うかべている。

　そこまで大げさに反応されて、アテナの赤面はなおさら深まったが、それでも言葉は止めなかった。

「それで、暫しばらく……こんな風に、クロノス様に、たくさんナデナデしてもらって……落ち着いた頃、わたしも……自分の中に、やりたいこととか、浮かんできて……」

「うん、うんうん、いいのですよ、アテナさんっ。今まで辛かった分、何でも──」

「クロノス様を、わたしのほうから……たっくさん、甘やかしてあげたい、って……♡」

「ぎゃ、逆にです～？」

　ただ優しさを享きよう受じゆするだけでなく、返してくれようとするのも、アテナの義ぎ理り堅がたさというか、強い母性本能の為なせる業わざというか。

　そんなアテナを撫なで続けながら、クロノスは軽く笑いつつ、当時の事を振ふり返る。

「むふふ、アテナは吞のみ込みが早かったからなあ。〝調教〟について実演を交えて教えても、最初こそ戸と惑まどっていたが、すぐに即そく戦せん力りよくと呼べるまで成長した（色んな意味で）。おっと、心配するなよ、リアラ。おまえだって、ドスケベの才能は負けていないからな！」

「クロノスを基本装備でぶっ叩いてもよろしいでしょうか？」

「〝それデイルド〟俺のを模してるし、複雑な気分になるから勘かん弁べんしてくれ」

　ビンタとかならまだご褒ほう美びと思えるが、それはさすがに拷ごう問もんです。

　さて、それはそれとして、今のアテナは、《魔ま法ほう大国》に入国してきた当初の緊きん張ちよう状態は、かなり緩かん和わしているようだ。

「うむうむ。もうアテナも、かなり落ち着いてきたようだな。よーし、ならばそろそろ、次の段階に計画を進めても、大丈夫だろう」

「へ？　クロノス、次の段階って……何か、行動を起こすつもりなのですか？」

　首を傾かしげて尋たずねてくるリアラに、クロノスは快く頷うなずき、あっさりと言い放った。




「〝調教〟だよ、〝調教〟。〝調教〟すんの」

「冗じよう談だんですよね？」




　リアラは信じられないようだが、ところがどっこい、大おお真ま面じ目めである。

　クロノスの漢おとこ気ぎ溢れる本気（本人談）を感じ取ったのか、リアラは恐きよう々きようとしつつ、アテナを慮おもんぱかって庇かばおうとする、が。

「いえもう、そんな雰ふん囲い気きではなかったでしょう!?　いくら体調が良くなったからって、今のアテナさんにそんな事、させられませんよ！　ねえ、アテナさん!?」

「ちょ、〝調教〟……〝調教〟なんて、そんなっ……」

「ほら！　こんなに怖がって……やっぱりダメで──」

「わたし、嬉うれしいですっ……クロノス様のためなら……何でも、したいですっ……♡」

「ずこーっ!?　あ、アテナさん、本気ですか!?　病やみ上がりですよー!?」

　リアラは心の底から心配なようだが、当のアテナが乗り気なので、止めようがない。

　あたふたと身み動じろぎするリアラに、クロノスは落ち着いて語りかける。

「おいおい、人のコトばかり心配している場合か？　〝調教〟はアテナだけでなく、リアラも受けてもらうぞ？」

「っ。そ、そんな事だろうと思っていましたし、分かっています！　アテナさんにだけ、無理なんてさせられませんし、むうぅ～っ……それで一体、何をするつもりです!?」

「フハハッ、イイ覚かく悟ごだ！　さて、そうだな、今回は──クックック」

　クロノスが意味深な笑い声を零すと、リアラは嫌いやな予感がしているのか、身み震ぶるいしているが──それは恐おそらく、大正解。




「リアラとアテナには──犬になってもらおうか！　フハハーッ！」

「……へ？　私が、犬さんに？　??　アテナさん、も？」




　何が何だか分かっていない、そんな様子のリアラだが、しかし。




「クロノス様の、ワンちゃん……んっ、くっ……くぅ～ん……♡」




　いまだに撫でられ続けているアテナは、既すでに嬉しそうな鳴き声を漏もらしていた。




　　　　■■■




　クロノスがリアラとアテナに〝調教宣言〟をしてから、準備のために一日を費やし。

　この日の深夜、ついに、〝調教〟を強行する事にした。

　ここは《魔法大国》の中ちゆう枢すう都市に、いくつか点在する、公園の一つ。

　人気のないこの場所に、クロノスは、カワイイ奴隷ちゃんであるリアラとアテナを──いや、カワイイカワイイ、自慢のワンちゃんを、連れてきたのだ。

「う、うぅ……く、クロノス、本気なのですか？　こんなお外で、本気で……こんな恰かつ好こうで、歩きまわれ、と？」

　リアラがいつもの露ろ出しゆつの多いメイド服なのは同じだが、恥ずかしがりやなアテナにも、似たように露出度の高い服を特別にあしらっている。

　だがリアラが気にしているのは、そこだけではないのだろう。今、彼女の頭には犬耳のカチューシャがつけられており、首輪をつけて鎖くさりで引いている状態なのだ。

　このような場面を、赤の他人に見られでもしたら、騒さわぎになってしまうのは明らか。だが潜せん入にゆう中の身で、そのような愚ぐを簡単に犯すクロノスではない。

「安心しろ。おまえ達二人につけている首輪とカチューシャは、新たなる《奴隷聖具》だ。その上《夢魔香サキユバス・アロマ》を改良し、幻げん覚かく作用を集中させた《奴隷聖薬》──名付けて《幻覚イリユージヨン香・アロマ》も利用しているからな。ほんのり甘い香かおりがするだろう？」

「た、確かに、しますけれど……まさかこれで、私達の姿が、変わるとでも？」

「うむ。まあ正しくは、俺達以外にはリアラもアテナも、可愛かわいらしいワンちゃんに見えるようになる、ってコトよ──しかも言葉まで隠かくせるという優すぐれものさ。クックック」

「っ、そんな事、言われても……私達には、いつものようにしか、見えないのに……」

　状じよう況きようが状況だ。説明を受けたとて、すぐさま納なつ得とく、とはいかないのだろう。

　アテナもまた、クロノスの背に縋すがりつきながら、もじもじと太ふと股ももを擦こすり合わせている。

「く、クロノス様……わたしも、さすがに、これは……恥ずかしい、ですぅ……」

「ん～？　確かアテナは、俺のためなら何でもしたい、と言ってくれていたよなぁ？　アレはウソだったのか？　だとすれば、悲しいぞ～俺は」

「あ、あぅ……そんな、あぁ……ご、ご無体、ですぅ……んっ♡」

　何だか身み悶もだえて、艶つやっぽい喘あえぎが聞こえた気はするが、まあ気のせいでしょう。

　しかしリアラは、アテナの体調が優れないのだと、あまりにも的確な洞どう察さつ力りよくにより察知し、庇うように声を上げてきた。

「くっ……分かりましっ、たっ！　まずは私が、前に出ますからっ！　アテナさんには、無理をさせないでくださいっ！　い……いきますよっ！」

「おやおやぁ？　犬が二本足で歩くのは、おかしくはないか？　いくら他人からは犬に見えていると言っても、そんな不自然な姿をしては、騒ぎになりかねんぞ？」

「なっ、くっ、クロノス、あなたはっ……何てひどい人っ……！　わ、わかりましたよ！　て、手を突ついて歩けば、いいのでしょう……っ」

　屈くつ辱じよくに顔をしかめながら、手を地に向け、膝ひざを突こうとするリアラ……を、クロノスは途と中ちゆうで止めて。

「オイオイちょっと待て。そのままだと手の平と膝に傷が付いちゃうだろ。薄うすくても丈じよう夫ぶな手て袋ぶくろと膝当てがあるから、ちゃんと付けなさい」

「ううう……絶ぜつ妙みような気き遣づかいを、なぜもっと別の方向に向けてくれないのですかぁ……」

　何だか物もの凄すごく尤もつともな事を言われた気はするが、クロノスの忠告通り、リアラもアテナも、それぞれ手袋と膝当てを付け、そして。

　ついに、まるで犬のように……四つん這ばいになり、歩き始めた。

「っ、っ！　う、ぁ……クロ、ノス、あの……あまり、見ないでください、ねっ……？」

　リアラの不安は、当然で、何より彼女の、思った通りだろう。

　元々、丈たけの短いスカートだ。四つん這いで歩けば、どうなるか。

　アテナに無理をさせないようにと、前を歩いてしまっているのも、問題だ。

　イイ尻に定評のあるルーアにも劣おとらない、リアラの愛らしくも立派なお尻が、眼下でフリフリと揺ゆれている。

　あまり見ないで、とリアラは言ったが、けれどクロノスは。

「フハハ、俺様の大事な大事な、カワイイおまえ達から、一いつ瞬しゆんたりとて目を離はなすはずがないだろう。見ているさ、じっくりと、じ～～～っくりと、な。クックック」

「う、やっ……え、えっち。クロノスは、えっち、です……なのに、なのになぜ、私は……大事だなんて、そんな事を言われたくらいで、喜んでぇ……う、うぅ～♡」

「おっと、可愛い声で唸うなっている場合か？　後ろばかり気にしている内に、ほれ──前から、誰だれかきたぞ？」

「えっ？　……ひゃっ!?　うそっ、いやっ……!?」

　ほとんど人気のない公園で、初めての遭そう遇ぐう者しや。赤ら顔でふらついている、どうやら酔よっぱらいの男らしく、こちらへ気付いて声を上げてきた。

「ひック……おォん？　何だ何だぁ？　こんな時間に犬の散歩たぁ、吞のん気きなモンだねェ。こっちゃ仕事帰りだってのによォ……ぅヒィック」

「っ。……ほ、本当に、私、犬さんに見えているのですね……それでも、何だか落ち着きませんけれど……」

　リアラは四つん這いのまま、緊張気味に視線をきょろきょろとさせている、と。

　千鳥足の酔っぱらいが、ふらふらとリアラの方へ、近づこうとして。

「へっへっへ、良く見りゃ妙みように上品で立派な犬じゃねェか。どぉら、ちょっと撫でてやるかねェ。おれぁこれでも、犬は得意な方なんだよ、へっへ」

「えっ。……やっ!?　こ、来ないでくださいっ！　触さわらないでっ──」

　後ずさって嫌がるリアラを、それでも酔っぱらいは追いかけ、無理に手を伸のばす──！

　……ので、飼い主たるクロノスが、優し～く制止してあげる事にした。

「おどれゴラボケァ！　どカスがテメェ俺様の可愛いワンちゃんに、何しようとしとんじゃゲス虫がァァ！　指一本でも触ふれてみろ即そつ刻こく一本ずつ切り落とすぞヴォォォイ!?」

「ええええええ!?　たかが犬に触ろうとしただけで、ナンデ!?　ソンナナンデェ!?」

「たかがと言ったかオラララーーイッ!?　テメェ今すぐ俺様の視界から消えんとどうなるか分からんぞオアア！　失うせろ失せろオアアアーーッ！」

「ヒイイッ!?　訳が分からな過ぎてコワイィ！　ギャァァァ!?」

　クロノスの優やさしすぎる制止に、酔っぱらいは転がるように逃にげ去ってしまう。

　こうして守られたリアラだが、ぽかん、と呆あつ気けにとられてしまっていた。

　しかしすぐに、はっ、と気を取り直し、おずおずと上うわ目め遣づかいで見上げてくる。

「あ、あの、クロノス……いえ、そもそもこんな事をさせられているの、クロノスのせいですし、お礼を言うのは変なのですけれど……あ、ありがとう、ございます？」

「ふっ、構わんよ。俺様のカワイイ奴ど隷れいちゃん、そして今はワンちゃんを守るのは、ご主人様として当然だからな。よしよし」

「あっ、きゃっ……も、もう、クロノスったら、また急に撫なでたりなんて……んっ♡」

　リアラの柔やわらかな頰ほおに手を這はわせると、彼女は文句を言いつつも、それこそ犬のように手にすりついてくる。酔っぱらいには、多大な拒きよ否ひ反応を示していたものだが。

　なかなか仕上がってきているのかもしれない、と、クロノスが〝調教〟の進行具合に満足していると、更さらに後方から軽快に駆かけてくる音が聞こえてきた。

「ぇ……きゃっ！　く、クロノス様っ……後ろから、誰かが……」

「ふうっ、ふう～っ……あらン？　こんな夜よ更ふけに、犬のお散歩かしら、ウフフ♡　カ～ワイイっ♡」

　声をかけてきたのは、上下共に軽装の、何やら妙に色っぽい女性。健康のためというより、美容や体型維い持じのための運動中というほうが、しっくりくる。

　汗あせで湿しめった衣服が、ぴたりと体に張り付いて、健康的な色気を醸かもしてさえいた。

　とはいえ、こんな夜更けに女性が一人、怪あやしいものだ。厳格たる事に定評のあるクロノスは、彼女へ厳しく接する事に決めた。

「はっはっは、こんな夜更けに美人が一人で、危ないぞ？　どこかの悪～いオトコに、奴隷にされてしまっても、おかしくないのだからなあ～？」

「アン♡　やだ、美人だなんて～ぇ♡　それに奴隷だなんて、面白い冗じよう談だ～ン♡」

　クロノスの厳しいにも程ほどがある窘たしなめが胸に響ひびいたのか、クネクネと身み振ぶりする女性。

　いや、響きすぎてしまったのかもしれない。女性はワンちゃん達に見向きもせず、クロノスに狙ねらいを定め、艶を帯びた眼まな差ざしを向けながらしな垂れかかってきた。

「ンフッ♡　ねえねえ、こんな夜更けに、ワンちゃんのお散歩だけなのぉ……？　もしかしてさっきの、奴隷とかって……やらしい意味なんじゃないのぉ～♡」

「おっと。フハハ、随ずい分ぶんと積極的なお姉さんだ。そっちこそ、もしかすると、欲よつ求きゆう不満だったりするのではないか～？」

「ン～、そうだって言ったら……ど・う・す・る？　良く見れば精せい悍かんなだけじゃなく、意外とカワイイ顔してるしぃ……ねぇ～、ちょっと楽しまな──」

　軽装に包まれた体を、ぐいっ、と更に押し当ててこようとした──その瞬間。

「……うーっ、わんっ！　く、クロノス様からぁ～……離れてくださいっ！　わっ、わんわんっ……わんーっ！」

　まるで犬のように……いや、今は犬だった。とにかく、あの大人しいアテナが割り込むようにして、クロノスから女性を引き離そうとする。

「へ？　きゃっ!?　な、なぁにぃ、この子、急にィ……ヤキモチかしら？　大だい丈じよう夫ぶよぉ～、今からちょっと、楽しいことするだけでぇ～……」

　彼女の視点で言えば、犬に弁解している、妙な状況だろう。

　だが、威い嚇かくするアテナに加勢しようと、リアラもクロノスの横に侍はべって吠ほえ始めた。

「はっ……そうです、離れなさーいっ！　うー、わん！　わわわーんっ！　ですっ！」

「そうだよっ……クロノス様はぁ……わたしの、ご主人様なのっ、わんっ！」

「そうです、私のご主人様は、絶対に渡わたしません！　……んっ!?　私、今、何か小こ恥はずかしすぎる事を!?　う、ううっ……うわわーんっ!?」

　リアラは微び妙みように悶えているが、結果的に、一いつ緒しよに吠えたてる形になり──誘ゆう惑わくを仕し掛かけてきていた女性は慌あわて気味に、追い払はらわれる形となった。

「も、もう～、なによぉ～……そ、そんなに吠えなくたって、いいじゃない～！　いいわよ、いいわよ！　カワイイワンちゃんと、仲良くやってればイイのよ～！　え～ん！」

　まあそれは、言われなくとも、そのつもりではあるが。

　さて、女性が去って、静けさを取り戻もどした公園。クロノスの両側から腰こしの辺りにしがみ付き、まだ警けい戒かいを続ける可愛い二人に、クロノスは語りかけた。

「んん。ん～、何だな。これほど愛されると、さすがに面おも映はゆくなってくるなぁ。そんなに俺を取られたくなかったか？　ハッハッハ」

「うぅ～……ぅ？　……はっ!?　い、いえ、これはですねっ!?」

　はっ、と慌てたリアラが、「あっ」と何か思いついたのか、弁解してくる。

「ち、違ちがいますよっ。そもそもここは、敵地っ。いくら潜せん入にゆうしているとはいえ、もしかすると、えっとぉ……そう、刺し客かくとかっ！　危険な相手かもしれないでしょうっ？」

「ほお。なるほど、確かにリアラの言う通りだな。さすが、聡さといな、よしよし」

「ふえ？　あ、いえ、そんな……え、えへへぇ♡」

　ちょろっ。あ、いや、失礼な言い分だった。リアラは本当に、ちょろいな、とクロノスは思う（言い直せていない）。

　とはいえ、リアラの危き惧ぐも、真っ当ではある。ただ、クロノスは奴隷商という理由以上に、人を見る目には絶対の自信があった。

　だからこそ、断言できる。さっきの彼女が、どんな人物か。




　彼女は刺客だとかは関係ない、ただの──ドスケベだ──！

　何となく、もう一度繰くり返す。ただのドスケベ──ドスケベお姉さんなのだ──！




　まあだからといって、リアラとアテナよりも優先する事は、ありえないのだが。

　そんな事をクロノスが考えていると、リアラの反対側から、アテナがおずおずと。




「あ、あの、クロノス様……わたしは、さっきの……クロノス様の、言葉……ひ、否定、しませんから……ね♡」

「──────」




　甘やかに囁ささやかれる美声は、心を打ち抜ぬく霹へき靂れきの一いち撃げき──！

　思わず昇しよう天てんしかけたクロノスだが、地に足を踏ふみしめ、既すんでの所で体を支えた。

「──はぅあ！　ふう、危ない危ない。アテナはいつも、素す晴ばらしい一撃を喰くらわせてくれるな。全く、色んな意味で、末すえ恐おそろしいぞう？」

「えっ、えっ……？　わ、わたし、なにか変なこと、しちゃいましたか……？」

　どうも先ほどの発言は天然だったらしく、アテナはおろおろと慌てふためく。何だか犬耳がしょげて見えるし、ワンちゃんスタイル、アテナにマッチしすぎている気がする。

　まあそれはともかく、この〝調教〟について、満足のいく結果は得られた。

　その真意を、クロノスは含ふくみ笑いと共に明かす。

「さーて、とにかく、この〝調教〟は大成功だったな。アテナよ、気付いているか？　犬になりきっていたとはいえ、アテナは今、《魔ま法ほう大国》の人間相手にでも、怖おじるコトなく立ち向かえていたのだぞ」

「え？　……あっ!?　そ、そういえば、わたしっ……」

「入国した当初は、ただそれだけで、倒たおれそうになるほどだったのにな。無論、〝紋もん〟に力を溜ためるのも目的だが──トラウマも、少しは緩かん和わしたのではないか？」

　もちろん、一発で全てを払ふつ拭しよくできるほど簡単ではないのは、クロノスも理解している。

　だからこそ、少しずつ。少しずつで良いのだと、クロノスは笑った。

　そうしていると、まだ律りち儀ぎに立ち上がらないワンちゃんリアラが、見上げてきながら微笑ほほえんできた。

「クロノス、犬さんにさせられるのは、やり過ぎだと思っていましたが……いえまあ、今でも思っていますし、荒あら療りよう治じにも程がありますけれど……ちゃんと、アテナさんのため、だったのですね。まあ文句も、物もの凄すごくありますが……さすが、です♡」

「なんかスゲェ引っ掛かかっているっぽいが、まあ当然だろう？　俺が、俺のカワイイ奴隷ちゃんのコトを考えないなど、一いつ瞬しゆんたりとてないのだからな。フハハーッ！」

　高笑いを決め込むと、「もうっ」と呆あきれたように、けれど微笑んでくれるリアラ。

　アテナもまた、ぎゅっ、と腰こしに抱だき着いてきて、嬉うれしそうに頰ずりしてきた。

　今や見事な仕上がりを見せる、カワイイ奴隷ちゃん二人を伴ともない、クロノスは大満足で屋や敷しきへ戻る事にする。




　──もちろんリアラとアテナは、ワンワンスタイルのままで──！




　　　　■■■




　クロノス達が屋敷に到とう着ちやくする途と中ちゆうには、リアラもアテナも、きちんと二本の足で立って歩こうとしていた。仕方がない、やんごとなき理由があるのだ。

　具体的には「さすがに疲つかれる」のと、「恥はずかしい」と改めて気付いたためである。

　ちょっぴり残念だったクロノス、不満を素直に口にした。

「全く、途中で正気に戻ってしまうとは、惜おしい話だ。それに疲れたのなら、だっこして帰ってやるぞ、と言ったのに。ご主人様として」

「ですからそれ『恥ずかしい』部分が解消されませんからね!?　あ、ああもうっ、私、何でいっつも流されちゃうのですかぁ～……犬さんに、犬さんになるとかぁぁぁ……」

　既すでに犬耳カチューシャを外しているリアラの煩はん悶もんは、随分と根深いらしく、両手で真っ赤になった顔を覆おおってしまう。

　アテナも同様、さすがに今回の〝調教〟は恥ずかしかったのか、赤面して俯うつむいている……が、クロノスの服の裾すそを、ぎゅっ、と握にぎって離はなしはしない。

　まあこういう所も、彼女達の可愛かわいらしさだ、とクロノスが納なつ得とくした、その時。

「──にゃ～んっ」

「ん？　おお、っと！　おや、これはこれは」

　クロノスの肩かたに、不意に飛び乗って来た者のおかげで、思わずよろめいてしまう。犯人は、首輪をつけた可愛らしい白しろ猫ねこ。やけに上品で、人ひと懐なつっこい雰ふん囲い気きだ。

　ぺろぺろと、クロノスの頰を舐なめてくる白猫を見て、少し遅おくれて気付いたらしいリアラが目を輝かがやかせる。

「うぅ……ん？　……あっ!?　はわぁ……可愛いですねぇ……うふふ、クロノスのほっぺ、そんなに舐めて……けれど、どこから来たのでしょうね？　その──」

「ああ、どこから来たのだろうなあ、ニャンコ」

「うん待って、待っ……待ってください。クロノスは猫さんの事を、ニャンコとか言っちゃうタイプなのです？」

　心底意外そうな目で見てくるのは失礼だが、「そう言うリアラも猫さんとか言っちゃうタイプなのになあ」と思うクロノスだった。

　だがそこで、更さらに監かん視し者しやからもたらされた報告は、事態の急変を告げるものだった。

「──く、クロノス親分～！　大変ですわ、大変っ！　〝遠見の魔法〟で監視していたんですけど、けどっ……お、王宮の兵士達が、急に総動員で出動し始めて……！」

「ほう。このタイミングで、か。俺達の動向を何らかの方法で察知し、捜そう索さくに乗り出してきた、とでも考えるべきだな。〝調教〟を終えた後だったのは、まあ幸いだったが」

「れ、冷静ですねぇ!?　……あっ、あの、私は裏切ったりなんて、してませんからね!?　兵はこっちに向かってる訳でもないですしぃ……ほ、本当ですよ!?」

「フハハ、念を押しすぎると、逆に怪あやしく感じさせてしまうぞ？　だが裏切っていないコトくらい、分かっている。そもそも俺達を差し出すつもりなら、もっと早く、効率よくやるだろうしな。疑いなどしていないから、ほれ、念のため身を隠かくしていなさい」

　クロノスが促うながすと、監視者の彼女は、ほっ、と安心しつつ下がる。

　入れ替かわりに、当然だろうが不安の晴れないリアラが、語りかけてきた。

「あ、あの、クロノス、つまりっ……敵が動き出した、という事ですよね？　私達は、どうすればいいのでしょう……？」

「んー。楽観視するワケではないが、本当に俺達を標的として動いているのか、確定していないしな。一ひと先まず警戒はしつつ、相手の動向次し第だいで、俺達も動き方を決めよう──」

　クロノスが言い切る、その直前──《通信魔ま術じゆつ》から、聞き慣れた〝カワイイ奴ど隷れいちゃん〟の一人の声が届いてきた。

『く、くくく、クロノスさぁ～～～ん!?　あのあの、起きてますかっ、あのーっ!?』

「むっ！　この、いかにも〝良い尻しり〟を想起させる声は──ルーアだな!?　どうした、尻が爆ばく発はつしたのか!?」

『声でお尻の雰囲気がわかるはずないですし、爆発するわけないですけどぉ!?　……って、そんな場合じゃないんです、ないんですよ～っ！　あ、あの、今……今っ！』

　慌てふためいているルーアが、それでも必死に伝えてきた状じよう況きようとは。




『《魔法大国》の兵士さんが、たくさん来て──今、ノノさんやエリィさん達が、戦ってるんです～っ！』

「……えっ!?　る、ルーアさん、それは本当ですか!?」




　身を乗り出して反応してくるリアラ、だがクロノスはルーアからの通信を待たず、既に動き出していた。

「リアラ、アテナ、行くぞ！　いつでも動けるよう、表に馬車を用意してある！　予備の着き替がえや《奴隷聖具》も、備び蓄ちくしているからな。さあ、急いで乗り込め！」

「……はいっ、クロノス様っ……！」

　クロノスの指示に、アテナが真っ先に反応し、屋敷を飛び出していく。

　ほんの少しだけ遅れて、リアラも駆かけ出そうとした、が。

「はいっ、行きましょう、クロノスっ。……っ!?」

「？　どうしたリアラ、急に後ろを振ふり返って」

「あ、いえ、今……誰だれかに、見られていた気がして。……いえ、誰もいませんし、気のせいですね。過か敏びんになり過ぎていたようです……すみません、急ぎましょう！」

「ん、そうだな。よし、行くぞ！」

　改めてクロノスが促すと、リアラはまだ少しだけ気になってはいたようだが、今度こそ屋敷を飛び出す。










　……けれど、そうして屋敷を飛び出したクロノス達を、捉とらえていたのは。

　気品さえ感じさせる、美しい白猫の、闇やみ夜よに輝く円つぶらな双そう眸ぼう。

　りん、と首輪の鈴すずを鳴らしながら、白猫は目を細めて。

「……にゃん」

　と一声短く鳴いて、クロノス達を追いかけ、馬車に忍しのび込むのだった。








《第二章》〝地上最強〟は、かつての力を失い、そして









　クロノスが二頭の馬を御ぎよした馬車は、リアラとアテナを後ろの客車に乗せ、都市の裏道を駆けていた。人通りの少ないルートは事前に調べをつけており、夜よ更ふけである事も手伝って、無人の野を駆けているかのようだ。

　早々にいつもの衣い装しように着替え終えたアテナが、後方から身を乗り出してくる。

「クロノス様、お待たせしましたっ……操縦、代わりますっ」

「おおアテナ。いや、別に構わんさ。だがまあ、どうしても気になるようなら、俺の隣となりに座って、カワイイ声で話しかけてくれるか？」

「ふ、ぇ、か、カワイイなんて、そんな……け、けど、えっと……し、失礼、します」

　頰ほおを赤らめて謙けん遜そんしながらも、アテナはクロノスの要望通り、御者席に座りに来る。

　スタイル抜ばつ群ぐんの長身でありながら、身を縮めるようにしているので、ちょこん、という表現が正しい。内気で純情なところは、相変わらずのようだ。

『やる時は、本当にやる子なのにな、色んな意味で』とクロノスは失笑しそうになりながら、ちらちらと横顔を見つめてくるアテナに、声をかけた。

「もうすぐだな、アテナ。心の準備は、大だい丈じよう夫ぶか？」

「！　あ……っ。は、はいっ。まだ、怖こわいですけど……大丈夫、です。わたし……向き合えます。……クロノス様が、わたしを……〝調教〟してくれた、おかげです♡」

　照れているのか、手と手を擦こすり合わせているアテナ。まあ確かに彼女の言う通り、犬になって公おおやけの場をお散歩できたくらいだし、かなりの度胸はついているかもしれない。

　ただ、それでもスーパーイケメンご主人様（本人談）に馬車を任せきりなのは〝カワイイ奴隷ちゃん♡〟としては気になるのか、再び申し出をしてきた。

「あ、あのぅ……やっぱり、わたし、代わりますよ……？　クロノス様に、御者のようなことをさせるの、心苦しいです……」

「いやあ、美少女二人の近きん侍じに徹てつしてみるのも、結構イイもんだぞ。とはいえ、何かしてくれるというのなら、そうだな──マッサージでも、お願いするかな」

「えっ？　あ……は、はいっ。アテナ、がんばりますっ……肩ですか？　腕うで、とか？」

「下腹部から腿ももにかけての間を、入念かつ重点的に頼たのむ（集中できず事故りそうだが）」

「ふ、え……えっ!?　そ、そこ、って……は、はぅはぅ……は、はは、恥ずかしい、ですけどっ……アテナ、が……がんばりますっ♡　よいしょ──」

「はいちょっとお待ちくださーいっ!?　こんな状況で、そんな所のマッサージが、今！　本当に必要だと言えますかねーっ!?」

　アテナ同様に準備を終えたらしいリアラが、後ろから勢いよく指し摘てきしてきた。

「ちぇっ」とクロノスは残念がりながら、馬を御したまま口を尖とがらせる。

「なんだい、なんだい。頑がん張ばっているご主人様を、少しは労いたわろうとは思わぬのかーい。リアラの薄はく情じよう者ものめー。乳はやたらとお厚いのによー」

「引っ叩ぱたきますよ!?　事故も覚かく悟ごで！　というか本当に、今はそれどころではないでしょうっ！　早く向かわないと……！」

「フッ、分かっているさ。その証しよう拠こに最短で、目的地に到とう着ちやくしたぞ。ここからは、馬車を降りて行こう。さあ──この先が！」

「！　は、はい、クロノスっ！　待っていてくださいね、皆みなさん、今すぐ助けに──！」

「王宮だッ！　敵のボスと、決着をつけにいくぞおーっ！」

「っちょええええ!?　ちょ、待って……待ってください、クロノスー!?」

　ずっこけそうなリアラだったが、それは何とか避さけて、慌あわて気味に突つっかかってくる。

「私達は今、別働隊の皆さんを、助けに行こうとしていたのではないのですか!?　ルーアさん、あんなに切せつ羽ぱ詰つまって……な、なのにっ」

「いや、違ちがうぞ。そもそも別働隊の役目は、俺達の行動に呼応して、別の場所へ敵の目を引きつけてもらうコトだからな。まあ、順序は反対になってしまったが」

「そ、それは入国前の作戦で聞いて、知っていますけれど……でもでも、こんな風に行動する計画ではなかったでしょう!?　兵士まで殺さつ到とうしているって……皆が危ない──！」

「？　何を言っている、リアラ。まさか、忘れたのか？　今から潜せん入にゆうする俺達より、何だったら向こうの方が、よほど安全さ。何しろ──」

　一切、動どう揺ようする事もなく、クロノスは絶対の信しん頼らいを口にした。




「向こうには、〝地上最強〟の《勇ゆう者しや姫ひめ》──エリィがいるのだぞ」




　　　　■■■




　エリィが仲間達を伴ともない、《魔ま法ほう大国エンテ》に入国してから、滞たい在ざいしていた場所。

　王宮からはそれほど離はなれていない、この中ちゆう枢すう都市でも有数の高級宿。そこを出てすぐの広場が、今や修しゆ羅ら場ばと化してしまっていた。

「きゃっ……きゃああああっ!?　い、いやあああっ！」

　青ざめ、恐きよう怖ふの悲鳴を上げるのは、ルーア……なのだが、少し大げさかな、とエリィは思う。鎧よろい兜かぶとを着込んだ兵士達に囲まれるのは、確かに威い圧あつ感かんがあるのかもしれないが。

「フッ、か弱い女人を相手取るのは気が引けるが、我が《魔法大国》に背そむく者に、公の守護者として容よう赦しやはせん！」

「その通り、存分に屠ほふってくれようぞ！　ところでこのバリア、えらく固いよね」

「フフン、大したことはない。我らとて《魔法大国》の兵、我が魔力で貫つらぬいてくれるわ！　ただ今のところ傷一つ付いてないけど、きっといつか割れるよね」

　威い勢せいの良い言葉に、困こん惑わくが紛まぎれ込んでいる。そう、ルーアのお尻バリア……いや、本人いわく『あくまで貞てい操そう帯たいですから！』のバリアは、鉄てつ壁ぺきを誇ほこっているのだ。

　それでも、防ぼう御ぎよに徹しているだけでは、じり貧。

　さてどうしたものか、とエリィが考えていると、不意に炎ほのおの弾たまが飛来してきて。

「！　ふっ──」

　飛びのいて躱かわすと、ランとフィーがほとんど同時に、心配の声を上げてくる。

「え、エリィ様、大丈夫ッスか!?」「エリィお姉様、お怪け我がは!?」

「ええ、平気よ。かすりさえ、してないわ」

　エリィが簡潔に返事すると、二人は安心したようだが、しかし。

『……ククク、ハハハハハ』

　不意に上がってきた笑い声は、兵士達を指揮している、部隊長らしき男から。既すでに勝ち誇ったような笑えみを顔面に貼はり付け、言葉を発している。

「やはりな……〝あのお方〟の、仰おつしやっていた通りだ。〝地上最強〟の《勇者姫》エリィは、しかし今や、かつての力を失っている──つい最近まで失なくしていたという〝痛み〟を、取り戻もどしたことでな！」

「なっ……あ、アイツっ、なんでそのことを!?」

　ランが歯を嚙かみ鳴らす通り、敵の指摘は、事実。

　クロノスとの戦いを経て、彼の奴ど隷れいになり──エリィは失くしていた感覚を、取り戻した。それは今まで患わずらっていた〝無む痛つう症しよう〟と〝不感症〟を、克こく服ふくしたことを意味する。

　その事自体は、エリィにとって誇らしい、クロノスから〝与あたえられた〟ものだ。

　けれどそれが、戦いにおいて不利に働くのだと、敵は断じているらしく。

「フッ、〝あのお方〟は、全てお見通しでいらっしゃるのだ。だがやはり、真実だったようだな……《勇者姫》の真に恐おそるべき力は、傷つくことも恐れず向かってくる〝蛮ばん勇ゆう〟。しかし痛みの恐怖を知った今、その力は失われているのだろう！」

　得意気に指差してくる男に、エリィは表情を変えず、特に否定もしなかった。

「……ええ、そうね。確かにワタシは、〝痛み〟を取り戻した。アレは、あまり、好きではないわ。だから〝蛮勇〟とかいう力を、失ったというのなら……そうなるわ、ね」

「ハアッハァ！　聞いたか、お前達！　もはや、恐れることなど何もない──弱くなった《勇者姫》など、敵ではないわ！　魔法を集中して、さっさと終わらせるぞ！」

「？　……何ですって？」

　疑問と問いかけの重なった、エリィの呟つぶやきに、けれど敵兵達は答えもせず。

「《勇者姫》さえ倒たおせば、後は烏う合ごうの衆しゆう！　奴やつらは終わりだ！　全方位、射しや撃げき準備──」

「ッ、待てッス！　エリィ様に、手出しなんて……ぐっ。こ、コイツら……一人一人が、結構〝やる〟!?　くっ、のおっ！」

　助けに走って来ようとするランも、兵士と交戦するのに、かかりきりらしく。

　ニタリと笑みを深めた部隊長は、ついに勢い良く振ふり下ろし。

「撃うてェェェ！」

「!?　え、エリィお姉様っ……エリィお姉様ぁぁぁっ！」

　フィーの悲痛な叫さけびを、かき消してしまうほどの、魔法による大量の弾だん丸がんがエリィへ向けて、襲おそい掛かかってきて──着弾と同時に、周囲の視界を遮さえぎる程ほどの粉ふん塵じんが、巻き上がった。

〝勝った〟と、得意気な表情を浮うかべているのは、敵の兵士達。

　それを微笑ほほえみと共に一いつ蹴しゆうしたのは、ガラテアの声。

「うふふ～……フィーちゃんは、一体誰だれを、心配しているのかしら～？」

「……へ？　あ、あれっ？」

　粉塵が、砂すな埃ぼこりが、晴れると──そこには人ひと影かげなどなく。

　あらぬ方向から響ひびいてきたのは、数人の敵兵の呻うめき声と、倒れる音。

「「「………ぐふっ」」」

「!?　どうした、お前達、なぜ倒れ──は、はァうッ!?」

　驚おどろきの声、ざわつき、それを向けてくる敵兵達の、後方に。




《勇ゆう槍そうトリアーナ》を振るい──エリィは悠ゆう然ぜんと、立っていた──！




「はあ、はあ……ええっ!?　エリィ様、あのっ……大丈夫なんでスか!?」

　ようやく眼前の敵を殴なぐり倒したらしいランが、問いかけてくるが。

　体に、どころか、クロノスから以前〝与えられた〟鎧にさえ、一切傷はついておらず。

　エリィは、先程と大して変わらない抑よく揚ようで、同じ言葉で答えた。




「ええ、平気よ。かすりさえ、してないわ」




　その言葉で、その場にいたほとんど全員が、敵味方問わず呆あつ気けにとられている。

　ただ、そうでない敵も、物もの陰かげには潜ひそんでいて。

「やれやれ、バカ正直に正面から当たるとは、愚ぐ策さくの極きわみ。魔法を使う者が、頭を使って戦わないで、どうするというのだ」

　恐らく別の隊を率いている兵が、片手を上げ、攻こう撃げきの合図を出そうとしていた、が。

「相手は、あの〝地上最強〟の《勇者姫》。念を入れるに越こしたことはない。いくら弱体化しているとはいえ──む？　何だ、姿が見えんぞ？　角度が悪いのか──」

「──誰が弱体化しているの？」

「ヘァッ。……あ、お、え？」

　自分が呟いていたのは独り言だったと、彼が気付いたのは、今にしてようやくらしい。

　潜んでいた彼の部下達は、気付かぬほどの一いつ瞬しゆんで、エリィが薙なぎ倒していた。

「分かるわ。息を殺しても、隠かくれても、潜んでいても。ワタシが取り戻した〝感覚〟が、ワタシに全て、教えてくれる」

「お、おし、え……？　……へぶっ!?」

　槍やりの石突きで顔面を叩くと、男はあっさりと沈しずんでしまう。

　すっ、と軽い足取りでエリィが物陰から出ていくと、先程の部隊長が大声を発した。

「がっ!?　い、いたぞ！　逃にがすな、出ろッ、〝前衛強化魔ま兵へい〟！」

「「「オオオッ!!」」」

　他より明らかに重装の、体たい軀くの大きな兵士達が、エリィの前に並ぶと。

「───邪じや魔まよ」

「「「────」」」

〝前衛強化魔兵〟とやらは、声も発せず絶句したまま、槍の一振りで壊かい滅めつされてしまう。

　この力は、《女神の聖具》としての力を、使ってはいない。クロノスと戦った頃ころとは違い、使えないのはでなく、今回こそ〝使うまでもない〟のだ。

「……確かにワタシは〝感覚〟を取り戻した。その結果、傷つくコトを恐れぬ〝蛮勇〟を失ったというなら、そうね。ケド、培つちかってきた身体能力は、あるがまま──そしてワタシが、新しい力を手に入れていない、なんて。どうして、思うの？」

　失ったものの代わりに、エリィが手に入れた、新たなモノ。

　空気の振しん動どう一つでさえ、視線の揺ゆらぎ一瞬でさえ、感じ取り、逃がさない。

「《女神の聖具》《勇槍トリアーナ》、そして、ワタシのご主人様──クーが呼び起こしてくれた──〝超ちよう感かん覚かく〟が、ワタシの、新たなる力」
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　敵の攻撃など、そよぐ風の如ごとく──エリィの《絶対回かい避ひ》の前には、無意味──！

「───ふっ！」

　槍を、一振りする。輝かがやく穂ほ先さきは、流星のように、美しく。

　失ったものは、惜おしむものでさえ、なかったと。

　彼の〝与えてくれた〟ものは、宝物のように、大切なのだと。

　構えるエリィの視線は、手にする《勇槍》以上に、真っ直すぐで。




「クーが〝与えてくれた〟ものが、ワタシを弱くするなんて──ありえない──！」




　瞬間、限界を超ちよう越えつして鍛きたえ上げられたエリィの肉体が、己おのれの影かげさえも置き去りにし。

「え、ちょ、ま、お──ぎ、ぎえぇぇぇっ!?」

「「「アッ──ばばばばばーっ!?」」」

　並みいる兵士達を、まとめて根こそぎ、打ち払はらった──！

「よいしょ、っと。ふう……これで、終わりね」

　中空から着地し、まるで掃そう除じを終えただけのように、簡潔に呟くと。

　そんなエリィに、ランとフィーはあんぐりと口を開き、ガラテアは「あらあら♪」といつものように茫ぼう洋ような微笑みを見せ。

　尻しり……貞操帯のバリアを解いた、ルーアは。

「………………つ」

　開いた口から一言漏もれると、それを皮切りに、続く言葉が湧わいてきた。

「つっ──強すぎじゃないですかぁ!?　あんなにいた、鎧を着た兵士さん達が、一瞬で片付いちゃいましたよ!?　お掃除じゃないんですからっ!?」

「！　お掃除……ワタシ、クーのメイドさんっぽかった、かしら。……てれる」

　エリィが全くズレた事を呟くと、もはやルーアも、頭を抱かかえるしかないようだった。

　と、そこで少し離はなれた場所から、多数の馬ば蹄ていの音が近づいてくるのが聞こえる。

　敵の新手か、と思いきや、そうではなかった。

「──皆みんな、おまたせ。ん、無事みたい、だね。良好、良好」

　馬に乗り、更さらに多数の馬を牽ひいて現れたのは、ノノ。どうやら人数分の足を手配してくれていたようだ。

「敵の目、引きつける役目、ご苦労様。さすが〝地上最強〟の《勇ゆう者しや姫ひめ》……と、クロなら言うはず。ノノ、わかるし。ココロ、繫つながってるし」

「そう。……ワタシも、繫がってる、と思うケド。ノノ、馬の手配、ありがとう。……と、クーなら、言うわね、きっと」

「言いおる。やってやんよ、やってやんよ」

　ノノが、シュッ、シュッ、とジャブを打ってくるので、エリィは手の平で受けた。

　険悪、という訳ではなく、これもまた、エリィとノノなりのコミュニケーション。

　けれどそこで、不意に上がってきたのは、意外そうなルーアの声。

「えっ、えっ？　……あの、敵の目を引きつけるって、何のことです？　あれっ、これってもしかして、作戦だったんですか？」

「？　ルーア、クーから、聞いてなかったの？　ワタシ、教えてもらってた、ケド」

　きょとん、とエリィが首を傾かしげると、ぽんぽん、とノノが肩かたを叩たたいてくる。

　説明は任せろ、と親指を立てるノノ、クロノスの声こえ真ま似ねをするように、発した言葉は。

「『ルーアはイイ囮おとりになる。バリアもあるしな。あと教えないほうが、絶対面白い』」

「おのれクロノスさぁぁぁん！　覚えとけですよぉ!?　絶対許さんですからねぇぇぇ！」

　内気な少女と聞いていたルーア、何だか全然、そうは見えないけれど。

（……いいえ、彼女もきっと、クーに〝与えられた〟のね……わかるわ。うん、うん）

「……へ？　なに、なんですかエリィさん……あの、なに!?　なんなんですー!?」

　勝手に共感したエリィが、目を細めて頷うなずいていると、どうもルーアを困こん惑わくさせてしまったようで、申し訳ない。

　珍ちん妙みようなやり取りに興じていたが、それどころではない、とノノが声を上げた。

「皆、陽動、終わったんだから。こんなトコで、ムダしてる場合、違ちがう。クロ達を、追いかけよ」

「の、ノノさんだって無む駄だ話ばなし、振ってきたくせにぃ……うう、わかってますけどねっ」

　ルーアは文句を言いつつも、ノノが連れてきた馬の一頭に飛び乗る。言っては悪いが、意外と慣れているのか、なかなか様になっていた。

　二人に倣ならってガラテアも騎き乗じようする。ランも軽かろやかに馬上へまたがると、フィーの手を引いて後ろに乗せてあげていた。フィーは、馬に乗れないためだ。

「ン。よいしょ、っと。…………」

　最後に、エリィも騎乗した……が、後ろを振り向き、横たわる兵士達を眺ながめる。

　そうして暫しばらく沈ちん黙もくしていると、ランの後ろに乗っていたフィーが、語りかけてきた。

「あ、あの、エリィお姉様？　どうかしましたか？」

「……あ、ウン。さっき倒した、ここの兵士達……何だか普ふ通つうより、強かったかも、って。何となく、ちょっと……だけど」

　エリィの《勇国トリアーナ》は、《魔法大国エンテ》と同盟関係にある。そのため直接戦った訳ではないが、共きよう闘とうした印象では、もっと弱々しく感じたものだ。

　しかしそんなエリィの発言に、ランが大おお慌あわてで声を上げてくる。

「いやいやいや、ちょっとってモンじゃなかったッスよ!?　ウチ、なっかなか倒せなかったですもん！　一人一人が、何か異様に強かった、っていうか！」

「そう、なの？　そう……どうして、かしら」

　エリィが手に入れた〝超感覚〟がそうさせるのか、何となく違い和わ感かんを覚える。

　すると、ガラテアも馬上から、彼女の知る情報を伝えてきた。

「これは……噂うわさ話ばなしに、過ぎないのだけれど。《魔法大国エンテ》の兵士や魔術師は、国の中心……つまり王宮に近づくほど、強くなっていく、と聞いた事があるわ～。とはいっても、王宮付近にまで攻せめ込まれるような事態は、ここ数十年はなかったっていう話だし、信しん憑ぴよう性せいは微び妙みようだけれど……少し、気になるわね～」

　ガラテアが頰ほおに手を当て、首を傾げると、ノノが急せかすように割り込んできた。

「……その辺りも、進めば分かるハナシ、たぶん。さ、行こ、皆」

　確かに、ここで議論したところで、分かるはずもない。

　馬を駆かけさせ先導するノノに付き従い、エリィ達も、馬を急がせた。




　　　　■■■




　エリィ達が、陽動した敵を打ち倒たおしたのと、ほぼ同じ時。

　クロノス、リアラ、アテナは、既すでに《魔法大国》の王宮に、潜せん入にゆうしていた。多少の兵は見受けられたが、《奴ど隷れい聖具》や《奴隷聖薬》を以もつてすれば、すり抜ぬけるのは容易だ。

　現在も、〝透とう明めい化か〟の《奴隷聖薬》を使用し、足早に進んでいる。クロノス達はお互たがい見えるようになっているが、他人からは、足音くらいしか認識できないだろう。

　今は馬で駆けてきているエリィから、《通信魔術》で報告も受けたが、その内容は。

『陽動成功。ついでに、兵の大半、壊滅したかな。ワタシ達も、すぐ行くね、クー』

　大戦果を、こうもあっさりと告げられ、リアラは驚おどろきを通り越し、いっそ呆あきれてしまっているようだ。

「……いえ、エリィさんがお強い事は、重々承知していましたよ？　けれど、感覚が戻もどったと聞いて……〝無む痛つう症しよう〟も治ったのなら、怪け我がしたら痛いじゃないですか、なんて……心配していたのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるほど、お強くなっちゃってるじゃないですかぁ!?」

「おうおう、潜入中に大だい胆たんな騒さわがしさだなぁ。というか、怪我一つしないくらい強いのだから、それに越したコトはないだろーに。エリィに怪我してほしかったのか？」

「そんな訳ないですっ！　けれど、けれどっ……はいそうですか、と簡単に割り切れるほど、器用じゃないのですよーっ！　も～っ！」

　最近、変な身み悶もだえ方が板についてきたなあと、身悶えるリアラを見て、感情豊かなのは良い事だ、と相変わらずの適当さで頷くクロノス。

　さて、《魔法大国》に入国しただけで倒れかけたアテナだが、まさにトラウマの渦か中ちゆうであろう王宮を進んでいる今は、どうだろうか。

　それとなく、クロノスが振ふり返って様子を見ると、アテナと目が合ってしまい。

「……ふふっ。大だい丈じよう夫ぶです、クロノス様……わたし、負けませんっ」

「！　アテナ、そっか──うむ、イイ子だな」

　無理などしていない、と言えば噓うそになるだろう、アテナの顔を見れば、それくらいの事は簡単に理解できる。

　だが、アテナは「負けない」と、そう言った。ただ虐しいたげられ、抵てい抗こうできなかったあの頃とは、違う。彼女は前を向き、戦おうとしている。

　そんなアテナの意思を尊重し、手伝ってやる事こそ、クロノスがやるべき事。




〝俺様のカワイイ奴隷ちゃん〟の、幸せのために──それこそがクロノスの、絶対だ。




　そうして駆け続け、どれほど経たった頃ころか、ぽつりとリアラが言葉を漏らした。

「ふう、それにしても……広い王宮ですね。私が暮らしていた《神国》のお城だって、大たい概がいでしたけれど……住むのには、本当に不便ですよ、もうっ」

「フハハ、もう俺との暮らしが、すっかり馴な染じんだような感想だな。そうなったらもう、城暮らしには戻れんだろう。ま、戻りたいと言っても、絶対に手放さんが」

「ぁぅ。……べ、別にぃ～……戻りたいなんて、言ってません、けれど～……っ、い、いえ、何でもありませんっ」

「いやバッチリ聞こえているぞ。城に戻るつもりなんて毛頭ありません。リアラはクロノスと一生一いつ緒しよに添そい遂とげます、とな」

「そこまで口に出してませんっ!?　……あ、いえ言ってませ……思ってませぇん!?」

　勝手に語るに落ちて、勝手に慌あわてる、相変わらず情じよう緒ちよ豊ゆたかで可愛かわいいリアラである。

「フハハ、全く本当に、からかい甲が斐いがあるな、リアラは。っと、言っている間に、また随ずい分ぶんと広くて、妙みような通路に出たな」

「か、からかうなんて、ひどいですっ。……って、本当ですね。広くて、妙……というか、異様な気配がするような……」

　王宮内の一通路、そう呼ぶには、そこかしこに飾かざられている装そう飾しよくは、悪あく趣しゆ味みに見えた。

　水すい晶しようの髑どく髏ろ、天てん井じようから吊つり下げられた人間サイズの人形、左右の窓を覆おおう黒カーテン。

　ぶるり、身み震ぶるいしたリアラが、はっ、と勢い良く後ろを振り返る。

「!?　っ、やっぱり……何か、視線を感じますっ！　一体、誰だれが……」

『……クス、クス。クスクス、クス……』

「きゃっ!?　わ、笑い声が……誰かいるのですかっ!?」

　聞こえてきたのは、リアラが振り返った方向ではなく、向かうべき通路の奥側から。

　そこには、ここが通路だなどと、知った事ではないとばかりに鎮ちん座ざする、絢けん爛らんな椅い子すと──両りよう膝ひざを揃そろえ、やや斜ななめ向きに腰こしかける、見るからに儚はかなげな少女が。

　黒を基調としたゴシック調の、フリルをあしらったドレスは、暗がりにあってこそ尚なお更さら映はえる。年のほどは恐おそらくメイと同じほどだろうが、落ち着いた雰ふん囲い気き……を通り越こし、生気を感じさせない瞳ひとみを向けてきていた。

　笑い声は、彼女が発している。その小さな唇くちびるから、続けて声を投げかけてきた。

「クスクス……闇やみ夜よに迷いし、愚おろかなる罪人が、訪れたのね……それも、三人も」

「!?　あの子、私達の〝透明化〟を、見破っている……？」

「クスッ……そんなの、魔ま力りよくを捉とらえて見み透すかせば、造作もないもの……それに」

　目はまるで笑っておらず、口の端はだけささやかに吊り上げて、少女は言った。

「視線を感じる、と、言っていた？　クスクス、それも当たり前……〝あのお方〟は、この国の全てを視みとおし、見透かしているんだもの……クスクスっ」

「あ、〝あのお方〟？　その人が、私達を見ていたのですか？　それは一体、何者で……いえそもそも、まず貴女あなたは何者ですっ!?」

「おかしな人……罪深き侵しん入にゆう者しやは、そっちでしょうに……おかしい……おかしいわ、クスっ、クスクス……クスクスクスっ」

　何がおかしいのか、片手を小さな口に当て、笑いが止まらなくなる少女。

　その様子に不気味さを感じたのか、たじろいでしまうリアラ──が、クロノスにしがみつくアテナの異変に気が付いた。

「えっ？　……あ、アテナさん!?　また、顔色が……し、しっかりしてください！」

「っ、っ！　っ……う、うん、大丈夫……大丈夫、だからっ……」

「そ、そんな事を言っても……まさか、あの子の事を、何か知って……？」

　リアラが問いかけると、クロノスにしがみついていたアテナの手に、ぎゅっ、と更さらなる力が加わる。

　けれど、それ以上は言葉も出せない彼女の代わりに、クロノスが口を開いた。

「リアラ。かつてアテナは、この王宮で暮らしていて、自分と近い身分の王女から虐げられていた──という話は、覚えているか？」

「は、はい、もちろんです。……って、あ!?　まさかっ……」

「想像の通りだ。そして特に、王女達の中でも、アテナは〝三姉妹〟から被ひ害がいを受けていた。その〝三姉妹〟は、〝魔法技術〟の最さい先せん端たんたる《魔法大国エンテ》でも、今や最上格の使い手──《魔法王女》と呼ばれ、名を馳はせている」

〝三姉妹〟については、アテナ自身の口から、クロノスに語ってくれていた。

　アテナが彼女達から受けたという、仕打ちについても、一緒に。

「《魔法大国エンテ》最強の三姉妹が末妹の《魔法王女》、その名も──」

　クロノスが呼び上げる、ゴシックドレスに身を包んだ、少女の名は。




「──《幽ゆう幻げんの魔法王女》シィン＝ロ・リス＝ゴースト＝エンテ──！」








《第三章》アテナさんを、いじめる人なんて……私〝達〟が、許しませんっ！









『キャハハッ、邪じや魔まよ、アテナっ！』

『……きゃっ……!?』

　この王宮で過ごしていた頃ころの、幼いアテナの、思い出と呼ぶには冷たすぎる記き憶おく。

　アテナを突つき飛ばしたのは、同じく王女という身分の少女。既に才覚溢あふれる〝三姉妹〟として有名な、次女だ。

　彼女は普ふ段だん、快活で人ひと懐なつっこい性格の持ち主、と聞く。そんな彼女が、なぜ自分にだけ、こんなにも辛つらく当たってくるのだろう。

　いいや、分かっている。〝魔力〟がなくて、そのくせ人並み以上に大きくなるばかりの、この体たい軀くが、目め障ざわりなのだ。

　押し飛ばされて手を突いたまま、アテナが俯うつむいている、と──突いていた手を、上から足で踏ふみにじられ。

『!?　や、あっ……い、いたぃ……！』

『ウフッ……あら、そんな所にいたなんて、気付かなかったわぁ？　だって魔力を感じないんだもの……そんなのこの国じゃ、存在がないのと、一緒よねぇ？　ウフフッ！』

　言いながら、長女のイスフェンがぐりぐりと足を動かし、手の上からどかしてくれない。

　そんな彼女に、先ほどアテナを突き飛ばした次女が……少しだけ、顔をしかめて。

『……あの、イスフェン姉……ちょっと、やりすぎ……やりすぎ、かも？』

『あら？　何を言っているの、キトゥン……こんなの、優やさしいくらいよ。何より、他でもない……〝あのお方〟が、そう言っているのよぉ？』

『そう、かな？　そう……そうだよね、キャハッ！　何言ってたんだろ、ホント！』

　愉ゆ快かいそうに笑いながら、蹲うずくまるアテナの事は忘れたように、去って行く長女と次女。

　立ち上がろうと、手に力を籠こめるが、その手が、ずきりと痛んで。

『っ！　……う、うう』

　泣きそうになってしまったところで、不意に三姉妹の末妹──シィンが通りがかり。

『…………』

『あっ……あ、そのっ』

『…………ふう』

　目は合った、けれど、まるで興味がないらしく、彼女はそのまま去って行った。

　シィン、彼女は他の二人のように接せつ触しよくはしてこないし、言葉を交わした事もない。けれど、何も感じていないかのような、あの冷たい目。きっと、軽けい蔑べつしているのだろう。

　魔力を持たず、魔法を使えず、図体ばかりが大きい、こんな自分を。

『……っ……う、うぅ……』

　当然、かもしれない。アテナ自身、自分を好きになんて、なれないのだから。なのに、他人が好きになってくれるなんて、夢にも思えた事はない。

　だからせめてと、アテナは前まえ髪がみを、目が隠かくれるほどに伸のばした。

　せめて……せめて、髪だけでも、伸ばして。

　その髪を、上から手で、押さえつけて。

『う、ぁ……うえぇんっ……』

　流れ落ちる涙が、誰にも見えないように、と。




　　　　■■■




「────っ」

　過去の記憶がよぎったのか、クロノスにしがみ付くアテナが、ぶるりと身震いする。

　そんなアテナを見て、真っ先に《魔法王女》へと声を上げたのは、リアラだった。

「～～～っ、シィンさん、でしたね!?　貴女は……貴女達はっ！　何も悪い事なんてしていないアテナさんに、なぜ昔、酷ひどい事が出来たのですっ！　答えなさいっ！」

「…………」

　リアラの言葉を受けて、シィンは椅い子すに座り込んだまま──首を傾かしげて。

「……アテナ？　それ……誰だった、かしら？」

「……なっ……!?」

　アテナを一方的に虐しいたげておいて、忘れるなんて──リアラの怒いかりが伝わってくる一方、アテナの吐はく息も、荒あらくなっていて。

「はあっ、はあっ……っ、いやっ……う、うっ！」

「アテナ！　大だい丈じよう夫ぶだ、俺がここにいる！　もっと強く、俺の手を握にぎっていろ！」

「クロノス、様っ……ごめん、なさいっ……はあ、はあ……」

　アテナの絹の如ごとく滑なめらかな両手が、クロノスの左手の平に絡からみつき、縋すがるように腕うでに抱だき着いてくる。

　しかし今、この瞬しゆん間かん、敵である《魔法王女》が待ってくれるはずもなく。

「……何が何だか、知らないけれど……侵入者は、滅めつ却きやくするまでね。クスッ……後こう悔かい、させてあげるわ。王宮にまで浸しん入にゆうした、不届き者として……」

　人形のような動作で、かくん、と首を傾げたシィンが、唇の端を吊り上げ。




「《幽幻の魔法王女》と……ここで、出会ってしまったこと……！」




　座ったままの体勢で、両手を広げ──浮ふ遊ゆうした──！

　突とつ然ぜんの開戦、迎むかえ撃うとうとするのは、リアラ。

「来るなら来なさいっ！　子供だって、容よう赦しやはしませんっ……！　浮ういていたって、捕つかまえて引きずり降ろして、お尻しりペンペンですからっ──」

「……お姉さん、他国の魔術師？」

「──はっ!?　な、何ですか、急にっ！」

　さすがに敵に対して、素す直なおな答えを返しはしないリアラ。成長しているおかげだろう、そこは褒ほめてあげたいが、《魔法王女》は一枚上手かもしれない。

「女の人なのに武器も持たず、戦おうとするんだもの……強い魔力、感じるし。……うん、うん？　ていうか凄すごいね、お姉さん。魔力だけなら、ずば抜ぬけて……いや、何だろコレ。……え、何なの、お姉さん、一体何者？　……化け物か何か……？」

「ば、化け物とは何ですか失礼ですねえ！　訳の分からない事を言わないでください!?」

「自分で、分かってないのね……でもまあ、関係ないわ。どんなに強い魔力を、持っていようと……他国と《魔法大国》じゃ、〝魔術〟の意味が違ちがうもの」

「？　??　意味が違うって、何が……」

　リアラは分からないようだが、事情通を自負するクロノスには、違いが理解できる。

　シィンは、幼い見た目に寄らず自信家なのか、余よ裕ゆうぶって説明し始めた。

「他国の魔術師が行使する〝魔術〟は……クスクス、炎ほのおを放つとか、水を発生させて押し流すとか、ただそれだけ……そんなの、ただ魔力をぶつけてるだけよ……魔法とは、魔術とは、そんな浅せん薄ぱくな代しろ物ものじゃないのに……クスっ！　まあ〝回復魔術〟なんかは天才的なセンスが必要だし、認めてもいいけど……そんな高度な魔術、使えないでしょ？」

「へ？　いえ、それは使えますよ。私は〝神術〟という方が、馴な染じみ深いですけれど」

「茶化さないで。……はあ、結局《魔法大国》以外は、魔術後進国……真ま面じ目めに聞く気なんて、無いのね……まあ、どうでもいい……後悔するため、実感なさい……！」

「いえですから、使えますってば。……っ!?　な、空気が重く……ッ！」

　中空を舞まうシィンの両手から、薄うす紫むらさきの魔力が溢れ、禍まが々まがしく形を歪ゆがめ。




「《幽幻魔ま術じゆつ》──遊んであげなさい、ゴーストたちっ……！」




　ゴースト、シィンがそう呼んだ魔力の具象は、透とう明めいでぼやけたような女達の姿。

　重力など、物体などないように、上下左右に飛び交い、壁かべも床ゆかもすり抜けて。

『……クス、クス……』

「え、きゃっ……ひゃんっ!?　つ、冷たっ……いえ、寒いっ……!?」

　遮さえぎる事もできず纏まとわりつかれたリアラが、体の芯しんから冷え込んだように身み震ぶるいする。

　いや、実際に、冷気に襲おそわれているのだ。ゴーストが触ふれているリアラの白しろ肌はだに、霜しもが付着してきている。

　それを見たシィンは、中空で余裕の笑えみを浮かべて呟つぶやいていた。

「クス、クス……どう？　他国の、ただ口で言ってるだけの魔術とは、格が違うでしょ。これが〝魔法による技術〟の行使、《魔法大国》特有の〝魔法技術〟……本物の〝魔術〟なのよ……クス、クスクスッ！」

　含ふくみ笑いを連続させるシィンは、既すでに勝利を確信しているようだった。

　けれど、そう簡単にいくはずがないだろう、とクロノスはリアラへ呼びかける。

「リアラ！　アレを使え──ディルドだッ！」

「えっ!?　……！　わ、わかりましたっ！　ええいっ！」

　リアラが懐ふところに隠していた、カワイイ奴ど隷れいちゃん達の基本装備たるディルドを取り出し、掲かかげながら発動させた。

　瞬間、薄うす暗ぐらい廊ろう下かの闇やみを斬きり裂さくように、ディルドが光り輝かがやくと。

『……!?　イ……ヤァァァ……』

「きゃっ……き、消えた？　……や、やりましたよ、クロノスっ！」

　無数のゴースト達が、光に照らされると溶とけるようにして消え去り、リアラが弾はずんだ声で呼びかけてくる。

　一方、自身の魔術を無効化されたシィンは、さして慌あわてず分ぶん析せきを口にしていた。

「今の魔力……〝聖なる光〟、それになるほど……その変な棒に、籠められた魔力……見たことないし、変わってるわ……口だけでなく、少しはやるのね……けど、クスクスッ……そっちの、魔力のないお姉さんは……どうかしら……？」

「え、そっちの、って……ッ！　アテナさんっ!?」

　リアラが振ふり返って呼びかけてくるが、少し遅おそかった。

「え……きゃっ!?　つ、冷たいっ……う、う」

　全てをすり抜けるゴーストの一体が、背後から、アテナを覆おおうように包んだ。リアラ同様、冷気に襲われているのだろう、クロノスは即そく座ざに彼女を抱きしめる。

「アテナ！　大丈夫か、俺にしっかり抱き着いていろ！」

「く、クロノス様っ……は、はいっ。んっ……」

　強く抱きしめるほど、アテナも抱きしめ返してくる。少し落ち着いてきたのか、震えも、吐く息も、穏おだやかになってゆく。

　けれど、《幽幻魔術》の恐おそろしさは、まだ続きがあったようで。

『クス、クス……ねえ、アナタ……何のため、生まれてきたの……？』

「………えっ？」

　不意にゴーストに語りかけられ、アテナの表情が凍こおりつく。直後、再び身震いし始めたアテナだが、それが単純な冷気のせいではないと、クロノスには理解できた。

『魔力もないのに、どうして生まれてきたの？　皆みんなに無視されて、虐げられて、どうして恥はずかしげもなく、生きていられるの？　クス、クス』

「あ、あぁ……い、やぁぁっ……」

　耳を塞ふさいでも、ゴーストは声までも、すり抜けさせているようだった。

　ゴーストの雑言は、きっと、アテナのトラウマから引き出されているもの。体ではなく、心を凍らせ、心を殺す──そういう魔術なのだと、クロノスは見み抜ぬいている。

「アテナさん！　今、助けにっ……っ！　邪じや魔ま、しないでくださいっ！」

　こちらへ駆かけつけようとするリアラだが、シィンが放つ無数のゴーストに遮られ、抗こう戦せんを余よ儀ぎなくさせられている。

　そうしている内に、ゴーストはついに──アテナへと、決定的な一言を放った。




『あなたなんて──生まれてこなければ、よかったのに──』

「………ぁ………」




　ゴーストの言葉に、アテナは絶句し、俯うつむいてしまう。

　アテナが、両手で顔を覆おうとした。長い前髪を、上から押さえつけるように。

　涙が見えないよう、隠そうとするように──。

　──だけど。




「『せっかくの美人が、もったいないんだよなぁ。顔を出す方が、似合うぞ』」

「………えっ？」




　絶望に沈しずみかけた顔が、はっ、と上を向く。

　驚おどろいた顔で真っ直すぐ見つめてくるアテナに、クロノスは、笑みを浮かべて続けた。

「アテナを《奴隷王国クロノス》に連れ帰ったばかりの頃ころ、同じコトを言ったなあ。内気なのも、照れ屋なのも、アテナのカワイイトコだが。でもなあ」

　そう、これもまた、あの頃に──アテナへと、贈おくった言葉。




「『アテナの笑顔を見るたびに、アテナと出会えて良かったと、心の底から思うんだよ』」

「───！」




　その翌日からアテナは、照れて頰ほおを真っ赤にしながらも、顔の半分が見えるよう、髪かみ型がたを少しだけ変えてきて。

「…………ふふっ！」

　そしてクロノスに、よく──微笑ほほえんでくれるようになった。

　今、微笑んだアテナを見て、ゴーストがたじろいだ、その時。

「───はっ！」

『!?　ア、ァァァ……』

　アテナ専用の《奴隷聖具》である耳かきを巨きよ大だい化かさせ、横よこ薙なぎし、ゴーストをあっさりと一いつ蹴しゆうした。

「……関係ないわ、もう、何を言われたって……生まれてこなければよかった、なんて……たとえ、他の全ての人間に言われたって……もう、関係ない」

　巨大耳かきを薙刀グレイブの如ごとく旋せん回かいさせ、巧たくみに操りながら。

　アテナはかつてなく強い言葉で、己おのれが意思をぶっ放す──！




「クロノス様が、わたしと出会えて、よかったって──そう、言ってくれるから！　わたしはもう、わたし自身を殺さない──かかってきなさいっ！」




　アテナの放った威い勢せいに、それを受けたリアラが、駆けつけてきながら叫さけんでくる。

「アテナさーんっ！　クロノスだけでは、ありませんよーっ！　私だって、同じですっ……アテナさんと出会えて、良かったのですからぁっ！」

「！　リアラちゃんっ……ありがとっ……！」

「だからこそ！　アテナさんを、いじめる人なんて、私が……いいえ、私だけなんかでは、絶対になくっ！」

　光り輝くディルドで、ゴースト達を打ち払はらいながら、リアラがアテナと並び立ち。




「私〝達〟が──許しませんッ!!」




〝達〟、それは、クロノスも──だけではない。ノノも、ルーアも。

　きっとエリィや、ラン、フィー、ガラテアだって、《奴隷王国ハーレム》の皆だって。

　アテナを、大切に想っているのだと──リアラは、断言した。

「っ。な、何なの……何なの、あなた達は……くっ！」

　そこまで余裕を崩くずさなかったシィンが、急に狼ろう狽ばいし、アテナを指さしてくる。

「さっきまであんな、弱々しかったクセに……なぜ今、そんなに、強くなれるのっ……いいえ、心だけじゃ、ないわ……魔力なんて、なかった、絶対なかったのにっ！　なぜ今、そんな……見たこともない、不思議な魔力を、纏っているの……!?」

「……クロノス様が、与あたえてくれるの。魔力だけじゃ、ない……強さも、そう」

「与えて、くれる……？　力を、魔力を？　そんなの、まるで〝あのお方〟……ッ！」

　不ふ明めい瞭りような言葉を発していたシィンが、ぎりっ、と歯を嚙かみ鳴らすと。

「そんなはず、ないっ──ありえない！　本物を、見せてあげる！　全員、呪のろわれて凍こごえ散りなさいっ……これが、〝あのお方〟が与えてくれた、力よ──！」

　シィンが叫んだ瞬しゆん間かん、その全身から、ぶわりと魔力の嵐あらしが噴ふき出す。

　それらの魔力は、全てがゴーストの形を取り、襲い掛かかってきた──！

「なっ……何ですか、この異様な魔力……これはまるで、《女神の聖具》のような……アテナさん、だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

「えいっ、えいっ……う、うん、なんとかっ。でも、キリがない、ね……？」

　リアラはディルドの〝聖光〟で、アテナは巨大耳かきを振るい、どうにか凌しのいでいた。だが、あまりにも数が多すぎる。

　切せつ羽ぱ詰つまったリアラが、クロノスに提案をしてくる、が。

「く、クロノス、こうなったら……《神しん剣けんアリエス》を呼びますかっ!?　一気に勝負を、決めてしまった方が……！」

「いや、ダメだ。そいつは最後の切り札、ここで使ってもらうワケにはいかん」

「え、ええっ!?　でも、このままでは、どうしようも……せめてあと一手、相手を上回るために、何かしないと……！」

「フハハ、その通りだな、リアラ。元々賢かしこくはあったが、色々と経験を積んで、戦局まで見み極きわめられるようになってきたか？　エライぞー、よしよし」

「えっ、そ、そんな事ぉ……♪　ってそんな場合じゃなくてですね!?　……えっ!?」

　ゴーストと戦いながら器用にツッコんできていたリアラが、通路の先に突とつ如じよとして現れた、一風変わった闖ちん入にゆう者しやを発見する。

　それは、この王宮へ向かう直前、屋や敷しきで見た──首輪をつけた、一いつ匹ぴきの白しろ猫ねこだ。

　その白猫の円つぶらな双そう眸ぼうと、リアラの目が合った瞬間、彼女は声を上げた。

「あ、あの猫さん……そうです、さっきから感じていたのは、あの視線ですっ！　ま、まさか……あんな可愛かわいらしい猫さんが、私達を監かん視しする敵──」

「──今だ、メイっ！　やっちまえーっ！」

「へ？　メイ？　……は、はいーーーっ!?」

　突とつ然ぜんにクロノスが放った実妹の名に、リアラは目を見開いて驚く。

　しかし、驚くべきなのは、これから。上品ささえ感じさせる白猫が、見る見るうちに姿を変え──何と、猫耳カチューシャと首輪をつけた、可か憐れんなメイの姿に変化した──！




「はぁいっ、クロノスさまっ♡　いきますよぉーっ！」




　メイが気合と共に、彼女専用《奴隷聖具》である巨大化した注射器を、思いきり引く。

　すると、何もなかったはずの筒つつ内に、メイの〝紋もん〟を通じて形成された魔ま力りよくの水が、大量に生成された。

　驚いたのは、シィンだろう。そもそも白猫にさえ気付いていなかったのに、いきなり真横に少女が現れて。そして今、彼女の態勢が整わない内に。

「……なっ!?　し、侵しん入にゆう者しやめ、まだいたのねっ……ご、ゴースト！」

「無む駄だですっ！　ぜーんぶ、きれいに……洗い流されてしまいなさーーーいっ！」

　ついに射出された、大量の水流に──何と、溢あふれかえるゴースト達が触ふれるたび、一いつ瞬しゆんにして搔かき消えてしまう。それこそ、姉あね姫ひめたるリアラのディルドと、似た力で。

「す、すごいです、メイ！　メイにも、私と同じような能力が……!?」

「フッ、仲良し姉妹なのだから、似た能力になってもおかしくないさ。だが、完全に同じではない。リアラの扱あつかう力を《聖光》と、そう名付けるならば──そう！」

　意い気き揚よう々ようとクロノスは、誇ほこるべきカワイイ奴ど隷れいちゃんの一人たるメイが、幼気いたいけで可愛らしい美少女たる彼女が使っている力に、気高き名を授さずける──！




「不ふ浄じようを逆に浄化する──《聖水》！　繰くり返す、妹姫メイの《聖水》よ──！」

「？　……あ、は、はい。私の《聖光》もですけれど、何だかそのまんまですね？」
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　リアラは分かっていないっぽいが、まあ良しとする。というか別に深い意味とかないし。マジだし。

　だが、メイの《聖水》が……美少女の《聖水》が持つ力は確か（言い直した事に深い意味はない）。この広い通路に蔓延はびこるゴースト達を、全て洗い流すだけにとどまらず。

「え、な、なにこれ……うそよ、こんな、の……い、いやあ──っ!?」

　中空を舞まっていたシィンさえ捉とらえ、水流に巻き込み、引きずり降ろしてしまう。

　そんな《魔法王女》の末妹を、傍そばにいたメイが捕つかまえた。

「えいっ！　捕まえましたよ～っ……逃にがしませんからねっ！」

「くっ、何を……離はなしなさい、無礼者っ……！　うう～っ……！」

　じたばたと暴れるシィンだが、同じくらい小こ柄がらなメイの拘こう束そくを、全く振ふりほどけない。〝魔術〟に自信はあっても、体は鍛きたえていないのか、元々強くないのだろう。

　そうして《幽ゆう幻げんの魔法王女》が完全に無力化されると、クロノス達が駆かけ寄り、真っ先にリアラがメイへと声をかけた。

「メイっ！　メイも、来ていたのですねっ……びっくりしましたよっ！」

「リアラお姉さまっ！　はいっ、クロノスさまから頂いていた首輪とカチューシャで、お屋敷から、ずっと……うふふ、こっそり付いていくの、どきどきしちゃいましたっ♪」

「な、なるほど、首輪は《奴隷聖具》だったのですね。犬耳なら犬さんに、猫耳なら猫さんに見える、と……ん？　……でも確か、お屋敷で、白猫さんのメイは……クロノスの顔を、ぺろぺろと舐なめていたような？　……め、メイ？」

「えへへ♡」

「えへへ♡　じゃなくってですね？　メイ？　メイー？」

　大だい胆たん行こう為いを笑ってごまかそうとする妹姫メイ、この子は必ず、大物になる。

　メイに助け船を出す訳でもないが、クロノスもリアラに補足説明した。

「フハハ。リアラがメイの視線に気付いたのは、お姉ちゃんだけあってさすが、ってトコだけどな。だが屋敷の時、ニャンコが肩かたに乗ってきたくらいで、俺がよろめくワケないだろう？　直前まで、リアラやアテナを抱かかえて帰ろうとしていたくらいなのに」

「い、言われてみれば、確かに。……でも、クロノスの〝ニャンコ〟という呼び方……まだ、慣れませんね。……といっても、まあ」

「むむ。何だ何だ、失礼な。というか、アレか？　イヤだったりするのか──」

「正直……好きですけれど」

「!?」

　リアラの意外な言葉で、逆にカウンターをもらってしまう形になった。

　なかなかの奇き襲しゆうではあったが、そこで非難の声を上げてきたのは、ずっと捕とらえ続けている状態の、《魔法王女》シィン。

「くっ……あ、あなた達……このわたしを、無視して……こんな無礼を、働くなんてっ……どうなるか、わかっているの……!?」

「──おお、そうだった。クックック、無視しては、悪いよなあ？　〝憑つき物〟を落とすために──た～～～っぷりとお仕置きして、ブチ堕おとしてやらねばなッ！」

「……ひっ!?　お、お仕置き、って……やっ、な、なにをするつもりっ……!?」

「ククッ、すぐに分かるさ。そしてメイ、しっかり捕まえていろよ！　一石二鳥で──ご褒ほう美び〝調教〟を、あげるからなァ！」

「えっ、本当ですか？　わーい、嬉うれしいですっ♡」

　もしかすると〝カワイイ奴隷ちゃん〟の中でも、ずば抜ぬけた適応力を持つ可能性さえあるメイ、本気で喜んでいる。

　だが、姉たるリアラは大方の予想通り、黙だまってはいられないらしく。

「ちょ、クロノス!?　シィンさんを〝調教〟するのは、まあクロノスの事ですし、考えがあるのでしょうけれど……メイまではしなくて良いでしょう!?　おかしいで──」

「さて、今回の〝調教〟は、いつもと一味違ちがうぞ、ククッ。《幽幻魔術》とは、面白いヒントをくれたものだ。《奴隷聖具》×《奴隷聖薬》で、俺が今回ブチ込むのは──！」

「ちょっと聞いてくれません!?　ちょっ、き……聞けぇーっ！　ですーっ!?」

　少しずつ砕くだけた喋しやべり方も身についてきたリアラ。それが良いか悪いかは、ともかく。

　クロノスは、己おのれの《烙らく印いん魔術》を解放しながら、叫んだ──！




「《奴隷聖具・ラブドール（男型）》×《奴隷聖薬・幻覚イリユージヨン香・アロマ》で──。

　──《超絶美形クロノスご主人様・・ゾンビ屍人大行進マーチング》よ──!!」

「えっ。……きゃ、あ……きゃああっ!?　クロノスっぽいゾンビが、たくさん～っ!?」




　リアラが悲鳴を上げた通り、その光景は、あまりにも異質。

　かつて《神国アリエス》でも使用し、《女神》の虚きよ像ぞうを映し出したラブドール。しかし映し出せるのは、当然《女神》だけではないのだ。

　更さらに《幻覚香》を利用し、見た目を変へん貌ぼうさせる。当然、全てが全て同じ見た目ではなく、それぞれ傷の度合いや位置を変え、バリエーション豊かにしていた。

　恐おそろしい見た目の、大の男たるクロノスゾンビ達に、囲まれ、ひたひたと触れられて、シィンは「ひっ」と声を漏もらし、目を見開いている。

「ひっ、やっ。あ……こ、これ、ゾンビ、って……見た目も、傷だらけでっ……」

『グオ、オォ！』『ガアァ！　……カワユス』『オンナァァ……シアワセ、スル……』

「っ……く、クロノス！　やはり、やりすぎですよ！　いえなんか、変なゾンビですけれど……でもこんな恐ろしい光景、いくら何でも、とんでもないトラウマに──」

「ワイルドで……ステキ……♡」

「私の心配や杞き憂ゆうを無下にする人、多すぎなのですけれど!?」

　リアラは憤ふん慨がいするが、美少女を堕とすのが目的なのに、怖こわがらせるだけの訳がない。

　クロノスは、ずっと観察していた。ゴシック調のファッション、ゴーストを模した《幽幻魔法》、通路の装そう飾しよく。これらは間ま違ちがいなく、シィンの趣しゆ味み、つまり。

　ゾンビなど、むしろ──シィンにとって、大好物のはずだ──！

　……とはいえ、あの純真無む垢くで幼気なメイは、どうなのだろう？

「きゃっ!?　く、クロノスさまっ……何だかいつもより野性的ですが、そういう姿も恰かつ好こういいですよ♡　でも、傷だらけで可哀かわい想そうです……こちらへきてくださいっ」

『ウォォン……オッ？』『ゴ、ゴォ……ゴロゴロ』『グア……ヤベーヨ、コノロリ……』

「いたいのいたいの、とんでけー♡　はーい、みーんな、いっぱいナデナデしてあげますからねー♡」

　ちょっとメイ、強すぎない？

　だがとにかく、クロノスゾンビに囲まれて恍こう惚こつとしているシィンと、嬉しそうにナデナデし続けてくれるメイは、それぞれベクトルは違うが高こう揚ようしているようだ。

　そこに、加わらないクロノスではない。そう、クロノスも《幻覚イリユージヨン香・アロマ》でゾンビの見た目に擬ぎ態たいし、シィンとメイの背後へ回り込んでいたのだ。

　夢中で楽しむ（意味深）、そんな二人の間に入った、漢おとこ・クロノス。

　──一気に二人を、抱だき寄せる──！

「えっ……ひゃ、ひゃあぁんっ♡」

「あっ……クロノスさまですねっ、いつの間にっ♡　んっ♡」

　幼気な二人を同時に、優やさしく、優し～く……と思わせておいて時にはゾンビらしく、激しく撫なでさする。無論、クロノスゾンビ軍団との、共同作業で。

　まだ慣れないシィンは、撫でられるたびに、ビクンビクンと。

　適応力の鬼おに、メイは、撫でるクロノスの手にむしろ頰ほおずりしてきて、幸せそうに目を細めている。ヤバイってこの子。

　とにかく、お仕置きの対象たるシィンは、もはやグロッキー状態。

　完全なるトドメを刺さすべく、クロノスは、あんぐりと口を開き。

　シィンの首筋に──かぷっ、と嚙かみついた──！




「あっ、あっ、あっ……あぁぁぁぁん……♡」




　クロノスの思おも惑わく通どおり、シィンは全身の力が抜け、完全に、堕ちた。

　これにて、美少女堕とし達成…………ちなみに、メイはといえば。




「まあっ、クロノスさまったら、メイを放ったらかしで、ひどいですっ。そんな人には～……わたくしのほうから、嚙みついちゃいますよっ♪　はむ、はむ♡」




　ゾンビな見た目のクロノスにまで、余よ裕ゆうで嚙みついてきた。

　逆にこの子に勝てる可能性、ある？

　クロノスの〝カワイイ奴ど隷れいちゃん〟の一人にして、リアラの妹であるメイもまた、なかなかに底知れぬ才能の持ち主だと、戦せん慄りつするしかなかった。




　　　　■■■




　シィンが堕とされてから、数分と経たたない内に。

「……はっ……？」

　シィンは、メイの膝ひざ枕まくらの上で、目を覚ました。リアラがかけてあげていた、回復魔ま術じゆつのおかげだろう。

　そうする、とクロノスに提案してきたのはリアラ本人だが、彼女は目を覚ましたシィンに対して、不ふ機き嫌げんを隠かくさない態度で語りかけていた。

「……目が覚めたようですね、シィンさん。色々と、言いたい事はありますが……まず、何より。あなたはアテナさんに、言わなければならない事があるのでは──」

「っ……あ、あっ……アテナさまっ……ごめんなさい……ごめん、なさいっ……！」

「───へっ？」

　しかしリアラの言葉は、シィンが見せた意外な反応で、止まってしまう。

　けれど戸と惑まどっているのは、アテナも同じ事。そもそも、シィンはアテナの事を、覚えていなかったのではないのか。それともあの時は、ただ単に偽いつわっていただけなのか。

　ただ、クロノスだけは、理解していた──だからこそ、簡潔に述べる。




「マインド・コントロールだよ、平たく言うとな。シィンは、洗脳状態だったのだろう」

「「………えっ!?」」




　リアラとアテナの驚おどろきの声が、同時に重なってくる。

　二人の視線を受けながら、クロノスは続けて説明した。

「ほれ、シィンは途と中ちゆう、異様な魔力の《幽ゆう幻げん魔法》でゴーストを大量に放ってきただろう。《お姫ひめ様さま》たるリアラでさえ、《女神の聖具》と見み紛まがうような、あの魔力は──シィンが、〝他者〟から与あたえられたモノだ」

「あ、与えられた、ですか？　……あっ!?　そういえばエリィさんも《通信魔術》で、戦った兵士さんが普ふ通つうより強くなっていた、とか……まさか、それも!?」

「だろうな。王宮に近づけば近づくほど、力を増すという噂うわさも、真実だろう。力を与える〝術者〟が近いほど、強い力を与えられて、洗脳もより強力になる。それこそ、人格にまで影えい響きようを及およぼすほどに──そう、今のシィンのように、な」

　クロノスが言った通り、今のシィンには先ほどまでの驕おごった態度はどこにもなく、むしろ小心な少女へと変貌してしまっている。

　むしろ、それこそがシィンの本質なのだろう、先ほどまでのどこか芝しば居いがかった口調も鳴りを潜ひそめ、己の自責をぽつぽつと呟つぶやいていた。

「わたし……わたし、覚えてます……アテナさまが、王宮にいた頃ころのこと……ずっと、ずっと見てたから……姉さま達に、いじめられてたのも……ずっと、助けないとって、思ってたのに……なのに、アテナさまを見るたび、わたしの心、冷たくなって……まるで、死んでくみたいに……今は、違うのに……なんで、あの時、わたし……っ」

　シィンは過去の事を思い出しているのか、罪悪感だけでなく、恐きよう怖ふでも身を震ふるわせているようだった。

　そんなシィンを見み据すえて、クロノスは軽く首を横に振ふりつつ口を開く。

「完全な傀かい儡らいにする、というワケではないからな。〝自分の意思で行動している〟と本人は思う分、よほど性た質ちが悪いさ。ただ、アテナから聞いた話では、シィンはアテナを無視こそすれど、他の姉妹のように直接的に虐しいたげようとはしなかったという。本質的には優しいのか、元々魔術の才能に優すぐれていて洗脳を防いでいたのか、その両方なのか」

　とにかく、とクロノスは、己が敢かん行こうした〝調教〟の成果について言げん及きゆうした。

「だからこそ、そんなシィンに〝調教〟を施ほどこし、〝上書き〟してやったのよ──結果、シィンは洗脳から解き放たれた、というワケだ。物もの凄すごく簡単に言えば、な」

「……な、なるほど、そうだったのですね。……でも、何だか、う～ん……」

　リアラが釈しやく然ぜんとしない表情をしていると、メイの膝枕から頭を起こしたシィンが、アテナを涙なみだ目めで見つめながら再び謝罪する。

「ごめんなさい、アテナさま……わたし、なんにもできなくて……それどころか、無視して、アテナさまの心を、傷つけて……わたし、わたし……う、うぅ～っ……」

　シィンの涙声、それを受けながら、かつてこの王宮で虐げられてきた、アテナは。

「ぅ……ぇ？　……あ、アテナ、さま……？」

　──微笑ほほえみながら、シィンの頭を、撫でていた。

「……ううん、いいよ……何とも思ってない、と言えば、噓うそになるけど……シィンちゃんが、そこまで責任、感じる必要……ない。むしろ……嬉うれしい。辛つらい記き憶おくだらけで、独りぼっちだと思ってた、あの王宮で……そういう風に、思っててくれた人が、いたなんて……少しだけ、救われた気分になった、よ。シィンちゃん……ありがとう、ね」

「！　そん、な……わたし、お礼なんて、言われる資格……う、うう～っ……！」

　自責は絶えないだろう、涙も止まらないシィンだが、アテナの言葉は本心のもの。

　それをクロノスが察していると、不意にメイが声を上げてきた。

「……クロノスさま、リアラお姉さま、アテナさまっ。先へ、進んでください。シィンさんは、わたくしが介かい抱ほうしておきますから、ねっ」

「！　メイちゃん……任せても、いい？」

「ええ、もちろんですわ、アテナさまっ。先を急いでいらっしゃるのでしょう？　それに、うふふっ。妹同士、シィンさんとは気が合いそうですし、ケアはおまかせですっ♪」

　気が利きく上に、頼たよりになるメイに、アテナは微笑んで感謝する。

　ぐっ、とクロノスも親指を立てると、ぱあっ、と輝かがやく笑え顔がおを見せたメイが、小さな手で真ま似ねをして返してくれた。

　改めて通路を進もうとする、その直前、シィンがクロノスに慌あわてて声をかけてくる。

「あ、あのっ！　アテナさまのこと、助けてくれたの、あなた……ですよね？　……ありがとう、ございますっ……それで、その、これは、個人的なこと、ですけど……」

　もじもじと身み動じろぎし、頰を赤らめながら、見上げてきて。

「よければまた、わ、わたしのために……ぞ、ゾンビになって、くれますか……？」

（なんか聞きようによっては、スゲーコト要求されている気がするぞ）

　軽く慄おののきそうになるが、シィンはゾンビな見た目にときめいただけで、別に『死んでください！』と言っている訳ではないだろうと、クロノスは歯を見せて笑った。

「フッ、任せておけ！　カワイイ女の子の願いに応こたえるのが、この〝最強奴隷商〟クロノス様の役目よ！　楽しみにしていろ、シィン！」

「！　わ、わあっ……うれしい、ですっ……くす、クスクス……♡」

　今回は目も笑っているが、シィンのあの笑い方は、どうも元からのようだ。

　とにかく《魔法王女》〝三姉妹〟の内、一人を突とつ破ぱした。先へと進むため、リアラとアテナを従え、通路を抜ぬけていく。

　そうして王宮内を進んでいると、横を走っていたリアラが、不意に語りかけてきた。

「……あの、クロノス……聞きたい事があるのですが、よろしいですか？」

「うん？　どうしたリアラ、何か気になるコトでも、あるのか？」

「は、はい。いえ、色々とあるのですけれど、まず……今回の敵について、です。それはきっと、シィンさんが言っていた……〝あのお方〟、ですよね？」

　リアラは自身も分かっているだろう事を口にし、それから疑問を投げかけてきた。

「シィンさんが洗脳されていて……もしかすると、他の王女達も洗脳されているのかもしれない、というのは分かりました。でも、一体誰だれが、何の目的で、そんな事をするのですか？　そもそも、力を授けるなんて、そんな能力……一体、何者なのです？」

「うん？　何者かって、そりゃあ──あー、ええと、な」

　クロノスが言い淀よどんでいた、そのタイミングで──《通信魔術》が割り込んできた。

『──クロ、聞こえる？　緊きん急きゆう事態……今、そっち向かってる、ノノ達だケド』

「ノノ？　どうした、何かあったのか？」

　クロノスが声を送り返すと、一いつ緒しよに駆かけるリアラとアテナの表情にも、緊張が走る。

　暫しばし、ノノの返事までに間が空く。交戦中なのか、干かん戈かを交える音だけ、響ひびいてきて。

　やっと返ってきた、ノノの報告は。

『《魔法王女》と──遭そう遇ぐう、した。ッ！』

「……えっ!?　の、ノノさん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　真っ先に、リアラが心配の声を上げる。つい先ほど、シィンと戦い、〝与えられた〟ものを含ふくむ異様な力を見せつけられたのだから、仕方ない。

　今、ノノ達が、苦戦を強しいられているのは──明白だ。




　　　　■■■




　クロノス達からは遅おくれて、王宮に入ったノノ達。クロノスが別働隊側に戦力を多く傾かたむけてくれていたおかげで、ほとんど難なく、進む事はできていた。

　けれど、それは、中庭へ到とう達たつするまでの話。

「──キャハッ！　マジ、ワラワラとウザいんですけどっ！」

　甲かん高だかい声を放ちながら、影かげを置き去りにする速度で跳はね回る、一人の少女。

　難なく付いていけているのはエリィくらいだが、仕留めるには至らないらしく。

「ハッ！　……ふう、速いわね。追いかけるの、大変だわ」

「はん、当然っしょ！　……って言いたいケド、あーしにここまで付いてこれるヤツ、初めてなんですケド。こっち〝魔力〟でチョー強化してんのに、ありえないっつーの」

　はあ、と面めん倒どう臭くさそうに溜ため息を吐つく少女こそ、《魔法王女》〝三姉妹〟の〝次女〟。

　それにしては、かなり砕くだけた喋しやべり方だが、彼女は突とつ然ぜんに眼光鋭するどく睨にらみつけてきた。

「つかアンタら……ここがどこで、あーしが誰だか、分かってんの？　あんまナメたコトしてっとさぁ……どうなるか、分かって──」

「──《魔法王女》キトゥン。キトゥン＝レ・ガリオス＝ネイル＝エンテ、でしょ」

「！　フ～ン……アンタ初めて見る顔だけど、知ってて来た、ってワケだ。へぇ～」

　ノノが彼女の名を口にすると、《魔法王女》キトゥンは、唇くちびるに手を当てながら言った。

「ならコレ、ケッコー計画的なヤツじゃん？　あーし、てっきり《勇者姫》が使いっぱ酷こく使しされてキレて、ヤケんなって反乱ブッぱなしたのかと思ってたケド……ノリだけの話じゃないんなら、何か裏に作戦でもあるカンジ？　はぁ～、サガるわ、それぇ～」

　王女という身分の割に、やけに軽い口調だが、その洞どう察さつ力りよくは意外にも鋭い。

　ただ、彼女の性格が直情的な方だというのは、印象通りで。

「とりま、細かいコトは、後でいっか──アンタらぶっ潰つぶした後で、さあっ！」

　キトゥンが叫さけぶのと同時に、彼女の体から、度を越こして強きよう烈れつな魔力が溢あふれだした。

　すると、ヘソを出し、丈たけの際きわどいミニスカートを穿はいている、キトゥンの軽装に異変が起こる。服の裾すそという裾に、発光と共にフリルが形成され、あしらわれていた。

　単純に見た目が変わった、というだけではない。膨ぼう大だいな魔力が凝ぎよう縮しゆくされて、衣い装しようを通してキトゥンの肉体を強化している。

　弓を引き絞しぼるように、空気が張り詰つめ、《魔法王女》は、獰どう猛もうな笑みを浮うかべ。




「《爪つま鳴なりの魔法王女》キトゥン──ブチアゲてくし」




　刹せつ那な、その場に声だけ残すように、キトゥンの姿が消え去る。

　ノノ達の中でも、特に呆あつ気けにとられていたルーアの方向へ、エリィが走り。

「！　ルーア……危ないッ！」

「えっ、えっ？　……きゃ、きゃーーーっ!?」

　エリィが槍やりを突つき出すと、ギンッ、と金属同士がぶつかるような音が響く。　チッ、と舌打ちの音だけ残し、再びキトゥンは消え去った。

　悲鳴を上げながら目を白黒させていたルーアが、慌ててエリィに頭を下げている。

「な、なな、何が何だか分かりませんけど……助けてくれたんですよね？　え、エリィさん～、ありがとうございま──」

「ッ、ごめん、暇ひまない──はっ！」

「きゃーっ!?　え、エリィさん、消えた……？」

　言葉少なく地を蹴けったエリィに、ルーアは困こん惑わくするしかない。

　ノノは、思う。エリィと、そして自分以外には、恐おそらくどんな攻こう撃げきだったのかさえ分からないだろう、と。ノノ自身、ほとんど目で追うだけで、精せい一いつ杯ぱいだった。

　続けて、ノノが目で追った先に、エリィが駆けつけながら声を発する。

「ガラテア、フィー！　伏ふせて！」

「！　フィーちゃん！」「へ……きゃ、きゃあっ!?」

　即そく座ざに意図を察したらしいガラテアが、フィーに抱だき着いた勢いで伏せさせる。

　エリィが横よこ薙なぎに《勇ゆう槍そうトリアーナ》を振ると、再び衝しよう突とつ音が響き渡わたった。

　けれどそれは、金属同士ではなかったと、その場の全員がようやく理解する。

　キトゥンの攻撃の正体は、彼女の指先から伸のびる〝爪ネイル〟──極ごく彩さい色しきに飾かざり立てられた五枚の爪が、それぞれレイピアのように伸び、金属音を鳴らしていたのだ。




　これが、〝爪鳴〟──《爪鳴の魔法王女》キトゥン──！




　しなやかな猫ねこのように体を反らせたキトゥンが、余よ裕ゆうの笑みを浮かべている時、ルーアが珍めずらしく威い勢せいの良い怒ど声せいを叩たたきつけた。

「ずっ……ずるいですよ！　エリィさんやノノさんが強いからって避さけて、トロいあたしや、魔ま術じゆつ師しのガラテアさんやフィーさんを狙ねらうなんてっ！」

「はぁ～？　ナニ言っちゃってんの、なら多勢に無勢は卑ひ怯きようじゃないワケ？　あーし一人相手にさぁ。大体、弱点っぽいトコから狙うのなんて、戦術の基本だし。そもそも他国の王宮に侵しん入にゆうして、そんなコト言うのお門かど違ちがいじゃん？」

「まあそれは……そうなんですけど……」

　割と正論なキトゥンに、あっさり言い負かされてしまうルーア。実際のところ、強きよう靭じんなバリアを張る前に攻撃してしまうのが、対ルーアにおいて最も理に適かなった戦法だし。

　だが、ノノは言わせっぱなしでいるつもりはなく、キトゥンに指し摘てきの言葉を放つ。

「一人相手……なんて、よく言う。その異常な、魔力。アナタだけのじゃ、ないでしょ。借り物の力で……嘯うそぶくな」

「……へえ？　へえ～……なーんで、知ってんのかなぁ～……コレ、国内の人間でも、ほとんど知らないハナシなのに……やっぱアンタ達、ただの叛はん逆ぎやく者しやじゃないっぽい？」

　捕ほ食しよく者しやを思わせるキトゥンの眼光に、警けい戒かいの色が滲にじむ。

　一方、唯ゆい一いつキトゥンと戦えていたエリィが、《勇槍》の穂ほ先さきを眼前に持ってきて、何かを決意したようだ、が。

「確かに、強敵……けれどこんな所で、手こずっては、いられないわ。ワタシが《勇槍トリアーナ》の、真の力で──！」

「──ダメ、エリィ。それは、切り札。……と、クロなら、言う」

「！　……ノノ」

　ノノの制止に、エリィは槍を止めるが、「なら、どうする？」と目で語りかけてくる。

　決まっている、とノノは片手で自身のポニーテールをかき上げ、言った。

「こんなトコで、足止め食ってられない──二手に、分かれる！　エリィ、ルーアとガラテア連れて、先に行って。……《魔法王女》は」

　専用の《奴ど隷れい聖具》たる荒あら縄なわを、ノノは両手で構えながら、高らかに気勢を上げる。




「ノノと──ランと、フィーで！　倒たおす！」

「えっ。……え、えええっ!?　ランさんはともかく、フィーもですかぁ!?」

「そ。回復役、必要だし。……ていうか、ノノの気勢、水差さないでくれる？」




　意外な指名にフィーは戸と惑まどっているが、〝紋もん〟を通して、リアラの声も飛んでくる。

『ま、待ってください、ノノさん!?　私達も戦いましたが、魔力を授かっている《魔法王女》の実力は、尋じん常じようではありませんっ……ノノさん達だけでなんて、そんなっ』

「けど、そっちも、勝ったでしょ？　なら、こっちも、勝つ。てゆーか、ナメないで」

『い、いえ、こちらには、伏ふく兵へいの策さくもありましたし……く、クロノスっ！　クロノスからも、何とか言ってあげてくださいっ！』

　リアラが促うながすと、ほとんど間をおかず、ノノにとっていつだって待まち侘わびている声が、届いてきて。

『ノノ』

「！　……クロ」

　もし彼が、無理をするなと言うのなら、ノノはきっと、素直に従うだろう。

　そんな、心を繫つなぐ、絶対の支配者──クロノスが、伝えてきた言葉は。




『──そっちは任せたぞ、ノノ！』

「──うん、任せて、クロっ♡」

『へ!?　く、クロノス、そんな、危険で──』




　しつこく危き惧ぐを口にするリアラの声は聞こえたが、ノノはあっさり通信を切る。

　そのままエリィに、「行って」と目だけで合図すると、彼女は察してガラテアとルーアを促し、駆け出した。言葉に出さずとも伝わる辺り、かなり気は合うようだ。

　エリィ達が中庭から王宮内へ侵入する直前、ルーアが振ふり返り、大声を放ってくる。

「……ノノさん！　どうか、ご無事でっ……絶対、後でまた会いますから、ねっ！」

「わかった、わかった。別に、負けないし。いいから、さっさと行く。はよ」

「冷たい！　うう、いつも通りで安心しますけどねぇ！」

　内気な性格はどこへやら、それほどの大声が出るくらい、成長しているようだ。

　エリィ達が駆け去るも、さして慌あわてる様子もなく、キトゥンは軽快に笑う。

「キャハッ。あーあ、行っちゃった。ここであーしに負けとけば、マシだったのにさ。アンタら、あーしらが〝三姉妹〟って忘れてね？　他にも二人、いんだけど」

「（末っ子、もー倒してるけどね）ふん……笑ってられるの、今の内。ノノの仲間、ナメないで。それとも……ココで負けなきゃ、わかんない？」

「プッ、キャハハ……《勇ゆう者しや姫ひめ》ならともかく、さっきの時点でついてもこれなかったヤツらが、イキんなしっ。特に、格かく闘とう家かラン……魔力は当然、得意のスピードですら、あーしの足元にも及およばないクセに……アンタなんて残って、何になんのさ？」

　挑ちよう発はつというより、ただ単に見み縊くびって、馬ば鹿かにするような言葉。

　けれど、それを受けたランは、静かに、ただ静かに、ずっとその場に佇たたずんでいて。

「……ふ～～～っ……すぅ～～～～っ……」

　大きく息を吐はき、より深く息を吸う。

　顔を微かすかに伏せたランが、緩ゆるやかに構えを取りながら、呟つぶやくのは。

「……全く、だよ。ウチ、ホントならエリィ様と、並んで戦えないといけないのにさ……いつも肝かん心じんな時、役立たずで。情けないったら、ないッスよ。……けど、だけど」

　高く掲かかげた足を、振り下ろして大地を踏ふみしめ、ランは叫んだ。




「いつまでも──役立たずのまんまで、いられるかッ！　戦い方なら、クロノス親分が教えてくれた！　《爪鳴の魔法王女》キトゥン──ウチがアンタを、倒してみせるッ！」




　ランの魔法は、魔力で肉体を強化するという、単純なもの。《魔法大国》の〝魔法技術〟から見れば、児じ戯ぎにも等しく映るかもしれない。

　けれど、その魔力を全て、一点に集中すれば──どうか。

「いくッスよ……く・ら・えぇぇぇっ……えぇぇぇぇいっ！」

「ッ!?　はーんっ……スピード勝負ってワケぇ!?　ナメんなしっ！」

　ほぼ同時に、どどんっ、と地じ響ひびきの音が二つ重なる。広く華か美びな王宮の中庭で、闇やみ夜よを切り裂さく二つの影かげが、中空で幾いく度どとなく交差し、舞まい狂くるい。

　その影の一つ、ランに向けて、ノノは叫んだ。

「ラン！　絶対に、止まらない！　縦じゆう横おう無む尽じん、動き続けて、攪かく乱らんしてっ！」

「！　はいっ、了りよう解かいッス──ノノセンパイッ！」

　素直に指示に従うラン。彼女とは、ノノと体格や戦い方が近い事もあり、気が合った。エリィと同時期に奴隷になったランとは、よく関わったものだ。

　当然、訓練も共にしているが、知らなかったのだろうフィーは、驚おどろいて尋たずねてきた。

「ら、ランさんとノノさん、いつの間にか、仲良くなってたんですねっ……フィー、知りませんでしたっ。ノノさんクールなのに、意外と面めん倒どう見みが──」

「まあ、〝あくまで普ふ通つうの大きさの美乳仲間〟だし、多少はね？　ちなみにノノとラン、裏で、〝卑いやしきデカ乳共をもぎ取る同盟〟だから」

「そんな恐ろしい手の組み方を!?　知らないほうが幸せでしたよー!?」

「フィーは……ま、ギリギリ、命拾い。よかったね。むしろノノ達と、手ー組む？」

「命拾いも仲間へのお誘さそいも、絶ぜつ妙みように嬉うれしくないですねコレ！　聞かなかったことにしますから、フィーを巻き込まないでくださいねっ!?」

　嫌いやがるフィーに、ちっ、と舌打ちしたノノが、改めて交戦中のランとキトゥンを見る。

「ま、今はそれどころじゃ、ないしね。……よし、頃ころ合あい。ノノも──行く！」

　軽快かつ素す早ばやく、猫のようなしなやかさなら、ノノも二人に負けていない。

　けれど、ノノの判断は、間ま違ちがいだったのだろうか。キトゥンは何か企たくらむように、邪よこしまな笑えみを浮うかべている。

「キャハッ……や～っと来るとか、待ちくたびれたんですけどっ。さっさと二人がかりで、かかってくればイイのにさ」

「むっ。ナメすぎッスよ！　ノノセンパイとウチに、勝てるとでも──」

「あ～、そだね。くっ、さすがにコレ……キツイ、かもっ………な～んてねッ！」

　ニヤリ、笑みを深めたキトゥンの、両手の爪つめが全て伸び。

　計十枚の金属にも勝まさる強靭な爪を、弦げん楽がつ器きをひっかくように、弾ひいてみせた──！




「音なんて、防げないっしょ──《爪鳴》──!!」

「──!?　うっ、きゃぅ……!?」




　ガラスをひっかくような不快な音が、大音量で響き渡わたり、至近距きよ離りのランも、まだ少し離はなれていたノノも、思わず両手で耳を押さえてしまう。

　キトゥンは何も、侮あなどって〝二人同時に相手〟をしようとした訳ではない。まとめて行動不能にすべく、チャンスを窺うかがっていたのだ。

　しかし、根性の賜たま物ものとでもいうべきか、ランはそれでも足を振り上げ。

「これっ、くらいでっ……止まるかあっ！　喰くらえぇぇぇっ！」

「おー、怖こわっ……足あし蹴げにされちゃ、たまんないしぃ～……じゃね★」

　けれど、ランの踵かかと落おとしは、あまりにむなしく空を切る。

　まるで明後日あさつての方向へ行くキトゥンを、ランは呆ぼう然ぜんと見送るが、しかし。

「えっ？　なっ、どこへ……まさか!?　フィー……逃にげてぇ！」

　キトゥンの狙ねらいは、そう、初めから、フィーだったのだ。ノノが来るのを待っていたのも、二人同時に行動不能にしようとしたのも。

「え……う、うそ、そんな……やっ──」

　孤こ立りつしてしまった、フィーを狙って──その凶きよう爪そうを、振り下ろすために──！

「い──いやあーーーっ！」

「キャハハハッ！　これでまず、一人目──！」

「フィー……フィーーーっ！」

　悲鳴を上げるフィーと、今まさに爪を振り上げるキトゥンと、追いすがるも明らかに追いつけそうにないラン。

　その三人が、一直線に並んだところで、ノノは一言。




「──と、こうなるって、ノノ、見み透すかしてたワケ」

「キャ───ハッ？　……ふぎゃあっ!?」




　ぐい、とノノが何もないように見えるであろう虚こ空くうを摑つかみ、引っ張ると──キトゥンが呻うめき声を上げながら、動けなくなった。

　……いや、異変が起きたのは、ランとフィーも一いつ緒しよで。

「へ？　あれ、ちょ、なにこれ……ひ……引っ張られるッス～～～!?」

「ふぃ、フィーも!?　って、え、まさか……きゃ～～～んっ!?」

　何と、ランとフィーが引き寄せられた先には、敵である《魔法王女》キトゥンが。

　三人揃そろってがんじがらめになり、「なにこれ!?」「どうなってるの!?」と敵味方なく騒さわいでいる所で、悠ゆう然ぜんと歩み寄ったノノが口を開いた。

「ラン、フィー、説明ナシで、ゴメンネ（軽め）。何が何だか、って感じだろーけど……分かりやすく、するため。……〝透とう明めい化か〟、解くね」

「へ……〝透明化〟!?　って、あ……ああ～～～っ！」

　ランが驚くのも、無理はない。宣言通り、ノノが《奴隷聖薬》によって作用させていた〝透明化〟を解き、現れたのは。




　これぞまさに、ノノの《奴隷聖具》──彼女達を拘こう束そくする、荒縄だった──！




　まさか、と驚きっぱなしの口で、ランは推測を口にした。
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「の、ののの、ノノセンパイっ……ウチに縄なわ、仕し掛かけてたんッスかー!?　あっ!?　それで縦横無尽に飛び回れとか、そんなコト言って!?」

「ウス。ごっつぁんです。正解、正解ー」

「ひどいコトしといて返事が雑！　あ、あんまりだよノノセンパイ～～～!?」

　嘆なげくランに、続いてフィーも、当然の不満を口にしてきた。

「ていうかじゃあ、フィーのことも囮おとりにしてたんですかっ!?　ひ、ひどくないですか、それ！　教えてくださいよお!?」

「もし教えて、動きが不自然になると、困る。キトゥン、意外と、賢さかしい。多少の誤差で、気付かれる可能性、あったし……それに」

「そ……それに？」

「フィーは、なんかイイ囮、なると思って」

「やっぱりひどいーっ!?　クロノス親分さんなら、きっとこんなことしないのにー！」

　ガーン、と聞こえてきそうなほど、ショックを受けるフィー。まあフィーを囮にするのは、クロノスのルーアに対する扱あつかいから、学んだものなのだが。

　しかし事実、彼女達の尊い犠ぎ牲せいのおかげで、《魔法王女》の拘束に成功した……とはいえ、そのキトゥンが、ただ縄で縛しばられただけで、大人しくしているはずもなく。

「っ、これで勝った気……？　確かにこの縄、変な魔ま力りよく、感じるけど……〝あのお方〟から力をもらった、あーしなら！　こんなの楽勝で引きちぎれるっつーの！　この二人、一緒に括くくったの後こう悔かいしろしっ！　うおりゃ──」

『──それをさせないための、私でな』

「へ？　……は、はにゃーっ!?　なん、なっ……なにこれ、白い触しよく手しゆぅ!?」

　虚空から伸のびる、一本の太い鞭むちを思わせる白い触手が、キトゥンの両りよう腕うでを捕とらえた。

　同時に、触手の伸びてくる虚空から、〝透明化〟が解除されて現れる影が一つ。

　凜りんと涼すずしい美び貌ぼうを携たずさえる彼女こそ、《神国の盾たて》──フィオナだ──！

「メイ様もいらっしゃっているのだ、当然、私だっているさ──無論、クロノス殿どのの指示でな。とはいえ、私に直接の命令を下したのは……ノノ殿、お見事」

　ぱちん、とウインクしてくるフィオナに、「いえーい」とピースサインで返すノノ。何となく、こういう所が〝適当〟と言われがちなのだと、思わなくもない。

　とにかく、ノノの荒縄と、フィオナの持つディルドから伸びる触手。二つの《奴隷聖具》によって、ついに《魔法王女》キトゥンを、完全に拘束した。

　けれどキトゥンは、それでも闘とう争そう心しんの萎なえぬ目で、睨にらみ上げてきて。

「……はんっ！　あーしを捕つかまえたから、なんだってーの？　賊ぞくのクセに殺しもしないのは、あーしから情報を引き出すため？　ナメんな、つってるし。たとえ拷ごう問もんされたって、アンタらに話すコトなんて、何も──！」

「は？　そんなコト、するワケない。女の子、雑に扱うとか、クロ、怒おこるだろーし」

「は、はあ？　クロって、誰だれそれ……つか、じゃあどうしようって──」

「………決まってる、でしょ」

　ギン、とノノが眼光を鋭するどく輝かがやかせると、「ひぇっ」とキトゥンが初めて悲鳴を漏もらす。

　一体、何が始まるのかと、怖おじる彼女に──ノノは、ビシッ、と荒縄を構えて告げた。




「クロに代わって──〝調教〟よ★　……みたいな？」

「は。ちょう、きょ……はいぃ!?　調教ってなによーっ!?」




　イメージとは違ちがうが、生き娘むすめのように顔を真っ赤にし、ジタバタと暴れるキトゥン。

　そして、一緒に拘束されている状態のランも、慌あわてて声を上げてきた。

「え、ええっ!?　あの、ノノセンパイも、えっとその……ちょ、〝調教〟って、出来るんッスか……!?」

「ん、何せノノ、クロと一番、長くいるし……少しだけ、教えてもらってる。トーゼン、クロほどスゴくないけど、ね」

　えっへん、と将来性に満ち溢あふれた胸を張るノノに──今度は、フィーが。

「……あ、あのっ！　ノノさんが、その……ちょ、〝調教〟。できるのは、わかったんですけどぉ……でも。でも、ですよ？」

　おずおずと、言いにくそうにしながら、それでも聞いてきたのは。

「……フィーとランさんは、解放してくれても、いいんじゃないかって──」

「さあ、二人も、覚かく悟ご決める！　いくよ！　サッ、いくよーっ！」

「き、聞いてくださいノノさんー!?」

〝こういう時は勢いで押し切れ〟と、師・クロノスの教えを思いだすノノだった。

　更さらに、一緒に白い触手で拘束してくれている、フィオナも名乗りを上げてきて。

「フッ、ノノ殿、水みず臭くさいですよ。僭せん越えつながら、この私もお手伝いしましょう。恥はずかしながら、クロノス殿からは、結構お仕置きを受けている身……どうぞ、お任せを」

「フィオナ……ヘヘッ、かたじけねぇな。と、クロなら、言いそう」

「言いそうですねえ……。まあ、とにかく──始めますかっ！」

　一声、気合を入れたフィオナに同調し、ノノも頷うなずくと。

　ついに──宴うたげが始まった──！




　　　　■■■




　ノノが己おのれの《奴隷聖具》たる荒縄を、ぐい、と引っ張ると。

「あっ……キャッ!?　な、なにすんのっ……レディに対して、失礼だし──つっ!?」

「レディ？　なら……言葉づかい、気をつける。さっきの、暴れっぷりといい……教育不足、深刻。お仕置き、あげなくちゃ、ね？」

「そ、そんなの、いらなぁ……ん、くゅ……」

　縄で強く引っ張られ、体を反らされると、キトゥンは何も言えなくなってしまう。

　けれど、そんなキトゥンの無防備に反った肢し体たいに、白い触手が這はい寄って。

「ふむ、レディとしての扱いか、これは失礼した。ではキトゥン殿、貴女あなたの言うレディとしての扱い、とは……こういう事でしょうか？」

「へ……？　……ひゃっ!?　ち、ちが……さわっちゃ、ダメっ、しょ……おっ♡」

　肢し体たいを触手で撫なでられ、ついに艶つやを帯びた嬌きよう声せいを漏らしてしまった、キトゥン。

「あ……あ、ああっ……アンタらぁぁぁ……こんなコト……こんなコトッ！」

　声を上げさせられ、屈くつ辱じよくと思ったのか、キトゥンが噴ふん火かする勢いで叫さけぶ。




「こんなコト、将来お嫁よめさんになるまで絶対しちゃいけないって、知らないワケぇ!?　女同士だからって、許されないかんねっ！　ばかあっ!!」




「……ん、んん～……フィオナ氏、これは……」

「え、ええ。まあ……喋しやべり方や見た目の割には、その……随ずい分ぶん、純情というか……」

「ウン。……クロが、喜びそう、カナ」

「喜びそうですねえ……」

　キトゥンの見せた意外な一面に、少しばかり面食らうノノとフィオナだった。

　さて、敵であるキトゥンの憤ふん慨がいは、当然だろう──が、味方からも不満が上がっているのは、ランとフィーの声が示していた。

「ちょおーいっ!?　だからウチらまで、何でこんなコトー!?　必要ないじゃないッスか！　あっ、やっ、ちょ、ダメって!?　わ、腋わき、は……ひゃんっ♡」

「ら、ランさん、しっかり！　くっ、フィーだって、敬けい虔けんなシスターの端はしくれっ。こんな縄や触手なんかに、負けたりなんてしませ……あっ、体、這いまわっちゃダメぇっ♡」

「ちょっフィーしっかりしてー!?　なんかもう色々と大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　大丈夫、伝統美ですよ。

　見事な即そく堕おちを露ろ呈ていしてくれたフィーと、励はげましながらもくすぐられて身み悶もだえるラン。

　そして、先ほどまでの威い勢せいは消え失うせ、頰ほおを紅潮させて荒あらい息を吐はく、キトゥン。

「はあ、はあ……な、なに、コレぇ……っ。変……体の内側で、澱よどんでた、何かが……き、消えて、く？　ウソ、ウソ……これ……〝あのお方〟の、魔力じゃ……」

「……キトゥン、それ、イイモノとでも、思ってた？　違うよ。それが、アナタの心を、蝕むしばみ……操ってたの」

「は？　……な、ナニ言って……あーし、あーしは……う、あっ!?」

「ノノは、それ消すために……〝調教〟、してる。さあ……これで、ラスト！」

　ぐいっ、と荒縄を最大限に引っ張ると、これまでで最もキトゥンの体はのけぞり、ランとフィーも引き寄せられて。

　三人同時に、ノノの荒縄と、フィオナの触手に、まさぐられ──。




「「「あ、あ、あ───あああ～～～、あッ♡」」」




　かくん、操り人形の糸が切れたように──いや、事実、キトゥンを操る邪じや悪あくの糸は、切れたはずだ。

　ついに拘束を解放し、丁てい寧ねいにキトゥンを横たえて。

　同じようにフィーを横たえ、最後にランを解放した、が。

「………な、納なつ得とくいかない……ッス。ガクッ」

　解げせぬと一言だけ残し、脱だつ力りよくして倒たおれたのだった。




　　　　■■■




　あまりにも広い王宮を駆かけながら、クロノス達は、ノノからの通信を受けていた。

　大まかに内容を述べれば、『《魔法王女》に完全勝利、〝調教〟で洗脳も解いた』『今回のＭＶＰのノノに、後ほどご褒ほう美び希望。具体的には、股こ間かん洗って待ってて』との事。

　リアラはこの戦果（とノノの要求）に驚おどろいているが、ノノを信じていたクロノスにしてみれば、当然。

　ただ、今は──ノノの〝紋もん〟を通し、送られてくる人物の声が、問題で。

『う、うう、う～っ……アテナサマぁ……あーし、あーし、アテナサマに、なんてヒドイコトをぉ……ごめんなさ、うぐっ……ごめんなさいぃ～……』

　涙なみだ交じりの声を送ってくるのは、先ほど獰どう猛もうな様子でノノ達と交戦していた、《魔法王女》キトゥン。喋り方はともかく、まるで人が変わったかのようだ。

　リアラとアテナは、シィンの時と同様、驚いている。けれどクロノスは、これも洗脳が解けた結果だと思えば当然だ、と頷いていた。

　それはそうと、《通信魔術》による〝紋〟を通し、謝り倒してくるキトゥンに、アテナは返事しようとする……が、ここでクロノス、アテナに耳打ちしてみる。

「あの、キトゥンちゃん……そんなに、謝らないで。わたしは……えっ、クロノス様？　え、あ、ええと……？」

『う、うぅ……あ、アテナサマ？　あの、あーし……』

「『過去は戻もどらない。絶対許さない。この心の傷……恨うらみはらさで、オクベキカー』」

『ごべんなじゃいぃぃぃ……ぶえぇぇん……』

「ああっ、違うの、キトゥンちゃん！　も、もう、クロノス様ったらぁ……！」

　珍めずらしく、ぷんぷん、と怒ったような身み振ぶりをしてくるアテナ（カワイイ）。

　対するクロノスは、軽く笑って頭を撫でてやると、アテナは微かすかに頰を膨ふくらませながらも……結局、微笑ほほえみ返してくれてから、改めてキトゥンに声を返した。

「……キトゥンちゃん。わたし……さっき言ったように、昔のこと、忘れられないと思う。あの頃ころは、本当に……辛つらかったから」

『う、あ、あーし、やっぱり、ぃ……ご、ごめんなさい、うぐっ……！』

「でも、ね。わたし、クロノス様が、救ってくれたおかげで……今は、前を向けてる。だから、キトゥンちゃんが〝悪かった〟って、思ってくれてるなら……過去を振り返って、後こう悔かいするよりも……一いつ緒しよに、前を向いて、ほしいな。……ダメ、かな？」

『っ！　あ、アテナサマぁぁ……はいっ……はいっ、ぶえぇ～ん……』

　母性的で優やさしく、内気ながら心が広い、そんなアテナが出す答えを、クロノスは分かっていた。リアラも同じらしく、うん、うん、と何度も頷いている。

〝俺様のカワイイ奴ど隷れいちゃん〟にして、絶世の美女であるアテナを、誇ほこらしく思いながら──今度はクロノスが、キトゥンへと通信を送った。

「ま、そういうコトだ。アテナは俺が、何があっても守るし、幸せにするから、安心しろ。だからもう、泣き止やめ──せっかくのカワイイ声が、嗄かれてしまうぞ。フハハー」

『……ん、んなっ!?　なーに言ってくれちゃってんの!?　あ、アンタがクロノスねっ。いくらアテナサマの恩人だからってねぇ、アンタ……アンタねえっ！』

「おや、威勢が戻ったな。フハハ、怒ったか？　実は男おとこ嫌ぎらいだったり──」

『カワイイとか言うなんて、そ、そんなのっ……プロポーズ同然じゃんッ!?　わかってんの!?　もおぉ……そ、そんなコト言っちゃった責任……ちゃんと、とってよ、ねっ♡』

（なんか《魔ま法ほう王女》、ヤベーヤツばっかだな）

　まあ洗脳されていた期間も長かっただろうし、ある程度、仕方ないのかもしれない。

　とにかく、そこで通信を終え、クロノス達は再び進む事に専念した。ノノ達からは更に別れたエリィ達も、同じ場所へ向けて、進んできているだろう。

　けれど、そこで不意に声を上げてきたのは──リアラだった。

「クロノス、先ほど、聞きそびれた事を……聞いても、良いですか？　……もう一つ、新たに感じた……疑問も、含ふくめて」

「うん？　あー、っと。何だったかな。確か──俺が俺様の〝カワイイ奴隷ちゃん〟を、どれほど愛しているのか、だったか？　フハハ、仕方ない──」

「アテナ〝さま〟。……これは、どういう事……なのです？」

　クロノスが茶化そうと──いや、照れ隠かくしをやめれば、和なごませようとしたのだが。

　けれど、既すでに何かを察しているのだろうリアラは、真しん剣けんに問い質ただしてきた。

「最初、シィンさんがそう呼んでいたのは、性格だからかと思っていました……メイくらい年若いですし、目上に対する礼れい儀ぎなのかも、と。けれど、それほど年も離はなれていなそうなキトゥンさんも、アテナさんを〝さま〟と呼んでいました。同じような身分の王女様、と聞いていたのに……これは、少し……不自然です」

　少し、というには、あまりにも強い確信を秘ひめた、リアラの目。

　真っ直すぐ、射い貫ぬくような眼まな差ざしと共に、リアラは改めて、問うてきた。

「シィンさんやキトゥンさんが、〝あのお方〟と呼ぶのは……私達の〝敵〟は……アテナさんを国外追放した、黒幕は……一体、何者なのですか？」

「う、む。あー、それはな。──ええと、だ」

　後頭部を片手で搔かきつつ、答える前にクロノスが見たのは、アテナだった。

　すると、アテナは首を横に振り……代わりに、と口を開いてくる。

「クロノス様。気を、遣つかってくれて……ありがとう、ございます。でも……わたし、言います。これは、わたしが言わないと……ダメだと、思います、から」

「そう、か。無理はする必要ないからな、アテナ。辛ければ、いつでも代わるぞ」

「はい……ありがとうございます、クロノス様っ。……ふう、はあっ……」

　駆ける足は止めぬまま、一度、アテナは軽く、深呼吸をした。

　気を落ち着けるためだろう、そうしてようやく、アテナはリアラへと説明する。

「《魔法王女》が〝あのお方〟と呼び……かつて、わたしを国外へ追放した、その人は……この国の、トップ。《女神の聖具》に、選ばれた……《お姫ひめ様さま》、だよ」

「……っ！　そう、ですか……いえ、王女たる身分の人間に敬われるのですから、そうではないか、と思ってはいました。アテナさんも〝神しん託たく〟を受けた《お姫様》と、クロノスから聞いていましたし、それでアテナさんを疎うとましく思い、追放したというのですね。……けれどそんな、《女神》様に背くような……」

「……そして、その人は」

「えっ？　あ、《お姫様》というだけでは、ないのですか？　……アテナ、さん？」

　その一言は、アテナにとって、どれほど重く、苦しいものなのか。

　それでも、アテナは言うだろう。もはや、ただ虐しいたげられるだけの、弱い女ではない、今のアテナならば。

　それが、どんなに残ざん酷こくで──悲しい事で、あったとしても。




「わたしの───母、なの」








《第四章》──くだらないわ！









　アテナは、過去を思い起こしながら、こう考える。

　自分の母には、娘むすめであるアテナの事など、全く見えていなかったのだろう、と。

　そもそも本当に、母娘おやこという間あいだ柄がらだったのだろうか、とさえ疑ってしまう。

《魔法大国エンテ》のトップに君臨する《お姫様》でもある母が、常つね日ひ頃ごろから、いかに多た忙ぼうで、余計な事に心を砕くだいている暇ひまがなかった、といっても。

　少なくとも、アテナが物心ついてから、ずっと、ずっと。

　ろくに会話を交わした事など──一度として、なかったというのだから。




　　　　■■■




　生半可な城よりもよほど大きく、果てがないのではとさえ思える、王宮の長い通路を、クロノス達は黙だまって駆け抜けていた。

　けれどそれにも、ようやく終わりが見えてくる。

　一いつ瞬しゆん、外に出たのかとさえ錯さつ覚かくするような、ぽっかりと開いた大広間。

　その奥には、大げさなほど横に広すぎる、長い階段が。

　そして、その階段の前に──最後の《魔法王女》が、絢けん爛らんな椅い子すに腰こしかけていた。

　華か美びなドレスを身に纏まとった、クロノス達より少し年上であろう彼女は、肘ひじ掛かけにもたれ、頰ほお杖づえを突つき、妖よう艶えんな笑えみを浮うかべ──。

「ウフッ……よ～くここまで来られたわねぇ、下げ賤せんな侵しん入にゆう者しや風ふ情ぜいが。あたくしが誰だれか、知っての狼ろう藉ぜきかしら？　ウフフ……知らないなら、教えてあげ──」

「──そこを、どいてください」

　ぴしゃり、はねつけるように言い放ったのは、リアラ。

　アテナから、今回の件の〝黒幕〟──〝あの方〟の正体を聞いてから、リアラはずっと、こうだったのだ。

　清せい廉れんで礼れい儀ぎ正ただしい彼女が、触ふれれば火が移りそうなほどの怒いかりを湛たたえ、道を遮さえぎる《魔法王女》へと、続けて言い放つ。

「私は、聞かなければならない事があります。あなた達の言う、〝あのお方〟に……言わなければならない事が、あります。……だから、どいてください」

「……ウフッ、いきなり現れて、な～にを言っているのかしら……意味不明ね──」

「聞こえませんか。私は、言っているのですよ。──さっさとどけ、と」

　聞く耳など、今のリアラは持つ事もなく──拳こぶしを握にぎり締しめ、激情をぶちまける──！




「実の母でありながら、たった一人の娘であるアテナさんを、ぞんざいに扱あつかった──この国の《お姫様》に、用があるんですよっ!!」




　この広すぎる大広間でさえ、隅すみ々ずみにまで響ひびき渡わたりそうなほどの、怒ど声せい。

　そして、それを受けた《魔法王女》の様子が、変へん貌ぼうし。

「……アテ、ナ……？　い、今、あなた……アテナと、言ったの？　あ、ああ……う、噓うそ、後ろの、あなた……あ、アテナ……まさか、そんな、生きてっ……」

　ぶるぶると震ふるえ、椅子の上に座ったまま、両手で顔面を覆おおい隠した《魔法王女》が。

「……プッ、ウフッ……ウフフッ……ウフフフッ！　う、ウソでしょう!?　あなたっ……帰ってきちゃったワケぇ!?　ば、バッカじゃないのっ……ウフフッ！」

「………ひっ!?」

　堪こらえきれなくなったように、笑い声を上げ始める《魔法王女》に、アテナが短い悲鳴を漏もらしてクロノスにしがみついてくる。

　一方、真っ向から対たい峙じしていたリアラは、更さらなる怒りを露あらわにしていた。

「っ!?　何ですか……一体何が、おかしいというのですか……！　いくらこの国の《お姫様》に洗脳されているとはいえ、許しませんよ──」

「はあ？　ウフフッ……何を勘かん違ちがいしているのかしら？　はあ～、バカね、あなたも」

「……は？　勘違い、って……あ、あなたは気付いていないでしょうけれど──！」

「気付いているわよ。知っているわよ。あたくしを、誰だと思っているの？」

「……………は、い？」

　言っている意味が分からない、と呆ぼう然ぜんとするリアラに、《魔法王女》は愉ゆ快かいそうな笑みを浮かべながら、臆おく面めんもなく続きを口にしてきた。

「あたくしは、イスフェン──イスフェン＝ル・ファウル＝ライアー＝エンテ。《魔法王女》〝三姉妹〟が長女、つまり《お姫様》を除けば、この国最強の魔術師よ。それが、ウフッ……洗脳だなんて！　気付かないはずないし、かかるはずないでしょっ！」

「……何を、言っているのです……それでは、まるで……あなたは……」

「ウフッ、あなた、どんな幸せな場所で生まれ育ったお嬢じよう様さま？　誰も彼もが、本当はイイ人だとでも、思ってる？　人間の本ほん性しようは善、なんて言っちゃうタイプかしら？」

　人の心の痛い部分を知り尽つくしているかのように、そこを的確に抉えぐるように、最後の《魔法王女》イスフェンは、悪意を隠さず言い放つ。




「洗脳なんて、されてないわよ──あたくしは、自分の意思で、そうしたくて！　アテナ、あなたを見下し、虐げていたのよ！　ウフフッ、ウフフフッ！」

「───ッ！」




　イスフェンの言葉に、アテナは一ひと際きわ強く身み震ぶるいし、縮こまるようにして俯うつむいてしまう。

　対峙するリアラは、きっと今まで感じた事などないであろう、度を越こした怒りを持て余し、肩かたと言葉を震わせて呟つぶやいていた。

「あ、あなた……ふざけないで、ください……あなたの仕打ちが、アテナさんの心を、どれだけ傷つけていたのか、わかっ……わかって、いるの、ですかっ……!?」

「もちろんよお、そうしたくて、したんだもの、ウフッ！　……世間知らずなお嬢ちゃんは、知らないだけなのよねえ。あなたはね、〝たまたま〟清廉潔白でいられているだけよ。生まれも育ちも違ちがえば、好みだって変わるでしょ？　お嬢ちゃんも、もし環かん境きようが違えば──あくどく、卑ひ怯きようで、傲ごう慢まんな、そういう人間になっていたのよ、ウフフッ！」

「っ……ふざけないで、私はっ──！」

　怒りに震えた声のまま、反論しようとするリアラ──。

　──に代わって、クロノスは冷静に口を開いた。

「寝ね惚ぼけたコト言ってんじゃねぇよ、イスフェン」

「は？　……なに、あなた……このあたくしに、何て口の利きき方──」

　不快そうに顔を歪ゆがめるイスフェンを、けれどクロノスは無視し、淡たん々たんと告げる。

「たとえどんな生まれだろうと、どんな環境で育っていようと、リアラは今と、大して変わりないだろうぜ──真っ直ぐで、誰よりも心こころ優やさしい、絶世の美女のまま、な」

「！　……く、クロノスっ……」

　顔を真っ赤にしながらだが、リアラは感かん極きわまった声で、名を呼んでくる。

　それは世辞でも、建前でもない。クロノスは、イスフェンを指差し、言い放つ。

「一いつ緒しよにするなよ、イスフェン。己おのれの性根が歪み腐くさったのを、生まれ育った環境のせいにするだけのヤツとな。まるでアテナを、自分の下に見ているようだが──実際は、嫉しつ妬としているのだろ。〝あのお方〟の娘で、《女神》からは《お姫様》に選ばれたアテナに」

「……はあっ!?　ふざっ、けんじゃ……何であたくしが、魔ま力りよくなし何かにッ！」

「フハハッ！　魔力なし魔力なし、それ以外にレパートリーはないのか!?　貧困だなオイ、この国最強の《魔法王女》とやらの名が、咽むせび泣いてガキみてぇに喚わめき散らすぜ！」

「……こ、こんのっ……くっ、クソ男ぉぉぉ……！」

　ギリッ、と歯を嚙かみ鳴らしたイスフェン。だが、額に小さく青筋を浮かび上がらせながら、今度はアテナを指さしてきた。

「ッ、ウフッ……お口はなかなか、達者なようだけど……肝かん心じんのアテナは、どうなのかしら？　今も昔も、みっともなく、ぶるぶると震えるだけで……体だけは立派に育つクセに、いつまでも弱い心のままの、弱者はねえ……！」

「っ。ぁ……きゃ、あっ！」

　突とつ如じよ、イスフェンの言葉が合図になったかのように、何もない空間から突然に現れた黒色の鎖くさりが、アテナを縛しばり上げる。

　いや、事実それは、イスフェンの仕し業わざなのだと、彼女自身が明かしてきた。

「ウフッ、発動したわね──ここはあたくしの〝領域テリトリー〟。己の心を蝕むしばむ闇やみが大きければ大きいほど、体を強く縛る鎖として実体化するわ！　ウフ、ウフフッ！」

「なっ……アテナさん、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　アテナを縛り付ける実体化した鎖は、強く締め付けるのみでなく、金属質な見た目通りの重さも有しているようだ。駆かけ寄ってきたリアラも、クロノスも、アテナを支えながら、異質な鎖の重さを確かに感じている。

　これは、心を蝕む闇の大きさにより、実体化する鎖──だからこそ、イスフェンは追つい撃げきするように、言葉のナイフを投げかけてくる。

「あ～あ、愚おろかね、アテナ。なぜ望まれもしないのに、帰ってきちゃったの？　また昔のように、虐しいたげられるだけの生活に、戻もどりたいの？　ウフフッ！　なあに？　被ひ虐ぎやく趣しゆ味みなのかしら？　それなら、望みどおりにしてあげようかしらっ!?」

「や、やめなさい、それ以上、アテナさんに……酷ひどい事を、言うのは……！」

「ああでも、無理ねえ、帰ってくるなんて。だってアナタ……居場所なんて、ないわよ。忘れたの？　アナタを追い出したのが、誰なのか……アナタ、〝あのお方〟に、ウフッ……実の母に、追い出されて……奴ど隷れいに堕おとされたのよっ!?　ウフフフッ！」

「──やめろと言っているのが、わからないのですか！　イスフェンッ！」

　何度、リアラが怒声を響かせても、イスフェンの悪言は、止とどまることなく。

　更にリアラは、クロノスを見てきて、強い焦しよう燥そうを露わにしていた。

「!?　そ、そんなっ……クロノスにまで、鎖が……っ、で、でも、これって……！」

　ここがイスフェンの〝領域〟なら、アテナだけでなく、クロノスにも魔術の影えい響きようが及およぶのは、おかしくはない──が、その異容に、リアラの表情は青ざめてしまっている。

　クロノスの身に纏まとわりつくのは、鎖、と呼ぶのも憚はばかられる、極ごく太ぶとの鉄てつ塊かい。何より、痛々しくさえある巨きよ大だいな〝三つの錠じよう前まえ〟は、押し潰つぶされそうな重量感を醸かもしていた。

　クロノスに発現した、この異様な黒い鎖に、イスフェンは愉ゆ悦えつの笑いを発してくる。

「ウフ、フフッ！　何よその大きな鎖、見た事もないわ！　アナタ一体、どんな闇を抱かかえてるの？　罪悪感？　それとも後こう悔かい？　一体どんな人生歩めば、そうなっちゃうわけぇ!?　それじゃ身動きどころか──そのまま潰れちゃうんじゃなぁい!?　ウフフッ！」

「な、あ……う、噓です、そんな！　く、クロノスぅ……！」

　イスフェンの耳みみ障ざわりな言葉で、リアラの目に焦あせりと、ありがたくも涙なみだが浮かぶ。

　それはアテナも同じで、自分も苦境に立っていながら、気き遣づかってくれている──。

「く……クロノス様っ。だ、大丈夫で──」

「アテナ、大丈夫か？　その鎖、重そうだなぁ」

「──ふえっ？」

　──が、クロノスが軽く声をかけると、素すっ頓とん狂きような声で返され、慌あわてさせてしまう。

「え、えっ……い、いえっ。クロノス様こそ、その、鎖……重いんじゃ、って……」

「ああ、これか？　そんなコトはないぞ、別に。改めて見せつけられても、今さらなぁ、って感じだ。俺は、この重さを忘れたコトなどないし、抱えて生きていくと決めている。フッ、だがそれは、そうだな──アテナ、おまえだって、同じだよな」

「わ、わたし、ですか？　わたしも、クロノス様と、同じって……？」

　相変わらずの愛らしさで首を傾かしげてくるアテナに、クロノスは当然の事を口にした。




「今さら、あの程度の罵ば詈りで揺ゆらぐほど──アテナは弱くなんて、ないだろう？」

「！　……クロノス、様……」




　これは、当然の事──少なくとも、クロノスは、心の底から信じている。

　クロノスが、暫しばしアテナと見つめ合っている、と、イスフェンの舌打ちが。

「チッ、何よ、意味不明だし、つまらない男だわ。けど、ウフフ……弱虫アテナが弱くないなんて、見けん当とう違ちがいもいいところだわ？　愚かねぇ、下げ賤せんの者は。ああ、分相応なのかしら。お似合いよ、魔力なしの無能ちゃんと、下品男ならねぇ。ウフフッ！」

「っ、まだ言うのですか、イスフェン……いい加減にしなさい！　アテナさん、あんな言葉、聞く必要なんてありませんからねっ！」

　リアラは反論しながら、アテナとクロノスの前に立ち、代わりにと反論する。

　そしてアテナが、庇かばってくれているリアラへと……呟くように、述べたのは。

「……リアラ、ちゃん……わたし……わたし、どうしよう……」

「アテナさん……大丈夫です！　あんな人、私が今から、そう……けちょんけちょんにやっつけて、後悔させてあげます！　だから──」

「もう、全然……怖こわくなんて、なくなっちゃった……かも」

「そうですよ！　………へっ？」

　アテナの言葉は、リアラにとって、意外だったのだろう。

　当然それは、悪あしざまに罵ののしっていたイスフェンも、同じようで。

「は？　……なぁにぃ、弱虫アテナちゃん？　一丁前に強がっちゃっても、その鎖に巻かれている以上、アナタは何も出来ず、ただ押し潰されていくだけで……」

「──くだらないわ」

「は？　……は、えっ？」

　イスフェンが、呆ほうけたように、ぽかん、と口を開く。

　押し潰されていくだけと、彼女がそう言ったアテナは、黒い鎖に巻かれたまま。

　けれど、そんなもの──まるで、無い物のように、動き出したのだから。

「軽いのね……クロノス様の、言う通り。わたし、気付かなかった……わたしの心を、縛っていたものが……こんなにも、軽くて……くだらないものだった、なんて。ここへ戻ってきて、ようやく……気が付くなんて。わたし……バカ、ね」

「そ、そうよ、バカよ……アンタなんて、魔力なしの無能なんだから！　あたくしの鎖に、あたくしの言葉に縛られて、潰れてれば──！」

「こんな鎖も、くだらない。わたしは、こんなものより、もっと……重くて、大きくて、大切なもの……もう、もらってたのに」

「は、はあっ!?　な、何を言って……！」

　もはやイスフェンの言葉のナイフなど、アテナは、紙のように薄うすっぺらなものに感じている事だろう。

　アテナは怖おじず、鎖を引きずったまま、前進する。

「くだらないわ、イスフェン！　あなたがわたしに与あたえた、百の罵詈雑言なんかより──彼がくれた、たった一言のほうが、よほど大きいのよ！」

　アテナの手の中で輝かがやくのは、それこそ彼女へと、与えたもの。

　鎖などより、よほど軽く見える耳かき──彼女専用の《奴隷聖具》を、大きく、力強く、変化させて。




「──くだらないわ！　あなたの弱っちい言葉なんかより──クロノス様がくれる言葉のほうが、何百倍も、何千倍も──大きくて、強いんだからッ──！」




　己に纏わりつく、鬱うつ陶とうしい鎖を──ただ一いつ閃せんで、断ち切った──！

　同時に、クロノスを覆おおう鎖と錠前まで、紙を破るように弾はじき去ってくれる。この結果を、当然の事だ、とクロノスが歯を見せて笑うと、アテナは微笑ほほえんで返してくれた。

　片やイスフェンは、勝手に弱いと思い込んでいたアテナが、自身の魔法を破った事に驚きよう愕がくしているのか、震ふるえる唇くちびるから言葉を紡つむいだ。

「な、なぜ、魔力なしのアテナが、こんな力を……待って、クロ、ノス……奴隷商、クロノス!?　そう、そうだわ、〝あのお方〟が討とう伐ばつ対象として指定した男!?　そうか、やはりそこのクソ男が、そうなのねっ……っ、ふ……ウフフッ！」

　表情はほとんど笑っていないが、強がりのためか含ふくみ笑いを湛たたえつつ、イスフェンはアテナをしつこく糾きゆう弾だんする。

「哀あわれな事だわ、アテナ！　魔力もないアナタは、汚けがらわしい奴隷商なんかに媚こびを売るしかなかった、って訳ね！　ウフフッ！　元王女とは思えないほど、浅ましい──」

「イスフェン、あなたがわたしにぶつけた言葉は、仕打ちは……その奴隷商さんが与えてくれたものの、足元にも……何一つとして、及んでないの。哀れなのは、あなただわ」

「づっ……！　へ、減らず口を……！」

「？　えっと、それは……どっちが？」

　きょとん、と天然で首を傾げるアテナに、イスフェンは顔中を沸ふつ騰とうさせてしまう。まるで、顔の紅潮がそのまま魔ま力りよくになったかのように、イスフェンは手の平に炎ほのおを形成し。

「このっ──魔力なしがっ！　このあたくしにナメた口利きいた事を悔くやんでっ……百回、絶ぜつ滅めつしろぉっ！」

「あ……口でダメなら、実力行使。うん、知ってるわ……いるよね、よく」

「ほっ、ほざくなぁぁぁ！　黙だまって燃もえ尽つきろおっ！」

　ヤケになった子供のように、全力で投げつけてくる炎を、アテナは《奴隷聖具》たる巨大耳かきを構え、迎げい撃げきしようとした。

　が、その時、空気を切り裂さくように飛び込んできたのは、〝地上最強〟の声と体。




「アテナ──よく言った、わね。……頑がん張ばったの、聞こえてたわ」

「えっ……あっ、エリィちゃん……!?」
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　驚おどろくアテナとイスフェンの間に降り立ち、エリィは《勇ゆう槍そうトリアーナ》を軽く横へ薙なぎ、放たれた炎の塊かたまりを一いつ瞬しゆんでかき消してしまう。

　そうしてエリィは、イスフェンには背を向けて、続けてクロノスに声をかけてきた。

「クー、リアラも、お待たせ。……ワタシ、間に合った？」

「おお、バッチリよ。ナイスタイミングだぞ、エリィ！」

　ぐっ、と親指を立ててみせると、エリィは何となく嬉うれしそうに、目を細めていた。

　だが、この会話を聞いたイスフェンは、得意気に笑い声を上げる。

「う、ウフフッ！　間に合った、だなんて……や～っぱりアテナは、守ってもらわないと、何もできないのね？　口ばかり回るようになったって、あれしきの炎も自分じゃ対応できないなんて、やっぱり無能──」

「──あらあら～、イスフェン、あなたってやっぱり、何も分かってないのね～？　今の〝間に合った〟は、そんな意味じゃないのに～」

「！　あなた、ガラテア……そう、なるほどね」

　茫ぼう洋ようとした笑えみの美女、ガラテアを見て、イスフェンは眉まゆをひそめる。

「まあ《勇ゆう者しや姫ひめ》と入国してきた段階で、分かる事だけど……本当に《魔法大国》を裏切ったのね。ウフフ、多少魔法が使えても、所しよ詮せんは蛮ばん夷いの《勇国》の人間って事かしら」

「あらあら～、心外ね……私は最初から、エリィちゃん達の味方よ～？　《魔法大国》の……あなたのような陰いん険けんさんになんて、一度でも付いた覚えはないわ、うふふ～」

「……ウフ、ウフフッ。どいつもこいつも、良く口が回るッ……で、一体何が、〝間に合った〟っていうのかしらぁ……!?」

「あら、そんなの、決まってるじゃない～？」

　頰ほおに片手を添そえながら、ガラテアが笑うと。

　入れ替かわりで、エリィが自分達の真意を、事も無げに明かした。




「イスフェン──あなたを倒たおす役目に〝間に合った〟と、言っているのよ」




　それは挑ちよう発はつだろうか。いや、エリィの事だから、ただ単に、事実を述べただけ。

　けれどやはり、プライドの高いイスフェンは、怒いかりを煽あおられたようで。

「フッ、ウフフッ……誰だれが、あたくしを倒すって……？　名ばかりの《勇国》の蛮族が、このあたくしを……ウフフフフ」

　ゆらり、イスフェンの姿が、陽かげ炎ろうのように揺らめいた──と錯さつ覚かくするほど、彼女の体から溢あふれ出してくる、異常な量の魔力と共に、声が発せられた。




「《冠かん絶ぜつの魔法王女》イスフェンを──ナメるなああッ！」




　名乗りを上げたイスフェンが発する魔力は、クロノス達が戦ったシィンや、ノノ達が相手したキトゥンとは、比べ物にならないだろう。

　魔力を与える〝あのお方〟の、最も近くで待ち構える最後の砦とりで。しかも洗脳に力を割さいていない分、力のみを純じゆん粋すいに得ているはずだ。

　嵐あらしのような魔力を前に、〝地上最強〟の《勇者姫》は。

「ン。それじゃ、クー、アテナ、リアラ……先へ、進んでね。ここは、任せて」

　やはり大して顔色も変えないが、表情の豊かさなら任せろと（言っている訳ではないが）、リアラが懸け念ねんを口にする。

「え、エリィさん、でも……今のイスフェンの力は、異常ですっ……せめて、せめて今回は、全戦力でぶつかった方が、良いのでは……」

「ダメ。〝あのお方〟……つまりこの国の《お姫様》が、自分の兵が近づくほど強い力を与えられるなら、長引くほど不利になるわ。中ちゆう枢すう都市の外側には、軍もいるはず……最悪、もう向かってきてるかも。短期決戦は、絶対。この夜の間に、勝負を決めなくちゃ」

「で、でも……でもっ！」

「……リアラ、心配してくれて、アリガト。でも……大だい丈じよう夫ぶよ。ねえ、クー？」

　リアラへ頷うなずいた後、視線をスライドさせてきたエリィが──《勇槍トリアーナ》を構えながら、尋たずねかけてくる。




「ワタシの〝切り札〟を、使うのは──今この瞬間で、いいかしら？」




　その問いは、答えまでの確信を秘めていた。言わずとも、分かっているように。

　彼女もまた、心を繫つないだ、クロノスの〝カワイイ奴ど隷れいちゃん〟の一人──フッ、と笑いかけながら、クロノスはエリィへと託たくす。




「おう！　ここは任せたぞ──エリィ！」

「クー……ウン。──任されたっ♡」




　エリィには珍めずらしく、浮うかべてくる笑みが、頼たのもしく光り輝いて見える。

　リアラやアテナと共に進む前に、クロノスはガラテアにも声をかけた。

「ガラテア、気張れよ！　もしもまだ、おまえの心の中で、澱よどむモノがあるのなら──ここで一発、キレイさっぱり、清算してこいッ！」

「！　うふふ、クロノス親分様ったら～……本当に、お見通しなのね～」

「当然よ、俺様の〝カワイイ奴隷ちゃん〟のコトならな！　では、また後でな──よろしく言っておいてくれよ！」

「うふふ～……はぁ～いっ♡」

　ガラテアの茫洋かつ朗ほがらかな笑顔に見送られ、今度こそ、クロノス達は進む。

　が、そうはさせるかと、両りよう腕うでを開いて立ち塞ふさがったのは、イスフェン。

「ウフフ、アテナ、アテナぁぁぁ……逃にげられるとでも、思った？　全力を出したあたくしの行使する魔術は、この大広間全てを覆うのよっ……ウフ、ウフフッ！」

「ッ……イスフェンっ……！」

　イスフェンの言葉は誇こ張ちようではないと、大広間全体へ網あみを広げる膨ぼう大だいな魔力から、アテナも理解しているようだ。

　けれどクロノスは、あくまでも、一直線に。

「無視！」

「！　は……はいっ、クロノス様っ！」

　ごく簡潔に促うながすと、アテナも、リアラも信じて、付いてきてくれる。

　無視された当人、イスフェンはといえば、やはり怒りに囚とらわれる性質で。

「ウフ、フッ、どこまでも、ナメてっ……いいわ、爆ばく炎えんで埋うめ尽くしてあげるッ！　骨も残さず、全部燃え尽きろッ──」

「させないわ。《勇槍トリアーナ》の、真の力……見なさい！」

　クロノス達が駆かけ抜ぬけるのを援えん護ごするように、エリィが《勇槍》を光り輝かがやかせる。

　だが、それを見たイスフェンは、むしろ余よ裕ゆうの表情を浮かべていた。

「ウフフフ……《勇槍トリアーナ》の真の力、ねえ……まさかあたくしが、それを知らなくて、だからこそ優位に立てる……とでも、思ってるのかしら？　バカねえ！　〝あのお方〟は、お見通しよっ！　どこまでも、遠くまでも、貫つらぬき通す高周波ブレード──一点突とつ破ぱの力で、広こう範はん囲いにわたるあたくしの魔力を、遮さえぎれるとでも思ってぇ!?」

「そう。……知っているのね、なるほど……でも、知っているって、〝一点突破〟の力だけ、かしら？」

「………は、あ？」

　イスフェンは素すっ頓とん狂きような声を漏もらすが、一度広がり始めた魔力は、収まる事を知らない。誇張なしに大広間全てを覆おおおうとする魔力が、炎熱を帯び始めた、その時。

　エリィは頭上、左右で、槍やりを幾いく度どとなく旋せん回かいさせ、半回転を繰くり返し。




「《勇槍トリアーナ》の力を、分散させれば──〝高周波結界〟にも、できるわ──」




　舞まい狂くるうように、槍の穂ほ先さきを連続して閃ひらめかせるたび──イスフェンの爆炎を、《勇槍トリアーナ》の形なき高周波の刃やいばが、次々と斬きり裂き始めた──！

〝高周波結界〟とエリィは口にしたが、その内実は、結構な力ちから業わざだ。高周波を発しながら、絶え間なく高速で槍を繰り出し、無理やり広範囲の攻こう防ぼうを実現させているだけ。

　長い歴史でも、恐おそらく《勇者姫》以外には、出来ない芸当だろう。

　そのおかげで、クロノス達は、階段を一気に駆け上がる事ができた。

「──よーし！　ここは任せたぞ、おまえ達！　俺達は、大ボスをぶっ倒してくる──これが終わったら、皆みんなで勝利の乾かん杯ぱいだッ！」

「ウン。勝利を、信じてるね、クー♡」

「私達も、さっさと決着、つけちゃいますからね～♡」

　エリィとガラテアの声に見送られ、笑って頷いたクロノス達は、最後の敵へと続く道を、走り抜けるのだった。




　　　　■■■




　さっさと決着をつける、と述べたガラテアを、睨にらみつけてくるのは、《冠絶の魔ま法ほう王女》イスフェン。

「……ねえ、ガラテア、あなた……今、何て言ったのかしら？　決着つけちゃう、なんて……あなた達の負けで、って事よね？　そうでしょ、ウフフッ」

「……まさか？　私達の勝ちで……って事よ、うふふ～♪」

「ウフッ、ウフフッ！　笑わせてくれるわっ、よく言えたわねっ……あなたがこの《魔法大国》へ留学してた時、このあたくしに一度も勝てず……あまつさえ、つい最近までスパイとして利用されるしかなかった、あなた如ごときがっ！」

　イスフェンの言葉は、真実。魔力の量も、〝魔法技術〟も、今まで一度として勝てなかった。どれほど学んでも、いや、学ぶほどに、差を思い知らされるばかりだった。

　けれど、だからこそ、ガラテアは今、あえて微笑ほほえみ。




「なら今日、初めて勝つわ──驕おごり高ぶり、弱者を見下す、イスフェン。あなたに、完全なる敗北を──教えてあげる」

「ッ、ッ……！　やってみなさぁぁぁいっ!?」




　咆ほう哮こうと共に、大広間に広がる爆炎が、火の海の如く燃え広がる。

　この異様な力を、いまだ顔色も変えず捌さばいているエリィは、さすが。けれど、《女神の聖具》を全開で振るっている以上、やがて限界が来るのは明白。

《魔法大国》での戦い全体にも言える事だが、勝負を長引かせるべきではない。

　だからこそ、攻こう撃げきを凌しのいでくれるエリィの横で、ガラテアは構えて魔力を集中した。

　そんなガラテアを、やはりイスフェンは侮あなどり、嘲あざける。

「プッ……ウフフ、《勇ゆう者しや姫ひめ》ならまだしも……あなた程度の魔術師が、何のつもり？　ただ水を放つだけ、水の弾だん丸がんを飛ばすだけ……〝魔法技術〟の欠片かけらも扱あつかえない、ただ口で言うだけの〝魔術〟じゃ、まさに焼け石に水なのにっ！　ウフフッ！」

「……そうね、その通り……私だけの力じゃ、何もかも……遠く及およばないわ～」

「ウフッ、ウフッ！　分かってるじゃない、そうよ、そうやって弁わきまえていればいいんだわ！　みんな、みんな、弱者は頭こうべを垂れて、あたくしに従っていれば──」

「私だけの力なら──及ばなかったでしょうけど、ねえ？」

「……はっ？　……あなた、ガラテア……それ……な、に？」

　イスフェンは、呆あつ気けにとられていた。《勇ゆう槍そう》を振ふり回すエリィにも、秘密にしていたせいか、一いつ瞬しゆんだけではあるが、驚おどろいた顔をさせてしまった。

　何せ今、ガラテアのかざした、右手の甲こうには。




　クロノスの《烙らく印いん魔術》による──〝紋もん〟が、刻み込まれていたのだから──！




「さあ、知りなさい、イスフェン──虐しいたげられていた弱者が、いつまでも弱者とは、限らないという事を！　あなたの知らない力が──存在するという事を！」




　奇くしくもヒントは、以前自分を破ったメイが与あたえてくれた。

　隠かくし持っていた、クロノスから直じかに譲ゆずり受けたディルドを右手に摑つかみ、叫さけぶ。




「わずかな水すい滴てきでも、集中すれば、岩をも穿うがつわ！　喰くらいなさいッ、イスフェン──

　──《精強なるデイルド意味深の放出・スプラツシユ》──!!」

「え。……え、えええ!?　な、なにこれ、なにか……なにか、イヤァァァ!?」




　怒いかりも忘れたかのように、恐きよう怖ふで身を反らすイスフェン。だが、一点集中の水圧の勢いたるや、分散した魔力で防ぎきれるものではなく。

「っ、ま、まずいっ……こちらも魔力を、集中しなくてはっ……ッ！」

　大広間中に広がっていた爆炎が、魔力が、イスフェンの下へ舞い戻もどり、彼女を守る炎の結界に成り代わる。

　あれほどの莫ばく大だいな魔力だ、分散していた時ならまだしも、集中するとなれば、鉄てつ壁ぺき。

　あとほんの僅わずかで貫けたかもしれなかった、ガラテアの放つ水流は──無念にも、炎の結界を越こえられぬまま、力ちから尽つきてしまう。

　エリィもまた、先ほどまで大広間中に高周波の結界を展開させていた影えい響きようで、さすがに〝一点突破〟の力を立て続けに繰り出すことは敵かなわない。

　この結果に、イスフェンは勝利を確信し、勝ち誇ほこった笑みを浮かべた。

「ウフッ……ウフ、ウフフフッ！　何が、あたくしに勝つよ、あたくしに敗北を教えるよ！　結局、勝ったのはあたくし！　そうよ、強く高貴な者が勝つのが、当然──」

「ふう～……クロノス親分様から、『言っておいてくれ』と言われたものね～……仕方ないわよね～。それじゃ、あとは……よろしくね、ルーアちゃん～♪」

「───は」

　勝ち誇り、完全に油断していたイスフェンは、まるで気付いていない。

　まさか上方から、飛来してくる存在があろうとは。それがガラテアとエリィの仲間であり、無二の能力を持つ者であろうとは。

　ようやく上を向いたイスフェンが捉とらえたのは──ルーアの姿──！

「なっ……ま、まだ湧わいてくるの!?　く、くそッ──」

「無む駄だですっ……アタシ、アテナさんから聞いて、知ってたんですからねっ……あなたがアテナさんを、いじめてたことっ……後こう悔かいしてもらいますからっ！」

　慌あわてていても魔術の達人、イスフェンが残った魔力で頭上に炎の結界を張る。

　だが、そんなもので、止められはしない。ルーアの《奴ど隷れい聖具》、貞てい操そう帯たいの強度は、まさに無二のもの。

　更さらに、それは新型だと、ガラテアも知っている──その貞操帯を手渡す時の、クロノスの言葉がよぎる中、ルーアは〝紋〟の力を解放した。




『見ろ、ルーア。これが《貞操帯ＭＡＲＫ．Ⅱ》を発展改良させた、新たなる貞操帯。

　その名も──《第三世代型・貞操帯》よ──!!』

「せめて呼び名、統一していけませんかねーっ!?　てやああああっ！」

「ひっ……あ、ああっ……うああああっ!?」




　クロノス曰いわく──基本能力たる強きよう靭じんなバリア、《ＭＡＲＫ．Ⅱ》の置きバリア。どちらも有用だが、あくまでも防ぼう御ぎよ的てきな能力だ。

　だが、《第三世代型》は違ちがう。〝守る〟という概がい念ねんの貞操帯、その発想をあえて覆くつがえし、バリアの強靭さを利用した。




〝攻せめ〟の貞操帯──最強のヒップ・アタックこそが、ルーアの得た新たなる力──！

（本人は、最後まで遠えん慮りよしていたが）




　けれど、苦し紛まぎれに張られた炎の結界など、最初から無かったように消し去り。

「バ、バカ、なっ……そんなっ……バカな、ぁ──！」

　その先にいたイスフェンが、ルーアの強きよう烈れつな尻しり……貞操帯によるバリアを、支えられるはずもなく。

「──むぎゃっ」

　あえなく、思いきり下した敷じきになる形で、倒たおれてしまい。

　それを見ていたガラテアと、エリィが、順番に声を漏らす。

「……あーあ、だから言ったのに。私だけの力なら及ばない、あなたの知らない力がある、って。どんなに魔術に通じていても……《お尻の魔術師》なんて、知らないわよねえ」

「ン。……冥めい福ふくを祈いのる」

　ちゃんと息はあるし、《お尻の魔術師》じゃないんですけど──と、不満そうな目で訴うつたえてくるルーアに、ガラテアは微笑んで誤ご魔ま化かすのだった。




　　　　■■■




　エリィ達のおかげで、最後の扉とびらを抜ぬけた、クロノス達。

　先へと進みながらも、ふとリアラが、今日何度目かの不安を呟つぶやく。

「……う、うーん、あの……クロノス。私はもちろん、エリィさんとガラテアさんと……ルーアさんが勝つと、信じていますけれど……ええと、ですね」

　何となく、何を危き惧ぐしているのか察するクロノスだが、黙だまって聞く事にする。

「イスフェンを倒した後、例えばノノさんが駆かけつけて、〝調教〟したとしても……彼女は元から洗脳されていないのですよね？　与えられたという魔力は、消失させられるかもしれませんが……改心は、難しいのではないでしょうか？」

　なるほど、リアラの考えは、尤もつともだ。確かに、それは憂うれうべき事じ項こうだろう。

　だが、クロノスは顎あご先さきに指を当て、ふむ、と一つ間を置いてから言った。

「んー、そうだな、ではここで一つ──《女神にさえ見放された地》の話をしよう」

「へ？　つまり……《奴隷ハーレム王国クロノス》の事ですよね？　それが何か……？」

　首を傾かしげて尋たずねてくるリアラに、クロノスは人差し指を立て、丁てい寧ねいに説明した。

「まあ《女神にさえ見放された地》は、言われるだけあって、罪人や曰くつきの人間が流れてくるような、元は治安最悪の場所だったワケだ。例外として、諸事情あるノノや、俺が自ら連れてきたアテナやルーア、リアラなどもいるが──まあ当然、そんな絶世の美女やカワイ子ちゃんだけでなく、ガチの極ごく悪あく人にんも存在する。相手が男なら、ケツ蹴けり上げて叩たたきだし、度合いによっちゃ二度と悪さできんよう〝処置〟を施ほどこすのだがな」

〝処置〟の内容は、聞くだけでも痛々しいので、リアラに聞かせる事もないとして。

　相手が女という時、クロノスはどうしてきたか、という話なのだが。

「まあ《女神にさえ見放された地》だけあってな──それはもう、とんでもない悪女も、そこそこ来る。旦だん那なを殺あやめて財産を得ようとしたり、他人を陥おとしいれて利を貪むさぼったり。そんな子達でも、俺様の〝調教〟で、更こう生せいさせられるのだが──どうも、俺のやり方は女に対しては甘すぎる、という声もあってだな」

「ああ。……ノノさん、でしょうか。そ、それで、どうなるのです？」

　リアラの大正解なのだが、まあ本人の名めい誉よも考え、あえてノーコメントにしておく。

　とにかく、相手があまりにも、更生が難しい場合──施されるのは。

「〝調教〟は、ノノや《奴隷ハーレム王国》のカワイ子ちゃん達が、代わってくれるコトもある。女性同士、限界や無理なコトが分かる、ってのもあるかもしれんが、まあそれが」

　言いにくそうにしたクロノスだが、まあ仕方ないな、と簡潔に締しめ括くくる。




「逆に、加減知らずになって──限界ギリギリまで、やりすぎちまうんだよ」




　　　　■■■




　貞操帯によるバリアの下敷きとなり、失神していたイスフェンが目を覚ましたのは、数分も経たたない頃ころだった。

「……はっ!?　こ、ここは……あたくし、一体……ひえっ!?」

　イスフェンが驚くのも、無理はないだろう。何しろ今、彼女を見下ろすのは、エリィとルーアの二人──だけではなく。

「ン。最後の《魔ま法ほう王女》も、倒したんだ。上出来、上出来」

「ふむ、ではこれで《魔法王女》〝三姉妹〟は全員攻こう略りやくした、という訳ですね。《魔法王国》の最高戦力級に勝利するとは、国が傾かたむく大事件ですが……」

　合流してきたノノとフィオナも、二人して腕うで組ぐみしながら会話している。

　ガラテアは、ランとフィーに挟はさまれて、何やら羨せん望ぼうの声を受けていた。

「あっ、あーっ！　ガラテアさん、クロノス親分から〝紋〟もらったんッスか!?」

「わあっ……いいなぁ。クロノス親分さん、フィーにもくれないかなぁ……」

「うふふ、いいでしょ～？　もらった時は、ドキドキしちゃったわ～。王子様の、キスみたいで～……うふふ～♡」

　ぽっ、と頰ほおを赤らめるガラテアの仕草は少女のようだが、妙みように艶つやっぽくもある。

　さて、クロノスの〝カワイイ奴隷ちゃん〟達が合流し、会話を交わす中、倒れたままの体勢のイスフェンに、《魔法王女》の次女たるキトゥンが語りかけていた。

「イスフェン姉。……あーしら、負けちゃったね……完全に、さ」

「！　キトゥン……ウフッ、そんな事ないわ……あたくし達が力を合わせれば、まだ挽ばん回かいのチャンスはあるっ……さあキトゥン、一いつ緒しよに──！」

「ダメっしょ。聞いたよ、イスフェン姉……洗脳とか、かかってなかったって。あーしさ……アテナサマにしてきたコト、あーし自身も……たとえ実の姉でも、許せないんだ」

「な、あっ……キトゥン……あなたまで、あんな女の事……っ！」

　瞬しゆん間かん、実の妹を押しのけ、がばっ、とイスフェンは立ち上がりながら。

「──これで勝ったと、思わない事ね！　あたくしは必ず、アナタ達に復ふく讐しゆうしてやるっ……覚えておきなさいっ！　ウフフッ──！」

　そう言って、この大広間から、駆けだしていくイスフェン。

　──を、自在に蠢うごめく荒あら縄なわが、あっさりと捕つかまえて。

「ウフフ───ウフェッ」

「捨て台詞ぜりふ、言っとけば、逃にがさないと……思った？　ありえない、でしょ」

　ノノが己おのれの《奴隷聖具》である荒縄で、拘こう束そくしたイスフェンを引っ張り、仲間達の中心まで連れ戻もどす。締め付ける縄の痛みに、「ひぎぃ！」と声を漏もらしていたが。

「アテナの痛み、苦しみ……そんなモンじゃ、なかった、でしょ。その程度で、ひぎひぎ言うな」

「ひっ……ひいぃぃ、そんなぁ……」

　イスフェンを見下ろすノノの目は、ただひたすらに冷たい。

　続けて、イスフェンに声をかけにいったのは、因いん縁ねんのあるガラテア。

「うふふ～、何にせよ、もう二度と悪事なんて思い浮うかばないほど懲こらしめるために……〝調教〟は必要だものね～。クロノス親分様の、御み心こころどおりっ♡」

「っ、こ、この腹黒女ぁぁぁ……！」

「あなたに言われたくないわね～……だけど私にできる〝調教〟なんて……うふふ、水責めくらいしか、思いつかないわ～？」

　それも充じゆう分ぶんハードなのでは、と思わなくもないが。

　更に、イスフェンに迫せまる〝調教〟の手は、ノノとガラテアだけでは終わらず。

　まるで一本の触しよく手しゆのような〝白き鞭むち〟を操る、フィオナも名乗りを上げた。

「おっと、〝調教〟なら、このフィオナにも手伝わせて頂きたい。少しずつ、コツが摑つかめてきた気がしますので、ふふっ」

「ぐっ、あ、あなたは……し、《神国の盾たて》も、落ちたモノだわぁ……！」

「ええ、〝堕おち〟ましたとも、クロノス殿どのの手でね。良い気分ですよ」

　挑ちよう発はつにも、フッ、とフィオナは余よ裕ゆうを崩くずさぬ笑えみで返す。

　また、彼女達を少し離はなれた場所で見ていた、ルーアとエリィは。

「ひえ～……さすがにあの雰ふん囲い気きには、慣れませんねぇ……あっ、エリィさんも、調教とかはしない派ですか？」

「んー……ワタシはまだ、よく、わからないから。でも……クーのお手伝いができるなら、覚えるわ。よーく見て、勉強する」

「え、エリィさんは真ま面じ目めですね……あんまり、染まり過ぎないでくださいね……？」

　ちょっぴりルーアも、心配になってしまうようだった。

　さて、イスフェンにしてみれば、完全に逃げ場のない状じよう況きよう。けれど彼女は往おう生じよう際ぎわ悪く、縛しばられたままの状態で、助けを乞こい始めた。

「ま、待って！　わかったわ、私の負けよ！　本当に、本当に反省しているから！　アテナ……アテナ様にも、ちゃんと謝ります！　だから、お願い、許して！」

「……ハア。薄うすっぺらな、言葉。紙切れみたい。信用、できるワケ──」

　ノノが、きっぱりと否定しようとした──その時。




「──お待ちくださぁ～～～いっ！」




　大広間に響ひびき渡わたったのは、幼気いたいけながら芯しんの強い、リアラの《妹いもうと姫ひめ》メイの声。

　最後に合流してきた彼女の横には、シィンも控ひかえている。

「……い、イスフェン姉さま……」

「し、シィン……？　そ、そっちの子は？」

　困こん惑わく気味のイスフェンがシィンに尋ねると、それにはメイが直接答えた。

「わたくし、メイ、と申しますわ。イスフェンさん、あなたがアテナさんにしてきた仕打ち……承知しています。けれど、だからこそ、贖しよく罪ざいの道も、必要ですよね」

「！　じゃ、じゃあ、償つぐなわせてくれるのねっ……あ、あなたは……ああっ！」

　周りは敵だらけの中、唯ゆい一いつ優やさしい言葉をかけてくれるメイに、イスフェンは縋すがりつこうとしているらしい。

「天使……天使様ァ！　どうか、どうかこの罪深いあたくしを、お助けください！　腹黒なのも自覚してます！　猛もう省せいしますから、どうか──」

「まあ……お腹なかの中が真っ黒なんて、可哀かわい想そうですっ。よーし、ご安心くださいっ♪」

「あ、あああ、何と慈じ悲ひ深ぶかい……ウフッ！　あ、ありがとうございま──」

「わたくしの《奴ど隷れい聖具》──この巨きよ大だい注射器で、お腹の中をきれいさっぱり、洗い流して差し上げますっ！　メイ、がんばりまーすっ♡」

「天使が堕だ天てん使しだったんですけどお!?」

　だが、イスフェンの一方的な期待は、見事に裏切られてしまう。

　続いて、メイの脅きよう威いを感じた経験を持つガラテアが、なるほど、と頷うなずき微笑ほほえんだ。

「そうね～、メイちゃんの言う通りじゃないかしら～？　イスフェンったら、悪い事ばかり考えるんだもの～……一度お腹の中を、まっさらにしてもらうべきかもね～？」

「んなっ……こ、このっ、黙ってれば、ガラテアァァ……～～～ッ！」

　そこでついに、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたとばかりに、イスフェンが威い勢せいよく叫さけんだ。




「いい加減にしなさいよ、この汚けがらわしい下げ賤せんの輩やから共どもッ!?　奴隷商如ごときの、アテナ如きの仲間が、《魔法王女》であるあたくしに、好き勝手ほざいてんじゃないわッ！　アンタ達なんか、あたくしの足元にも…………はっ!?」




　勢いのまま、決定的な事を言い放ってしまった、イスフェン。

　されど、往生際の悪さは折り紙つき、てへっ、と舌を出しながら。

「……ウ、ウフッ！　な～んて、冗じよう談だん～★　じょう、だ……ん……」

「「「………じゃ、とりあえず」」」

　その冗談は、残念ながら、完全にアウト。

　下賤と呼ばれた者同士、ならば下賤らしく振ふる舞まおうか、とノノ・フィオナ・ガラテアは笑い合い、息ピッタリに。




「「「──全部、やっちゃえ♡」」」

「い、いっ……いぃぃやぁぁぁぁぁ!?」




　クロノスの〝カワイイ奴隷ちゃん〟達の、容よう赦しやのない責め苦を前に──悪女イスフェン、ただ悲痛の叫びを上げるしか、なかろうというものだった。




　　　　■■■




『………イィィヤァァァァァ………』

「!?　い、今何か、後ろの方から妙な悲鳴が!?」

　リアラが思わず振り返ると、クロノスも立ち止まりはしたが、ぽつりと一言。

「気のせいだな」

「……き、気のせい、ですね……？」

「あ、アテナさんまで!?」

　アテナにまで〝気のせい〟扱あつかいされ、リアラは何も言えなくなってしまったようだ。

　それに、今はもう、振り返っている暇ひまはない。

　目の前には、巨きよ人じんでも通るのかというほどの、仰ぎよう々ぎようしい扉とびらが。




　この先に、いる──《魔法大国エンテ》の《お姫様》にして、最大の敵が。




　クロノスが、リアラとアテナの顔を見て、一度頷くと、二人も頷き返してくれた。

　それを合図に、この巨大な扉に手を掛かけ、ついに。




「よし、行くぞ。リアラ、アテナ──最終決戦だ！」




　クロノス達は、最後の扉を、開いた。








《第五章》清せい廉れんと純白の剣けん──《神装奴ど隷れい姫ひめ》リアラ！





け、献けん身しんと漆しつ黒こくのドレス──《魔ま装そう奴隷姫》アテナ……！

「蔓延はびこる悪は、この手で必ず！」「……倒たおしちゃいますっ……！」











　大扉を抜ぬけた先は、広い円柱状の、玉座の間。

　天てん井じようは存在せず、見上げれば、満ちた月と星々の瞬またたきが確認できた。

　最奥には、これまた巨人でも座るのかというほど長い背もたれの意い匠しようを凝らした、豪ごう華か絢けん爛らんな玉座が。

　そこに、ちょこん、と腰こしかけるのは、意外にも質素なドレスを纏まとった女の影かげが一つ。

　そう、彼女こそが、この国の現《お姫様》にして──アテナの母たる者。




　ダルク＝ミリガン＝イクリプス＝エンテなのだ──。




　その姿は、それこそ一児の母とは信じられないような、若々しさ。強い魔力を有する人間は、肉体も老いにくいというが、彼女もその例に漏もれないようだ。

　座っている状態のため正確には分からないが、身長はリアラより少し高いくらいで、アテナよりもずっと低いだろう。

　座ったまま静かに目を閉じていたダルクだが、クロノス達が玉座の間に足を踏ふみ入れて暫しばらく経ち、ようやく目を開いてきた。

「……来てしまったのね、アテナ……」

「！　え、あっ……」

　クロノスが聞いた話では、アテナは母であるダルクと、全くと言って良いほど言葉を交わした事がなかったらしい。にも拘かかわらず名前で呼ばれ、驚おどろきを隠かくせない様子のアテナ。

　対するダルクは、それこそ少女のような若々しい声で、続けて告げてきた。

「こんな所まで、辛つらい思いをしながら、来る事なんて無かったのに……《女神にさえ見放された地》でも、こんな所よりは、あなたにとってマシだったでしょうに……」

「……あ、う……ど、どういう、こと？　……えっ……？」

「アテナ……ああ、アテナ。我が娘むすめよ……」

「っ！　……お、お母さ……！」

　ダルクの声は、慈じ愛あいに満ちているようで、アテナは思わず身を乗り出した。

　──けれど、ダルクが続けて、口にしたのは。




「今すぐ、ここで──死んでくれないかしら？」

「────えっ」




　母たる者が告げたのは、あまりにも、残ざん酷こくな言葉で。

　けれどその口は、止とどまる事もなく、淡たん々たんと。

「そのために、せっかく刺し客かくを送ったというのに……それを退けて、わざわざこんな所まで来てしまうなんて……悲しいわ。その上この手で、娘の命を奪うばうなんて、心苦しいの。だから、ねえ……お願い、我が娘よ。もう一度、言うわ」

「や……い、言わない、で……もう、やめ……っ」

「──死ん」

　青ざめるアテナに、ダルクが言い切る、その直前。

「──ふざけるなッ!!」

　割って入った怒ど声せいは、クロノス──ではない。

　それは、憤ふん怒ぬの表情を浮うかべる、リアラだった。

「実の娘にそんな事、よく言えましたね!?　いいえ、違ちがうわ、ダルク！　貴女あなたなんて、アテナさんの母であろうはずがない！　私は絶対、認めない！　我が娘などと、二度とその汚らわしい口でほざかないでください！　貴女なんて……絶対に！」

「……リアラ、ちゃん……」

　いつもとはまるで違う、荒あれたリアラの口調。けれどそこに、確かな慈いつくしみの心があるのは、アテナにも伝わっているようだった。

　リアラの右手に、恐おそらく無意識のうちに、輝かがやきが収束して実体化している。そんな事には構わず、リアラが更さらに一つ、声こわ高だかに叫んだのは。




「この私が───ブチ堕おとして、差し上げますッ!!」




　空間を超こえて顕けん現げんした《神剣アリエス》を、ダルクへと向ける。

　そんなリアラに並び立ったのは、アテナ。

　もはや下を向く事はなく、強い意志を秘めた眼まな差ざしで、前方だけを見み据すえ。

「……ありがとう、リアラちゃん。もう、大だい丈じよう夫ぶ……覚かく悟ごは、していたもの」

「アテナさん……」

「……ダルク、この国の《お姫様》……わたしも、もうあなたを、母なんて呼ばない。思わない。あなたなんかの言葉で、わたしは、もう……揺ゆれはしない」

　アテナ専用《奴隷聖具》である耳かきを、巨きよ大だい化かさせて、リアラと共に構える。

「行こう、リアラちゃんっ……決着、つけようっ！」

「はい、アテナさん！　一いつ緒しよに、ブチ堕としてやりましょうっ！」

　まだ勢いに乗ったままのリアラの言葉に、アテナも少し、苦笑していたが。

　そうして並び立つ、〝カワイイ奴隷ちゃん〟二人を見つめていた、クロノスは。

　フッ、と笑えみを浮かべながら、素す直なおな想いを、そのまま口にした。




「リアラ、アテナ───愛しているぞ」

「はい、クロノス！　……はえ？　え……ふええええっ!?」

「……く、クロノス様？　あ、あの、えっ……ふあうぅぅ……？」




　せっかくの気勢を殺そいでしまったのは申し訳ないが、それは本心の言葉。

　顔を大いに赤らめて照れる二人を、まあいつも通り〝カワイイ〟と思いつつ、クロノスは言葉を続ける。

「奇くしくもな、リアラ、アテナ、おまえ達の言葉は、俺がずっと考えていたのと、同じだったのさ。まあ意味は違うだろうが、それでも二人の言葉は、的を射ていたぞ」

「え、あ、くろにょ……んんっ！　く、クロノス、それは一体、何の事で……？」

「そして今、確信した。ククッ、いや、安心もしたぞ。そうか、やはり、やはりな」

　問いかけてくるリアラは軽くスルーしつつ、今からクロノスが口にする言葉は、きっと二人にとって、意外なものだろう。




「やはり、アテナは──母から、愛されていたのだなあ」




　クロノスの放った言葉に、リアラも、アテナも、きょとん、と呆あつ気けにとられる。

　一方、クロノスの言動に動じる様子はないが、首を傾かしげたのは、ダルクその人。

「？　奴隷商クロノス……か。一体、何を言っているの？　この我が、娘を愛しているなどという妄もう言げん、今の話を聞いて、どうして思え──」

「馬ば鹿かか。貴様ではない。貴様なんぞのはずあるか。言っただろうが、リアラも、アテナも。貴様など、母ではないと」

「……やはり、何を言っているのか、分からない。我は確かに、その娘の母──」

「烏お滸こがましいな、貴様を母と呼べるはずないだろう、《お姫様》。──いや」

　相手の言葉を遮さえぎり、クロノスが口にしたのは、確信を持った一言。




「この国を創り上げた、《原初のお姫様》──エンテよ」




　言い放った瞬しゆん間かん、ある種の冗じよう談だんのような空気が、その場を包み込み。

　暫くして沈ちん黙もくを破ったのは、リアラの困こん惑わくした声だった。

「く、クロノス……何を言っているのです？　エンテ、って……それは確かに、初代の……《女神の使徒》の名前、ですが……大昔の、人で」

「──《転生魔術》、というものがある。己おのれの魂たましいと記き憶おく、そして魔力を持ち越こしたまま、生まれ変わるコトができる、秘中の秘の禁術よ」

「そ、そんな魔術、聞いた事も……あっ」

　言いかけたリアラだが、自分で気付いたのだろう。クロノスの《烙らく印いん魔術》や、何なら《魔法王女》達の使っていた独自の魔術でさえ、以前まで知る事もなかったのだと。

　そして、まさに禁術の張本人と告げられた《魔法大国エンテ》のトップに君臨する女は、座ったままの姿勢で、口元に指を当てて。

「……《転生魔術》？　さあ、何の事……いや、違うか。ブラフではなく、確信を……持って、いるのだな。ふう、そうか……そう……く、くっく、くくくくっ……」

　最初こそ、冷静だった彼女だが、今や含ふくむような笑いを漏らし。

　ぴたり、笑い声が止まった、次の瞬間。




「奴隷商、貴様──なぜ《転生魔術》を、知っている？　我がエンテと、見み抜ぬいた？」




　仮面のように張り付けていた笑みが剝はがれ、向けられたのは、凍こごえるような冷れい淡たんな声。

　けれどそれは、肯こう定てい。ダルクは──いや、彼女は確かに、《原初のお姫様》にして《女神の使徒》たる、エンテ本人なのだ。

　視線だけで殺すとばかりに睨にらみつけてくるエンテに、クロノスは怖おじもせず答える。

「分かるさ、見ればな。俺様は俺様の〝カワイイ奴隷ちゃん〟のコトは、よ～く理解している。エンテ、陰いん険けんな野望を張はり巡めぐらせる貴様と、心身ともに絶世の美女たるアテナとでは、似ても似つかん。俺様の目と勘かんは、確かなのでな」

「目？　勘？　……いいや、違う。それだけではない。貴様は我を、《転生魔術》を、知っていた。その確信があったからこそ、だろう。だがそれは、貴様も言ったように秘中の秘、我以外には《女神》しか知らぬ禁術のはずだ」

「知っているのだから、仕方ないだろう。逆にエンテ、貴様の知らぬものも、この世には存在するのかもしれんぞ？」

「我の、知らぬもの？　この我に、そんなもの……いや、そう……そうだ、おかしいぞ」

　己のこめかみに片手を当てながら、エンテは自問するように呟つぶやく。

「この《魔法大国》の中ちゆう枢すう都市には、我の魔力を行き渡わたらせている……ゆえに、足を踏み入れた者全て、動向は全て見み透すかせる。なのに、奴隷商共、貴様らの足取りだけは、今こうして我が前に現れるまで、一向に摑つかめなかった……それこそが、我の知らぬものなのか？　我の知らぬ〝魔術〟で、隠していたのか？　貴様は一体──何者なのだ！」

　ここへ来てから初めて、乱れた口調で問い質ただしてくる、エンテ。

　対してクロノスは、相変わらずの堂々たる口調で、答えてやった。

「フハハッ！　そんじょそこらのカス奴隷商と、同じにするな！　何者なのか、だと？　いいだろう、耳をかっぽじって、よ～く聞け！」

　相手が《原初のお姫様》だろうと、神話の怪かい物ぶつだろうと、変わりはしない。

　威い風ふう堂どう々どう、神をも恐れず、天をも貫つらぬく名乗りを上げる──！




「この俺様こそ、世界中のカワイイ女の子達の味方にして、ご主人様たるべき存在！

　──《最強奴隷商》クロノス様よ──！」




　夜空に瞬またたく星々にさえ、届かんばかりの、鮮せん烈れつな口上。

　それを耳にしたエンテは、ぷるぷると、明らかな怒いかりに肩かたを震ふるわせ。

「ふ、ふざけるなよ、貴様、奴隷商っ……いいや、クロノス！　ようく分かった、真ま面じ目めに答える気が無いのなら……全て、全て、無に帰してやるっ！」

　椅い子すから飛び立つように浮かび上がったエンテの身から、今までで最大にして最強の、絶大なる魔ま力りよくが噴ふき荒れる。

《魔法王女》達や、配下の兵士達に分け与あたえていたという魔力さえ、端はしたに過ぎないと思えるほどの、異常な密度と質量。

　大気を震わす魔力の奔ほん流りゆうが、今度はエンテを包むように覆おおい始めると、その様相にリアラが焦しよう燥そうの声を上げた。

「っ！　魔力が形になって、鎧よろいのように……まさかあれが、確かな姿を見た者は存在しないという、無形の宝具……《女神の聖具》、《魔装エンテ》……!?」

　圧あつ迫ぱくしてくるような魔力の威い容ように、リアラの緊きん張ちよう感かんが、高まっているようだった。

　しかし、《魔装エンテ》と同名を冠かんする女は、リアラの言葉を否定してくる。

「《魔装エンテ》だと？　生を幾いく重えにも重ね、積み上げてきた我が力、そのような簡素な名では収まらぬ。もはや《女神》にも比する、我が名は──！」

　収束する魔力の暴風から、ついに解き放たれ、産うぶ声ごえを上げるように。




「《魔装神しん姫きエンテ》──この世界の、絶対の支配者となる者よ──！」




　悪夢ナイトメアの象しよう徴ちようの如ごとき、漆しつ黒こくの禍まが々まがしさに満ちた風ふう貌ぼうのドレス。

《魔装神姫エンテ》、そう名乗った絶対強者に対し、クロノスは気き後おくれせず言い放つ。

「この世界の支配者、それこそが、禁術である《転生魔術》を使ってまで、貴様が為なしたかったコトか、エンテ」

「……だったら、何だ？　傲ごう岸がんな貴様の事、笑いでもするか──」

「いや、くだらねえな、と思っただけよ。そんなご大層な真ま似ねをして、結局やるコトは、自分だけのための野望とか。笑いを通り越して、呆あきれるほどの暇ひま人じんだな」

「……クッ、ククッ……不ふ遜そんだな、貴様は……その軽い口、後こう悔かいするがいいッ──!!」

　怒りと共に向けられたのは、圧縮した空気を爆ばく裂れつさせたかのように放たれる、巨大な暴風の塊かたまり。

　無形の攻こう撃げきを前に、さしものクロノスとて抵てい抗こうの術すべはなく。

「ぬっ、お───ぐあッ！」

「きゃっ!?　く──クロノス様ぁっ!?」

　鍛きたえ抜ぬいた男の体を、いとも容た易やすく吹ふき飛ばし、後方の壁かべへ衝しよう突とつさせられる。アテナは手を伸のばしてきていたが、まるで届かないほど、エンテの攻撃は、〝疾はやい〟。

　それを見たリアラは、ぎりっ、と歯は嚙がみし、《神しん剣けんアリエス》を構えながら叫さけんだ。

「アテナさん！　クロノスを、お願いしますっ！」

「ぁ……う、うんっ！　……えっ、リアラちゃんは!?」

「私は……エンテを、何とかします！　大丈夫です、私には《神剣アリエス》がありますから──さあ、急いでください！」

「リアラちゃん……わ、わかった、すぐ……戻もどってくるから、待っててねっ……！」

　アテナが駆かけ出し、ただ一人、エンテと対たい峙じするリアラ。

　そんなリアラを、エンテは不快そうに睨み、口を開く。

「リアラ＝アインスバッハ＝フェルノート＝アリエス……《お姫様》か。似ているな……身を挺ていしてまで、仲間を庇かばおうとする、その姿。あの女と……アリエスと」

「！　そうですか……エンテ、貴女あなたはアリエス様の事を、知っているのですね」

「当然だ。ずっとずっと、目め障ざわりだった……慈いつくしみだ、愛だ、誰だれかのためだと……耳障りな綺き麗れい事ごとばかり抜かす、あの女が。我は、心の底から……煩わずらわしかった」

　ごう、と魔力の嵐あらしが波を打ち、リアラに向けて吹き付けられて。

「そして今また、我の前に《お姫様》など送り込み、邪じや魔まをしようというのなら──その《神剣アリエス》ごと、叩たたき折ってくれる！　──消え失うせろォォォ！」

「っ、誰が──消えますかっ！　貴女こそ、過ぎた野心など捨て去り、現世にしがみ付かず、消えておしまいなさいっ！　はあああっ！」

　エンテの両横から別々に、炎ほのおと氷の濁だく流りゆうが、同時に発せられる。

　襲おそい来る炎と氷を、リアラは《神剣アリエス》によって、空間ごと削けずり取りながら凌しのぎ切る。その破は壊かい力を前に、エンテは憎にく々にくしそうに大声で叫んだ。




「フン、やるではないか、《女神》の遺物──〝女神の想像上のチ○コ〟の割には！」

「し、知っているのですか!?　いえ知っていたとしても、口にすんなですよこのーっ!?」




　直接仕えていた《女神の使徒》であり、《転生魔術》によって長き時を渡ってきたエンテだ。《女神の聖具》の真実を知っていたとしても、おかしくはない。

　だが、扱あつかっている武器や力が何であれ、互たがいの能力は人じん智ちを超こえて絶大。

　片や尽つきる事なき無限とさえ思えるような魔力で、片や空間をも削り取る究極の神剣で、別次元の撃うち合いを繰くり広げている。

　その人外の争いからは少し外れて、壁に背を預けて寄りかかるクロノスに、アテナが駆かけ寄ってきた。

「く、クロノス様っ……大だい丈じよう夫ぶですか、ああ、しっかりっ……！」

　助け起こし、心配のあまり抱だきしめてくるアテナ。

　クロノスはといえば、もはや身動き一つ取れぬ重じゆう傷しよう──を装よそおい、彼女の大きなお胸に顔を埋うずめ、すりすりと頰ほおずりした。

「ぐ、ぐわああ。おのれエンテ、恐おそるべき、恐るべき力よ。見ろ、この通りあまりの衝しよう撃げきの余よ韻いんに、顔が震え、止まらなくなっている。不ふ可か抗こう力りよくだ、不可抗力～～～」

「！　く、クロノス様、そんなにっ……ひゃんっ！　っ……わ、わかりましたっ、震えが止まるよう……思いっきり、抱きしめますからぁ……ぎゅ、ぎゅ～～～……♡」

「天国はここにあった。うーむ、役得、役得」

　窒ちつ息そくさせてくる勢いで、立派過ぎる胸の中に、抱きしめてくれるアテナ。

　とはいえ、このままでは色々な意味で昇しよう天てんしかねないし、戦いの真っ最中だ。非常に名残なごり惜おしいが、クロノスは顔を上げ、アテナを真っ直すぐに見つめた。

「アテナ。さっき、俺は言ったな。『やはりアテナは、母から愛されていた』と」

「ぎゅ～……♡　……はっ!?　あ、はいっ。でも、あの……わたし、その意味、よくわからなくて……なぜ、そんなことを……？」

　抱きしめる事に夢中だったらしいアテナだが、我に返って尋たずねかけてくると、クロノスはニヤリと笑えみを浮うかべて返事した。

「ここへ来て、実際にエンテの姿を見て、確信したのさ。ヤツではない──エンテではない、別の存在があるコトを。そしてそれは、アテナの中にも、〝いる〟のだと」

「？　??　あ、あの、わたし……わたし……」

　よく分かっていないのだろう、抽ちゆう象しよう的てきすぎた事は、クロノスも自覚している。

　だからこそ、はっきりと、クロノスはアテナに、大切な事を告げた。




「アテナ、おまえは魔力を持っていないワケではない──むしろ逆だ。恐らくきっと、生まれたばかりの幼子には、耐たえ切れぬ魔力を持ち、そして」

「え……え!?　そ、そんなはず、だって、わたしにはっ──」

「アテナの母、ダルクは、アテナを守るため──《封ふう印いん魔術》によって、身を滅ほろぼすほどの魔力を、封印したのだ──」

「────!!」




　それはアテナにとって、天と地が引っくり返るほどの、衝撃だったはずだ。

　ふらり、倒たおれそうになるアテナを、今度は逆に、クロノスが抱きとめてやる。

　そして今、彼女にとって、大切なものを解き放つために、言った。

「今のアテナなら、己おのれの魔力に、耐えられる。今から、《封印魔術》を解いてやる。そうすれば、全てが理解できるはずだ。アテナ、俺を──信じてくれるか？」

「ぁ……っ！　は、いっ……クロノス様のことっ……信じてます、ずっとっ……！」

「──よく言った！　では、動くなよ──ん」

　クロノスのとった行動に、信じると言ったアテナは、それでも驚おどろいて目を見開いた。

　けれどその目はすぐに蕩とろけ、強こわ張ばった全身の力を抜き、すっかり身を預けてくる。

　クロノスは、アテナの唇くちびるに、口付けたのだ──そして。




「ん、んっ♡　クロノス、様……ぁ……───!?」




　アテナの中で、封じていた──いや、守っていたものが。

　アテナの胸の真ん中で、光を放ち──ついに、解き放たれた。




　　　　■■■




　それはアテナ自身、覚えているはずもないほどの、過去の記き憶おく。

　当然だ、まだ生まれたばかりの赤ん坊ぼうの頃ころの記憶が、あるはずもない。

　けれど今、アテナが見ているのは、紛まぎれもなく、自分が赤ん坊だった頃の事。

《封印魔術》から解き放たれた、その影えい響きようなのだろう。

　けれどそこで、母たる者、ダルクにかけられた言葉は、信じられないものだった。




『アテナ、アテナ──可愛かわいい、可愛い、私の娘むすめ』




　今まで、一度だって、見た事はなかった。

　自分を抱だき、優やさしく笑いかけてくれる、母の顔など。

『アテナ、アテナは、可愛いね。アテナは、暖かいね。あなたが私のもとに、生まれてきてくれたのが』

　向けられる笑顔が、他に見た事がないほどに優しく、何よりも。

『私の──一番の、幸せなのよ』

　本当に、幸せそうで──暖かな、ものだった。




　慈しみも、愛も、ダルクの中に、確かにあった──けれどそれは時折、影かげを潜ひそめ、人知れず涙なみだを流す事が、多くなっていた。

『アテナ……私、私ね……自分が、自分でなくなってしまう時があるの……怖こわい、怖いわ……夢を見るの……アテナの事を、忘れてしまう、怖い夢……う、ううっ……』

　暗い部屋で、ただ一人、孤こ独どくに涙を流す、母の姿。

　赤ん坊は、まだ明確に、何かを考え、行動できた訳ではないかもしれない、が。

　確かに、その時──アテナは、母の手を、握にぎったのだ。

　一いつ瞬しゆん、驚いて顔を上げたダルクだが、次の瞬間には。

『アテナ……アテナは、優しいね。ちっちゃなお手々で、お母さんの手を、握ってくれるのね……アテナがいれば、私は……不安なんて、なくなっちゃうねえ』

　微び笑しようと共に、慈しむように、抱きしめてくれたのだ。




　そしてこれが、母との、最後の記憶。

　苦しそうに呻うめき、倒れそうになりながら、アテナへと、声をかけてくる。

『ごめんね……ごめんね、アテナ。不ふ甲が斐いない、お母さんで。私はもう、アテナを……守って、あげられないけれど。もう、傍そばにいて……あげられない、けれど』

　自身が、今にも消え失うせそうになっている、その瀬せ戸と際ぎわにさえ。

『それでも、心は、ずっと一いつ緒しよにいるから……決して、離はなれたり、しないから』

　ダルクは、アテナを想い、全ての慈しみと愛を、託たくすように。




『お母さんは、アテナの事を、ずっと──愛しているからね──』




　微笑みと共に──《封印魔術》を、発動させた──。




　　　　■■■




　母は、アテナの事なんて、愛してはいなかったのだろう、と。

　母は、アテナの事なんて、一度として見てはくれなかったのだろう、と。

　仕方のない事だと、そう思っていた、諦あきらめていた。

　けれど──けれど。




「お母さんは、わたしのことを……愛してくれて、いたん、ですね。

　ずっと、わたしのことを……守ってくれて、いたん、ですね」




　流した涙は、たった、ひとしずくだけ。今はそれだけで、充じゆう分ぶん。

　自分の中に、大切なものを取り戻もどしてくれた、最愛の人──目の前にいるクロノスに、アテナは微笑み、力強く告げる。




「決着、つけてきます、クロノス様──わたし、エンテを、倒します──！」




　瞬間、アテナの中に封じられていた、身を滅ぼしかねない魔ま力りよくが。

　アテナの右目の〝紋もん〟が輝かがやくのと同時に──アテナの体を、優しく包む──！

「!?　何だ、この魔力……ッ!?　あ、あれは……アテナ!?　まさか!?」

　エンテの驚きの声が上がってくるが、クロノスは当然のように口を開いた。

「《女神の聖具》たる《魔装》──果たしてその正体は、いわゆる〝変身グッズ〟。心優しく慈じ愛あいに満ちた《女神》は、しかしてそう振ふる舞まうコトに疲つかれ果て、変身願望を持った。結果、《魔装》を生み出したという話だ。まあ顔が変わるワケでもないので、正体はバレッバレだったらしく、お蔵入りさせたらしいが──しかし」

　毎度、なかなか気の抜ぬける《女神の聖具》の真実だが、その異能だけは確か。




「エンテ！　今、貴様が纏まとっていようと──無形の宝具たる《魔装》は、己が認めた主あるじになら、その力を授けるのだ──！」




　クロノスが叫さけんだのと、ほぼ同じタイミングで、アテナの魔力が具象化し。

　アテナはその身に──《魔装》と呼ばれる、麗うるわしき漆しつ黒こくのドレスを身に纏った──！

　そうして、ぐっ、とアテナが体に力を籠こめると。

「……い、いってきますね、クロノス様……あっ。……きゃ、きゃあっ!?」

　アテナ自身、思いもよらないほどの速度で、飛び出して行った。




　　　　■■■




　飛び出すアテナを見送ったクロノスが、次の瞬間に目視できたのは。

「なにっ!?　う──うあっ!?」

　一筋の漆黒の矢と化したアテナが、リアラと交戦していたエンテを、あっさりと弾はじき飛ばしてしまう姿。

　中空で魔力のブレーキをかけて停止したアテナが、あわあわと慌あわてている、が。

「ま、まだ慣れないね……でも、うん、大だい丈じよう夫ぶ……エンテ、あなたの相手は……この、わたしですっ……！」

「っ、ビギナーが、手に入れたばかりの力で、調子に乗るなっ……！　格の違ちがいを、分からせてやるっ！　はあああっ！」

　雄お叫たけびを上げながら魔術を繰くり出すエンテの砲ほう撃げきを、アテナは縦じゆう横おう無む尽じんに飛び交い、躱かわし続ける。

　その光景を、ぽかん、と見上げていたリアラ、だが。

「あ、アテナさん……すごい。あんなに強い魔力を、持っていたなんて──」

「吞のん気きに見物している場合ではないぞ、リアラ──乳ちち揉もみッ！」

「へ──きゃあああっ!?　何をするのですか、クロノス！　無事でよかったです！　でも引っ叩ぱたきたいのですけれど！」

　なかなか複雑な表情と感情を示してくれるが、本当にそれどころではない。

「リアラよ、《魔装》を身に纏ったアテナの力は、確かに強力だ。だが、それでも、長き時を経て力を蓄たくわえ続けてきたエンテを、単独で倒すには至らないだろう」

「は、はい……ですが私だって、《神しん剣けんアリエス》の力を以もつてしても、攻こう撃げきを凌しのぐので精せい一いつ杯ぱいだったのですけれど……も、もちろん、アテナさんを手伝いますけれどっ」

「フッ、その気持ちがあれば、それで充分だ。リアラよ──俺を、信じるか？」

「！　もちろんですっ！　当たり前じゃないですか、クロノスっ！」

　躊ちゆう躇ちよもせず、即そく答とうで返してくるリアラに、ニカッ、とクロノスは歯を見せた。

「よくぞ言った！　ならば、見よ──《烙らく印いん魔術》の、本領を！」

　がばっ、とクロノスが服の前を開くと、「きゃっ！」とリアラが可愛い悲鳴を上げる。

　悪くない反応だが、目的は露ろ出しゆつしたいだけではない。クロノスは自身の鳩尾みぞおちの〝紋〟を浮うかび上がらせつつ、戸と惑まどうリアラへ説明を口にした。

「《魔剣クロノス》──《聖具》の力を反転させる、というのは前にも教えたな。今、その力で、アテナから借りている無形の宝具たる《魔装》の力を、反転させた」

「え……えっ!?　じゃあまさか、く……クロノスが変身するのですかっ!?」

「何でだよ、イヤだろ、俺がフリフリのドレス着るのとか。そもそもこの力は《お姫ひめ様さま》にしか使えんのじゃい。そうでなく──つまり、だ！」

「私は見てみたいですけれど……って、きゃっ!?　く、クロノス、何を………えっ」

　ぐいっ、とリアラを引き寄せ、抵てい抗こうさせる間もなく、クロノスは。




　リアラの唇くちびるに──口付けた──！




「ん、んー、んーっ!!　ん。…………んん……♡」




　ちゅっ、と音を残し、唇を離すと、リアラは。

　……ぽーっ、と赤らめた頰ほおに両手を添そえ、恍こう惚こつの表情を浮かべていた。忘れない、忘れないよクロノスは、その顔を忘れない、絶対にね。

　だがすぐさま、はっ、と我に返ったリアラは、ぷんすかと怒おこってきて。

「く、く──クロノスぅ!?　なんて事を、し、て……きゃ、きゃーっ!?　えっ、魔力が何か、私に何か……何ですか、これぇーっ!?」

　怒いかりも束つかの間、今度は困こん惑わくに身み動じろぎする、何だか忙いそがしいリアラである。

　だが、それも仕方がない。今、彼女の身を包む魔力は、それぞれが魔力を秘ひめた宝石の装そう飾しよくに飾かざり立てられた、純白のドレスと化したのだから。

　それは、見せかけだけではない。確かに、《魔装》に比する力を持っている。

「！　クロノス、これ……力が、漲みなぎってきて……」

「うむ。リアラよ──俺様の自じ慢まんの《奴ど隷れい姫ひめ》ちゃんよ。もう一人の大切な《奴隷姫》を──助けてやってくれ！」

「───はいっ、クロノス!!」

　気合一声、地を蹴けり速度をつけ、飛ひ翔しようするリアラ。

　アテナに集中していたエンテの背中に、《神剣アリエス》を振るいながら。

「私も相手ですよ、エンテ！　やああああっ！」

「……なにっ!?　う、ひゃっ!?」

「はれっ!?　きゃ、きゃああっ！　っとと!?」

　声をかけてしまったのがいけなかったのか、エンテは寸前で回かい避ひしてしまう。

　中空で制止したリアラは、さすがに恥はずかしいのか、顔を紅潮させてはいたが。

[image: ]

「……い、今のはワザとですっ。だから声をかけたのですっ。むしろ避よけてくれないと、こっちが困っていましたよ、本当ですからっ！」

「？　何を言っているのか分からない……が、一人増えたところで、それが何だ。我の優位は、変わらない……おまえ達ごときに、我を倒たおせるとでも──」

「……ええ、倒せるわ」

　エンテの声を遮さえぎったのは、漆黒のドレスに身を包む、アテナ。

　いつもの内気さは垣かい間ま見みえず、リアラの横に並び、胸を張る。

「わたしも、リアラちゃんも、一人じゃない……だけどエンテ、あなたがどれだけの時を、超こえようと……どれだけの者に力を授け、操ろうと……あなたは、一人。我が欲よくに塗まみれた悪を振るうだけの、あなたになんて……わたし達は、負けない」

「その通り──今ここに、貴女あなたの野望を砕くだく二人の《お姫様》がいる事を知りなさい！」

　叫びながら、《神剣アリエス》を、威い風ふう堂どう々どうと構えるリアラと。

　それに釣つられ、少し慌てながらも、頑がん張ばってポーズをとるアテナが。

　月光に照らされながら、息ピッタリに、名乗りを上げる──！




「清せい廉れんと純白の剣──《神装奴隷姫》リアラ！」

「け、献けん身しんと漆黒のドレス──《魔装奴隷姫》アテナ……！」

「蔓延はびこる悪は、この手で必ず！」

「……倒しちゃいますっ……！」




　どどーんっ、と彼女達の背後で、謎なぞの爆ばく発はつが起きた。ちなみにアテナは、言い終えた直後から、ちょっぴり赤くなった顔を俯うつむけてしまっているが。

　一方、対たい峙じするエンテはといえば、吐はき捨てるように言葉を紡つむぐ。

「……フン、何も知らない小こ娘むすめに、教えてやろう。確固たる善悪など、存在しない。ただ、敗者が悪となるだけで──」

「ええ、そうですね。つまり貴女の事ですよ、エンテ」

「……この、小娘がッ……図に乗るなァァァ！」

　無限とも思える、底知れぬエンテの魔力は、まるで衰おとろえる事はなく。

　けれど、《神装奴隷姫》と化したリアラの《神剣》は、それすらも打ち払はらう。

「はっ──やあああっ！　この程度、クロノスの〝調教〟と比べれば、あれですよ、カスですよ！　お掃そう除じしちゃいますからねっ、てえぇぇぇいッ！」

　クロノスの影えい響きようが、清廉と純白の《奴隷姫》ちゃんの言こと葉ば遣づかいを、ちょっぴり蝕むしばんでしまっている気がする。

　それはそうと、アテナも行動しようとするが、何かしっくりきていないようで。

「り、リアラちゃんだけに、戦わせちゃ……でも、魔ま力りよく……？　魔法、魔術？　つ、使えばいいのかな……ど、どうやって──」

『フハハ、お困りのようだノスね、《魔装奴隷姫》アテナよ』

「え……あっ、クロノス様!?　《通信魔術》でっ……ノス？」

『違う、超ちよう絶ぜつイケメン奴隷商クロノス様ではない、使い魔クロクロだノス。まあ聞け、戦い辛づらそうにしているカワイ子ちゃんに、アドバイスをあげるポヨ。あいや、ノス』

「あの、キャラを……喋しやべりづらいなら、キャラを戻もどせば……いいかなって……？」

　おずおずとだがツッコんでくれる、律りち儀ぎなアテナに、クロノスは助言を告げた。

『今の俺の、自他共に扱あつかい辛いキャラと、同じだ──魔法や魔術など、必要あるまい。アテナよ、おまえには今まで培つちかってきた、おまえだけの戦い方があるはずだ。己おのれの力を信じろ。そうすれば、決して誰だれにも、負けないから。──ノス』

「！　わたしだけの、戦い方……っ！　そう、そうですね……クロノス様っ──！」

　迷いは吹ふっ切れた、その事は、彼女の右目に輝かがやく〝紋もん〟が、明快に示していた。

　直後、アテナが取り出したのは、今まで何度も振るい、多くの障害を排はい除じよしてきた、専用《奴隷聖具》──耳かきだった。

　慣れた手つきで、それを振りかざし、エンテの繰り出す魔術に飛び込んでいくと。




「───えーーーーいっ！」




　巨きよ大だい化かさせた耳かきを、薙刀グレイブのように一いつ閃せんさせると。

　まるで、耳みみ掃そう除じでもするような気軽さで──炎ほのおも氷も、払い飛ばしてしまった──！

「……は……？　な、んだと……我の魔術が……馬ば鹿かな、こんな……」

　この事態に、目に見えて狼ろう狽ばいするエンテ。

　機を逃のがしてたまるか、とリアラとアテナが、同時に飛び込む、が。

「さあ、観念しなさい、エンテっ！　たああああっ！」

「っ！　我を甘く見るなと、言っているッ！　フンッ──！」

　攻撃が届く直前、エンテは上空に舞まい上がり、月を背にリアラとアテナを見下ろす。

　そのまま両手を向けてきて、絶大なる魔力を集中すると。

「これで、終わりにしてやるっ……全て、全て……消し飛べッ──！」

　それはまるで、魔力で作られた、天てん蓋がい。横よこ一いつ杯ぱいに広がった魔力が、鈍にび色いろに揺ゆらめきながら、全てを押し潰つぶすべく下りてくる。

　あまりにも、兇きよう悪あくな魔力だ──が、それを見上げるリアラとアテナに、焦あせりはない。

「《魔法王女》さん達といい、こういう派手なのが、お好みなのでしょうね……でも」

「うん……どんなに大きく、広げたって……ううん、大きく広げるからこそ」

　リアラとアテナ、白と黒の二姫が頷うなずき合い、互たがいの武器を構えながら。




「「一点突とつ破ぱで──撃うち抜ぬきますッ！」」




　白と黒、二つの光となりて、折り重なり、螺ら旋せんを描えがいて上じよう昇しようし。

　鈍色に揺らめく、魔力の天蓋を──ど真ん中から、ブチ抜いた──！

「──そんな、馬鹿な」

　エンテにしてみれば、勝利の確信があったのだろう。その天蓋は、蓄えてきたほとんど全てを注ぎこみ、振ふり下ろした必勝の大おお槌づちだったはずだから。

　けれど今、エンテの眼前に飛び込んだのは、それを打ち破った二人の姫。




《神装奴隷姫》と《魔装奴隷姫》の、どちらも刃やいばなき、されど最強の剣──！




「堕おちなさい！　《魔装神姫エンテ》──！」

「わたし達のっ……勝ちですっ！」




　リアラとアテナの言葉と剣けんが、交差して襲おそい掛かかり。

　ついに、《魔装神姫エンテ》は──木の葉が舞い落ちるように、ゆっくりと墜つい落らくした。

「う、が、あ……うっ」

　途と中ちゆう途と中ちゆう、残った魔力で、そのまま落下するのは避さけたのだろう。それでも、リアラとアテナの一いち撃げきは、無限にも思えた魔力さえ討ち滅ほろぼすのには、充じゆう分ぶんだった。

「ぐ、ぐうっ……くそっ、くそっ！　我は、我は、まだ……！」

　呻うめきながら、それでも戦意を衰えさせない、エンテに。

「──ここまでだ、エンテ。貴様の野望は、ここで終わりだ」

「！　ど……奴隷商、貴様っ……！」

　見上げてくるエンテの目は、それこそ何百年にもわたって魔力と共に培ってきたのであろう、執しゆう念ねんの炎が宿っていた。

　だが、その目は、クロノスの手にしていた、漆しつ黒こくの剣──《魔剣クロノス》を見た途と端たん、驚きよう愕がくに変わる。

「!?　……は……？　何だ、その剣は……待て、貴様……何なのだ、それはっ……！」

　焦しよう燥そうに彩いろどられた表情で、エンテは取り乱したように叫さけぶ。

「その剣──その〝紋〟！　まるで、《女神》に類する力っ……だが、そんなもの、見た事はない！　《女神》を知る我でも──知らないぞ!?」

「言っただろ。貴様の知らぬものも、この世には存在する、と。だがな、今それは、関係ない──俺は今から、貴様が不当に奪うばった大切なものを、取り返さねばならんからな」

「!?　な、なんだ、この我がアテナから、何を奪ったと…………えっ？」

　戸と惑まどったままのエンテ、だがクロノスはそれ以上、何も言わず。

　エンテの、その胸の中央に──《魔剣クロノス》の刃を、突つき刺さした。

　直後、上空から割り込んできたのは、リアラの焦った声で。

「クロノス!?　な、何という事を……その人の体は、アテナさんの──！」

「……ううん、リアラちゃん。……もう、いいの……」

「っ、あ……アテナさん……!?」

　リアラの言葉を止めたのは、少し遅おくれて地に降り立った、アテナ。

　アテナの目には、涙なみだがにじんでいた、が……それでも、気き丈じような言葉は止まらず。

「本当は……わたしがやらないと、ダメなのに……きっと、クロノス様は……わたしのために、代わってくれたの……わかってる。わかってる……もう、もう、ね」

「……アテナさん……」

「お母さんを……休ませて、あげなくちゃ……ね」

　そう言って、俯くアテナの背を、リアラは労いたわるように撫なでていた。

　だが、今まさに胸に刃を突き立てられたエンテは、最後のあがきを口にした。

「ク、ククッ！　馬鹿め……何を言おうと、事実はどうだろうと！　アテナ！　お前の母の体に刃を突き立てたのは、この男だ、クロノスだ！　おまえはこれから先、一生、その真実から逃のがれられない！　愛する男が、己の母を殺したという、その事実からはな！」

「……っ……ばかに、しないで……わたしはそんな風に、思わないっ……」

「無理だな、不可能だ！　これから先、ふとした拍ひよう子しに、弾はずみに！　おまえはこの事を思い出し、胸を裂さくのだ！　はは、ははははは！」

「っ……いい加減にしなさい、エンテ！　貴女という人は……最さい期ごの最期までっ！」

　リアラに制されても、侮ぶ辱じよくするような笑いを、エンテは止やめない。

　そして今、アテナに代わり、彼女の母を楽にするため、胸を突き刺したクロノスは──




「いやなんか皆みんな、失礼な勘かん違ちがいしてね？　俺がカワイイ女の子を、殺すはずないだろ」

「「「───えっ」」」




　思わず漏もれた素すっ頓とん狂きような三つの声に、敵味方の区別はなかった。

　まあ、説明もなかったのは悪かったな、とクロノスは、特にアテナへと言う。

「アテナ、さっきおまえの《封ふう印いん魔術》を解いた時のコト、覚えているか？」

「え、あっ。……あ、は……はい……～～～っ」

　キスを思い出してしまったのか、ぷしゅー、と沸ふつ騰とうしそうなほど、顔を真っ赤にするアテナ。絵にして額に入れて飾かざりたくなるカワイさだが、それはまあ、今は我が慢まんして。

「あの時、俺は《封印魔術》を解いたが──正確な言い方をすれば、〝吸い出した〟というのが正しい。つまり俺の体の中には、吸い出した《封印魔術》があって──いや、これも正確な言い方をすれば、〝さっきまであった〟のだ」

「え。……じゃ、じゃあ、それは今、どこに……あっ!?」

　そこで思い当たったのか、アテナがエンテに目を向ける、と。

「っ、っ……ぐ、うううっ……!?　何だ、これは……体が、内側から、焼けるようにッ……あ、ああっ……熱いッ──!?」

《魔剣クロノス》に貫つらぬかれた胸を押さえ、エンテはその場で転がり回る。

　リアラとアテナは慌あわてふためくが、クロノスは冷静に、エンテに語りかけた。

「そもそもな、理り屈くつに合わんのだ──アテナが《お姫ひめ様さま》に選ばれ、それが邪じや魔まだったのなら、エンテよ、貴様はなぜ、その時点でアテナの命を奪わなかった？　わざわざ奴隷にして、国外へ追放したのは──貴様自身の意志だと、本当に思っているのか？」

「な、何を言って、そんな事は当然で……え？　……え、なぜって……あれ……？」

「理由が分からんのだろう。フッ、フハハッ。洗脳を操り、自分が優位に立っていると思い込んでいる者は、自らの意志を操られていても、気付かんものなのだなあ！」

「ば、馬鹿な……馬鹿な馬鹿な馬鹿な！　誰が、誰が我を、操ったと──！」

「決まっているだろう──ダルクよ！　貴様が乗っ取り、消え去ったと思い込んでいた、アテナの母は──貴様の中に、残っている！　そしてせめて、娘むすめの命だけでも救おうと、その瞬しゆん間かんだけとはいえ、逆に貴様を操ったのだ！」

　そして今、《魔剣クロノス》によって、クロノスが及およぼしたのは。

「《封印魔術》は──ダルクが元々持っていた〝魔法技術〟なのだろうな。エンテに乗っ取られる直前、アテナの魔力を封印し、自身の中でも己の魂たましいを封印したのだろう。面白いものだ。アテナから吸い出した〝封印〟は、同時に封印を解く〝鍵かぎ〟にもなっていた。それが今、エンテの──いや、ダルクの体の中に戻れば、どうなるか」

　後は、もはや自然の理ことわり。

　貫かれた胸の中央で、明めい滅めつする光が、大きくなり、周囲を照らすと。

「ま、待て、我は、我はまだ……う、ああ……あああ──ッ!?」

　エンテの、断だん末まつ魔まの叫びを残し、かくん、操り人形の糸が切れるように、力ちから尽つき。

「……ど、どうなるの、です？　クロノス……」

　リアラが呟つぶやいてきた、その疑問の答えは、すぐに出た。

　胸を貫かれ、けれどその部分の傷は、完全に消え去った、彼女が。

　ゆっくり、ゆっくりと、上半身を起こし。

「アテナ」

「っ……！」

　アテナの名を、呼んだ。

　そして、時間にすれば数秒、けれど何年越ごしにも感じる──時を超こえて。




「本当に、本当に──大きくなったのね、アテナ──」




　その言葉を皮切りに──アテナは、母の胸へと、飛び込んだ。

「う、ああ、あっ……お母さん……おかあ、さんっ……！」

「まあ、まあ……私より、ずっと大きくなったのに……泣き虫さんねえ。そうね、アテナは赤ちゃんの頃ころから、よく泣く子だったわ……ふふっ、イイ子、イイ子」

　そこにいたのは、先ほどまで戦っていた敵同士では、ない。

　ただの──互いに愛し、慈いつくしみ合う、ただの──母と、娘だった。

　人目を憚はばからず泣きじゃくるアテナと、娘の頭を撫でるダルク。

　その光景を見て、両手で顔を覆おおい、俯うつむいて沈ちん黙もくしていたリアラに、クロノスが語りかけてみると。

「リアラ？　おーい、どうした。感動の再会だぞ。おーい──」

「……ぶぇうぅ……うめゃ……◎△にべ※にゃぅぅぅ……」

「ヤベェ。大だい丈じよう夫ぶか。息できてるか、おーい」

　もう言葉にならない涙なみだ声ごえのリアラが、今度は心配になるクロノスだった。

　と、そこでダルクが顔を上げてきて。

「……あなたが、クロノスくんね。今までアテナを、助けてくれて……ありがとう」

　さすが母娘おやこというべきか、アテナ同様の母性的な微び笑しようを向けてくる──が、しかし。

「あなたのおかげで、助かりました。もう私は、この通り、大丈夫だから──」

「──ところがどっこい、まだ終わっていないのだ、これが」

「えっ。……えっ？」

　言葉を遮さえぎられ、戸惑うダルクと、リアラとアテナ。

　だが、放っておいても良い事なんて無いしなあ、とクロノスは続けた。

「ダルクの体は取り戻もどした、それは間ま違ちがいない──が、エンテはまだ、完全には消え去っていない。そりゃそうだ、さっきだって、ただ倒たおしただけなのだからな。魔ま力りよくのほとんどを失っても、また時を経れば、同じ悲劇を繰くり返しかねん」

「……えっ!?　じゃ、じゃあクロノス、どうすれば……え。……待ってください、私、今ものすごく……とんでもない事を、想像してしまったのですが──!?」

　その想像、多分、大正解──クロノスは、とんでもない事を口にする──！




「そう──〝調教〟するんだよォ！　ダルクの中から、エンテを追い出すためになァ！」




　声高らかに叫ぶクロノス、だが、さすがにそこで、娘アテナが声を上げ。

「ま、待ってください、クロノス様っ……お母さんに、そんな、いくら何でも……！」

「そ、そうよ、アテナ！　もっと言って、やめさせて！　私を守って──」

「あ、これ、エンテちょっと入ってますね……ごめんなさい、クロノス様……やっぱり、しっかり……きれいに、吸い出しちゃってください……」

「な、なぜ分かる!?　あっ。……いやあの、じょ、冗じよう談だん～♪　じょう、だん……」

　あまり言いたくはないが──「エンテとイスフェン、実の親子なんじゃね？」と言いたくなるクロノス（実はイスフェンの叫び、《通信魔術》でしっかり聞いていた）。

　さて、見事、語るに落ちたエンテ。娘の承しよう諾だくも、得た事だし。

　もはや〝調教〟の道から──逃れる術すべはない──！




　　　　■■■




　エンテを完全に消し去るため、クロノスが用意した《奴ど隷れい聖具》は、体の各所に装着し、バキューム機能で吸い出す器具。

　本来ならポンプ式なのだが、《烙らく印いん魔術》の魔力によって作動するよう改良を重ねた、クロノス自じ慢まんの逸いつ品ぴんだ。

　それを今まさに、エンテが入っているダルクの──体の敏びん感かんな各所に装着させ。

「まっ──待て待て待て貴様！　さすがに狂きよう気きだろ！　娘の目の前だぞ!?　貴様これ、いくら娘本人が許可してるからって、許されざるぞオイ貴様コレぇ!?」

　エンテの残ざん滓し、なんか思ったより、元気一いつ杯ぱいである。

　と思いきや急に、すん、と表情と、何より声が落ち着いて。

「……私の中にいた、エンテ様……いえ、エンテ。こんななのね……クロノスくん、ごめんなさい。重ね重ね、手間を取らせちゃうけれど……遠えん慮りよせず、やっちゃって？」

　よし、母娘共々から許可が出た──と思えば、また再び。

「いやいやありえないし自分から望むとか！　このド淫いん乱らん！　欲求不満！　考え直せダルク！　ほら我、もう悪い事とかしないし！　共に生きよう!?　ねっ──」

「楽しそうだなエンテ。でもまあ、ダルクちゃん疲つかれるだろーし──往生しろ、ほい」

「あ。……あ、あ……あああっ……ふゃあぁぁぁぁぁっ!?」

《奴隷聖具》を起動させると、肢し体たいの各所に取り付けていた器具が、吸引を始める。

　チュウウウッ、と音が聞こえてくる中、〝エンテ〟の様子も変わってきて。

「ぉ、ぉ、ぉ……うっ!?　ば、馬ば鹿かな、なぜ……こんな、馬鹿げたアイテムで……我が……我が本当に、き、消えて、ゆく……うあ、あ、ぁぁぁ……!?」

　抵てい抗こうの声が、徐じよ々じよに弱まっていく。効果は抜ばつ群ぐん、と言ったところか。

　ただ、不ふ憫びんな事に、〝エンテ〟が消えていくほど、〝ダルク〟は苦しむ事に──！

「あんっ♡　……や、やだ、年とし甲が斐いもなく、変な声を……見苦しくて、ごめんなさいっ……が、我慢するわ、ね……ひゃっ♡」

　欲求不満……んんっ、健けな気げに耐たえ忍しのぶダルクが、気の毒でならない。

　とにかく、容よう赦しやのない吸引を続け、ついに──〝エンテ〟は。

「く、くそ……くそぉ……こ、こんな事で、我が野望が、長き時が……無に、無に帰すなんて……くそ、く、っそぉぉぉ……こんな、こんな……あ、ああ、あ──」

　強く体を仰のけ反らせ、最後に漏もれ出た、断末魔の声が──。




「───あうっ♡」




　ちょっぴり、艶つやを含ふくんでいたのは、気のせいと思ってあげるべきだろうか。

　こうして（色々な意味で）昇しよう天てんしたエンテ、今度こそダルクは解放されたはずだが。

「はあ、はあ……んっ。だ、大丈夫……ふう……私の中から、エンテが消えたわ……分かるの。本当に、ありがとう。……ありがとう。……あの、あの……クロノスくーん？」

　何度も呼びかけてくるも、答えずにいると、おろおろとし始めるダルク、だが。

　クロノスは、用心深い男である。その用心深さを発揮し──あ、ポチっとな。




「え、な、なんでぇ──ふ、あぁぁぁぁんっ♡」




　最後にもう一吸いぶちかまし、〝ダルク〟も倒れさせた。

　完かん璧ぺきに仕事をやり遂とげた、その確信を持ってドヤ顔するクロノスに──背後から、鬼き気き迫せまるリアラが、《神しん剣けんアリエス》を手に語りかけてきて。

「クロノス。あえて、あえて聞きますが……最後の、本当に、必要でした？」

「おうそりゃもう当然よ。だってほら、自分で気付いてないだけで、まだ残ってるかもしれんだろ。念のため吸い出すべきだって。必要にも程ほどがあるほど必要だってばよ」

「なるほど、道理ですね。……でも今は、道理を飛び越こえて……お仕置きすべきだと、思うのですよねぇ～っ……!?」

「ヤメロォ！　うおお、スタコラサッサだぜぇ！　あ～ばよ～！」

「待ちなさぁい!?　クロノス、このっ……えっち奴隷商～っ!?」

　その罵ば声せい、今さら改めて言われなくとも、分かりきった事──そう思いながら、《神剣》で引っ叩ぱたいてこようとする《神装奴隷姫》ちゃんから、クロノスは逃にげ惑まどうのだった。
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　　　　■■■




　クロノス達が、というか特にリアラが、ようやく落ち着きを取り戻してきた頃。

　余分なノックアウトの被ひ害がい者しや、ダルクが目を覚まして。

「う、うぅん……欲求不満じゃないもん……はっ？　こ、ここは？」

「……あっ、お母さん……よかった、目を覚まして……大丈夫？」

　ダルクを膝ひざ枕まくらしていたのは、アテナ。自身の娘むすめの膝枕に、少しだけ恥はずかしそうにしていたダルクだが、すぐに微ほほ笑えみを浮うかべる。

「まあ、アテナ……何だか、不思議ね。私の記き憶おくでは、小さな赤ちゃんだった、あなたに……こうして、膝枕してもらえるなんて……悪くはないけれど♪」

「え……エンテに、操られてた時のこと……覚えてるわけじゃ、ないの？　よ、よく、わたしのこと、わかったね……？」

「そんなの、当然よ。娘の事……わからないはず、ないわ」

「っ。……うん、うんっ……ありがとう、お母さんっ……」

　また泣きそうになるアテナを、上半身を起こしたダルクが、笑って撫なでる。

　そんな心温まる光景に、ふっ、とクロノスが笑っていると、ダルクが語りかけてきた。

「クロノスくん、改めて……ありがとう、ね。アテナを、救ってくれて……そればかりか、私まで助けてくれるなんて。こんなおばさんじゃ、助け甲斐ないでしょうに、ふふっ」

「いいや、そんなコトはないさ。アテナの幸せのため、当然のコトをしたまでだ。そもそも、見た目で言えば若々しすぎるくらいだし、操られていた歳月を差し引けば、心だって若いかもしれんぞ。今まで、よく──頑がん張ばったな、よしよし」

「え……きゃっ!?　あ、あら……まあ」

　つい手が出たクロノス、ダルクの頭を撫でてやると、ぽっ、と頰ほおを赤らめ。

「ま、まあまあっ、ダメよクロノスくんったら、こんなおばさん相手に～……♡」

　赤らんだ頰に軽く手を当て、恥ずかしがる姿は、〝おばさん〟などとは微み塵じんも思えない、やはり少女のような印象だ。魔力ってすごい。

　よし、奴隷にしちゃおうか、と娘の前でえげつない事を考えかけた、クロノスだったが──しかし、まさにそのアテナに、腕うでに抱だき着かれて。

「……む、むう～っ……クロノス様ったらぁ……わ、わたしは？　……です……」

　ぷくーっ、と頰を膨ふくらませるアテナを見て、ダルクは。

「！　……そう、アテナ……そうなのね。貴女には、もう……まあ、まあまあ♪」

　何かを察したのか、にこにこと微笑む、ダルク。

「む？」とクロノスが首を傾かしげていると、「こほん」と咳せきをしたリアラが、落ち着いて声をかけてくる。

「まあ、とにかく……これで、何とかなりましたね。アテナさんは救われて……ダルクさんも、無事で。やり方には、色々と文句もありますけれど……クロノス」

　名を呼び、真剣に見つめてきた、リアラの表情が──ふわり、柔やわらかな微び笑しようになり。




「おつかれさまでした──恰かつ好こよかったです、よ♡」

「！　お、おお──フハハッ、それはまあ、当然よ！」




　相変わらず、油断ならないリアラの奇き襲しゆうに、照れ隠かくしで胸を張るクロノス。

　とにかくこれにて、クロノスの目的は、達成され。

「俺様の〝カワイイ奴隷ちゃん〟の、幸せのためなら──何でもするのだからなあ！」

　長い夜は、ようやく終しゆう焉えんを迎むかえ、空は明るみ始めるのだった。




　　　　■■■




　クロノス達が《奴隷ハーレム王国クロノス》に帰ってきたのは、《魔ま法ほう大国エンテ》を攻こう略りやくしてから、数週間が経たつ頃ころだった。

〝カワイイ奴隷ちゃん〟が勢ぞろいする広い応接間で、のんびりと声を漏らすのは。

「はあ……やっぱり、本ほん拠きよ地ち、おちつく。ゴロゴロ……」

「……そうね、その通りだわ。ここから……離はなれたくない、わね。ふう……」

　ノノと、エリィ──に、ちょっぴり憤ふん慨がい交まじりの声をかけたのは。

「ノノさん、エリィさん。寛くつろぐのは、構いません……構いません、け・れ・ど～……クロノスに、そこまでベッタリと引っ付く必要、ありますかねえっ!?」

　リアラが言う通り、ノノとエリィは、クロノスの両側を占せん拠きよしていた。

　しかも──ノノは猫ねこ耳みみ、エリィは犬耳の、おまけつきで──！

「必要ある。《魔法大国》じゃ、最初の頃、クロと、ずっと離れてた。クロ成分、補給する。にゃん、にゃん」

「ワタシも……クー成分、必要。たくさん、可愛かわいがってもらう。……わん」

「そうは言いますけれど二人とも、戦いが終わって合流してからは、これでもかというほど甘えまくっていたでしょうに！　いい加減、満足しなさーい！」

「無理にゃん」「わんわん……」

「人の言葉で、お喋しやべりなさぁーいっ！」

　大体ずっと、こんな調子である。

　ちなみに、フィーとランも、同様に羽を伸のばしていた。

「ふあぁ～……本当に、帰ってこれて、よかったです～……大変でしたもんね……もう当分、フィー、おやすみしてたいですよー……」

「う、うん。まあ同意ッスけど……なんかフィー、思った以上に、めちゃくちゃ馴な染じんでるよね……意外と適応力、高いの？」

　ちょっぴり微び妙みような顔をするランだが、まあ馴染んでいないより、ずっと良い。

　さて、クロノスがノノとエリィを撫でていると、ガラテアが語りかけてきて。

「クロノス親分様……《勇国トリアーナ》は正式に、《魔法大国》から、支し援えんを得られる事になりました。もう、表向きだけの同盟関係では、ありません。……うふふ～、これも全部、クロノス親分様のおかげですっ♪」

「フハハ、それは何よりだが──それもこれも、エリィと共にガラテア達が、懸けん命めいに頑張ってきたおかげだ。よーしよし、褒ほめてやるぞ、ガラテアー」

「あんっ……あ、ありがたき幸せですぅ～……♡」

　頰から顎あごの下にかけて、丁てい寧ねいに撫でてやると、恍こう惚こつとした表情を浮かべるガラテア。

　クロノスの〝カワイイ奴ど隷れいちゃん〟達が集まり、思い思いに過ごす、この光景。

　そんな中──ぽつり、ルーアが、小さく呟つぶやいた。

「けど……アテナさんのこと、本当に……よかったんでしょうか」

「！　……ルーアさん」

　ルーアの言葉を拾い、耳を傾かたむけたのは、リアラ。

《魔法大国エンテ》──今は〝エンテ〟という名を外し、《魔法大国》として再始動した国は、新たなる歩みを始めている。

　そんな中、〝神しん託たく〟を受けた《お姫ひめ様さま》で、魔ま力りよくを取り戻もどしたアテナは、もはや疎うとまれる存在などではなく、むしろ諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいされるべき存在となっていた。

　現《お姫様》たるダルクの中から〝エンテ〟はいなくなり、もう憂うれう事もない。

　アテナが《魔法大国》を背にする理由など……どこにも、ありはしないのだ。

　そう、だからこそ、本当に良かったのかと、ルーアは思っているのだろう。

　そんな、アテナを──……。

「クロノス様、みんな……クッキー、焼けましたよー……♪　紅茶も、どうぞ……♪」

「──連れて帰っちゃって、ほんとによかったんですかねぇ!?」

「？　る、ルーアちゃん……どうしたの？」

　ルーアの疑問に、きょとん、とアテナは首を傾げる。

　そこでリアラが、ルーアの代わりに、とアテナに尋たずねかけた。

「あ、あのー、アテナさん……本当に《魔法大国》に残らず、ここに帰ってきて、良かったのですか？　国の事はともかく……お母様と、暮らせたかもしれないのに」

「！　リアラちゃん……うん、わたしも、それはちょっとだけ、考えたんだけど……」

　少しだけ俯うつむいたアテナが、けれどすぐに顔を上げ、微笑ほほえんだ。

「お母さんは……わたしが、クロノス様を選ぶって……最初から、わかってたみたい」

「えっ。……ほ、本当ですか？」

「うん。言われたの……『アテナには、もう、母親よりも大切に想おもえる人が、出来たのね。なら……絶対に離しちゃダメよ』『幸せに、なりなさい』……って」

「！　そう……そう、ですか。そう……ふふっ、それなら……良かったです♪」

　リアラとて、アテナと離れたかった訳では、ないのだろうから。

　ただ、やはり気になる事も、残ってはいるようで。

「でも、《魔法王女》〝三姉妹〟の長女……イスフェンさんは、本当に改心したのでしょうか？　何だかノノさん達、とんでもない〝調教〟をなさったようですけれど……私はあれから、一度も会っていませんし……む～、心配です……」

『──そう思い、報告させて頂きますよ、リアラ様』

「へ？　この声は……フィオナ!?」

　クロノスの〝紋もん〟から《通信魔術》によって、フィオナの声が届いてくる。

　フィオナは《神国アリエス》を中心に、外交のため精力的に活動してくれていた。

　クロノスにも頻ひん繁ぱんに報告してくれるし（私用も含ふくめて）、今は《魔法大国》に滞たい在ざいしているはずだ。今回は、メイも同行しているはず。

　すると案の定、メイの声と、それに続けてイスフェンの声も届いてきて。

『大だい丈じよう夫ぶですよ、クロノスさま、リアラお姉さまっ。ねえイスフェンさん、もうアテナさんに対して、悪いことなんて考えていませんよね～？』

『もちろんです。アテナ様こそが正義だ』

「私が言うのも何ですけれど、《魔法大国》ってこれから大丈夫なのでしょうか？」

　リアラの不安も尤もつともだが、放置しているより、〝調教〟しきった今の方が、よほど良いだろう。実はイスフェンの声、めっちゃ震ふるえていたが。

　とにかく、報告してくれた二人に対し、クロノスは労ねぎらいの声を送った。

「フハハ、よくやってくれているな、メイ、フィオナ！　今度こっちへ来た時は、ご褒ほう美びに思い切り可愛がってやるからな！」

『本当ですか!?　約束ですよ、クロノスさまっ。わーい♡』

『あああ……何ともったいないお言葉、クロノス殿どのぉ……♡』

　嬉うれしそうな、蕩とろけ声も残し、通信を終える。

　そうしてクロノスが一息つくと、絶ぜつ妙みようのタイミングで、アテナが進み出てきて。

「どうぞ、クロノス様……クッキーと、紅茶……です♡」

「おっ、さすが、完かん璧ぺきな手て際ぎわだな。──ふむ」

「？　クロノス様……どうか、しましたか？」

　くりっ、と首を傾げ、見つめてくるアテナに、クロノスは少しだけ考え込み。

　一つだけ、問いかけるべき事を、口にした。

「アテナ。アテナは、今──幸せか？」

「！　…………」

　その短い問いに、アテナは暫しばし、沈ちん黙もくして。

　やがて、ゆっくりと、返してきたのは。




「はい、クロノス様。わたしは、アテナは──誰だれよりも、幸せですっ♡」

「！　………フッ、そうか」




　差し込む陽光にも負けぬ、輝かがやくほどに、幸せそうなアテナの笑え顔がおを見て。

　クロノスは、鼻の先を擦こすり、ニッ、と笑い返し。

「まあ俺様といれば、幸せなのは当然だがな！　フハハーッ」

「はいっ……当然、ですっ♡」

　高笑いするクロノスの横で、アテナはいつまでも、にこにこと笑い続けていた。




　　　　■■■




　──という和なごやかな一日が終わった、その夜の、クロノスの自室にて。

「おし、〝調教〟すっぞ！　ハッ！　すっぞ！」

「あのクロノス、本気で言っています？」

　戸と惑まどいと疑問をない交ぜにした、複雑な言葉を発した、リアラの横で。

「あ、あぅ……こ、今度は何を、するんでしょうか……お、お手て柔やわらか……に♡」

　もじもじと呟くアテナだが、何となくウェルカムに見えるのは、気のせいだろうか。

　何にせよ、クロノスは本気だし、お手柔らかにするつもりもない。

　恐きよう怖ふに震えている（と思いたい）リアラとアテナに、容よう赦しやなく告げる。

「エンテとの決戦の辺りから、ずっと考えていたコトがあってなぁ。ちょっとばかしハードではあるが──クックック、付き合ってもらおうか！」

「決戦の時から、って……な、何を考えているのです？　怖こわいのですけれど……」

「おいおい、もう始まっているのだぞ？　気付かないか──今の、自分達の姿に」

「わ、わたし達の、姿ですか……？　……って、ええっ……これっ……!?」

　リアラとアテナ、同時に気付いたらしく、驚おどろきの声を上げた。




「こ、この衣装──《神装奴隷姫》!?」

「こ、こっちは……《魔装奴隷姫》……!?」




　そう、エンテとの決戦で見せつけられた、あの独特なドレスである。

　当然《女神の聖具》を使っている訳ではなく、《幻覚イリユージヨン香・アロマ》による効果だ。まあ、今の見た目に近い服をあらかじめ着させて、雰ふん囲い気きを同調させる事もしているが。

　さて、そんな麗うるわしき白と黒の《お姫様》を前に、クロノスは。




「そして俺様は、《奴隷魔王クロノス》──おまえ達を蹂じゆう躙りんする者よ、フハハーッ！」

「え。……えっ、ちょっ、クロノスの姿が──えええ～～～っ!?」




　驚きの声を上げるリアラの前に顕けん現げんせし、《奴隷魔王クロノス》の姿は、至る所から触しよく手しゆを生やす、神話の物語に登場する魔ま獣じゆうの如ごとし。

　アテナがぷるぷると震えながら、一言。

「あ、あのあの、クロノス様……じょ、冗じよう談だんですよね、そんな……」

「ククク、冗談？　冗談と思うかな──こんな真ま似ねをされても！　ハッ！」

「え、きゃ、あ──きゃあんっ!?」

《奴隷聖具》で作った触手を操り、アテナの体の各所に巻き付け、引き寄せる。

　蹂躙する、その言葉通り、わきわきと両手を蠢うごめかせ、その極ごく上じようの肢し体たいを堪たん能のうした。

「クックック、どうした《魔装奴隷姫》よ、怖がっている風な口を利きいておいて、体は随ずい分ぶんと悦よろこんでいるではないか。ほーれほれ、ぺーろぺろ」

「そ、そんなことぉ……やっ♡　だ、だめぇっ……なめちゃ……めっ♡　ですっ……♡」

「っ、クロノス！　いい加減にしなさ──きゃっ!?」

　堪たまらず飛び出してきたリアラを、待っていましたとばかりに、クロノスは触手を操り、アテナ同様に捉とらえてしまう。

「クックック、安心しろ、《神装奴隷姫》。おまえのコトも忘れていない、たっぷりと可愛かわいがってやるからなあ！　ほ～れほれ、もんにょりもんにょり」

「やあっ……だ、誰もそんな事、頼たのんでいません！　やめ……あっ♡」

　拒きよ否ひの意を、説得力のない嬌きよう声せいでかき消しながら、それでも挫くじけぬ《神装奴隷姫》と、そして《魔装奴隷姫》は。

「くっ……ええい、好きにしなさいっ！　どれほどの辱はずかしめを受けようと、私は負けませんっ……《奴隷魔王クロノス》！　あなたの悪を、正してみせます！」

「わ、わたしも、負けませんからぁ……♡　かかって、き、き……きてっ♡」

「フハハ、その意気よ！　たっぷりと──可愛がってくれるわー！　フハハー！」

「あっ、ああっ……だ、ダメぇっ♡」「幸せ……あっいえ、やめてぇ……♡」

　クロノスと、リアラとアテナの織り成す、この淫いん靡びにして高こう尚しようたる宴うたげは──事実、朝まで絶えることなく、続いてしまうのだった。








《エピローグ》









《奴ど隷れい王国クロノス》の中心地、主あるじたる奴隷商クロノスの自室にて、今日も今日とて彼のとんでもない〝調教〟を受け終えたリアラが、ふらふらと室内を歩いていた。

「う、うう～……な、何が《奴隷魔王クロノス》ですかぁ～……よくよく考えれば、結局いつもの変態さんじゃないですかぁ……お、おのれぇ～、ですぅ……」

　完全なる被ひ害がい者しやリアラは文句を呟つぶやきながら、ベッドで吞のん気きにいびきをかくクロノスと、彼の腕うで枕まくらでスヤスヤと幸せそうに眠ねむるアテナに背を向け、一杯ぱいの水を求める。

　クロノスの愛用机の上にある水差しから、コップに水を注ぎつつ……リアラも先ほどまでアテナと同じ状態だったのだなあ、と思い出すと、かっ、と頰ほおが赤らみ。

「も、もおぉ～っ！　また私は流されて、あんな事～っ……つ、次は負けませんっ！　って次もあるとか期待……もとい危き惧ぐしている訳ではなくっ！　──って、きゃっ!?」

　リアラが勝手に身み悶もだえていると、その弾はずみで、コップを床ゆかに落としてしまった。

　しまった、とリアラが慌あわててしゃがみ込む。幸い、厚手の絨じゆう毯たんの上に落ちたコップは割れておらず、ほっ、と一安心した。

　──が、ふとリアラの目に留まったのは、クロノスの机の、一番下の引き出しで。

「……あら？　引き出し、少し開いて……え？　これは……何でしょう？」

　いつものリアラなら、黙だまって覗のぞき見るような、お行ぎよう儀ぎの悪い事はしないかもしれない。

〝調教〟によって疲つかれた頭がそうさせたのか、それともクロノスの《姫ひめ奴ど隷れい》としての生活に馴な染じみ、好こう奇き心しんが行動力を煽あおってしまったのか。

　リアラは、引き出しを開き、中にあった──古びた箱を取り出し、そして。

「えっ？　……これ、って……えっ？　……なぜ、こんな物が、ここに……」

「───リアラ、そんなトコでしゃがみ込んで、どーした？」

「きゃっ!?　あっ、く、クロノス!?」

　いつの間に背後に立っていたのか、それにも気付かないほど集中していたリアラが、彼へと慌てて謝る。

「ご、ごめんなさい、勝手に。ええと、その……引き出し、開けて……中を、見てしまって。……けれど、あの……クロノス、これは、なぜ……っ」

　聞いても、良いのだろうか。幾いく度ども逡しゆん巡じゆんしながら、リアラは、それでも。

　箱の中に入っていた物の正体を──口にし、同時に問いかけた。




「なぜクロノスが──北の《覇は国こくアスガルデ》の、王族の証あかしである紋もん章しようを刻まれたペンダントを、持っているのですか？」




《覇国アスガルデ》──〝七つの国〟の最北に位置する、極寒と峻しゆん厳げんの過か酷こくなる環かん境きように根付く、《女神の使徒》の一人である〝アスガルデ〟が建国した軍事国家だ。

《神国アリエス》から見れば真北にある《覇国》とは国交もあり、まだ《お姫様》ではなかった幼き日のリアラも、何度か友好の催もよおしに参加した事もある。

　だが、そんな《覇国》の王族の証を、なぜクロノスが？

　想像の余地さえなく戸惑うリアラに、対するクロノスは珍めずらしくバツの悪い表情をして。

「あ、あー、それな。見ちゃったか。うーむ、何というか、だなぁ」

「あ……ご、ごめんなさい、本当に。その……怒おこって、いますか？」

「む、いやいや、そんなコトはないぞ。別に隠していたワケでもないし。だからそう、不安そうな顔をしないでくれ。だが、そうだな。ん～。…………」

　暫し、クロノスが考え込み、リアラに語りかけてきた言葉は。

「──一つ、昔話でも、しようか」

「昔話……ですか？」

「ああ。十年そこそこ昔からなる、とある〝ただのガキ〟の──つまらん昔話だ」

　クロノスの言う〝ただのガキ〟が、一体誰の事を指すのか。

　そのくらいの事、リアラにも、分かってはいたが。

　今はただ、クロノスの語る昔話に、黙って耳を傾かたむけた──。




　　　　■■■




《女神の使徒》たる《原初のお姫様》達が建国した、〝七つの国〟。

　その中でも最も過酷な北の地に存在する《覇国アスガルデ》は、その過酷ささえ童わらわ遊あそびに思えるほどの、怖おぞ気けだつような権力争いが、裏で繰くり広げられていて。

〝ただのガキ〟は、まさにその《覇国》にて、序列の低い〝王子〟として生を受けた。

　そしてこれは、《覇国》に限った事ではないのだが──《女神》信しん仰こうの根深いこの世界においては、それは《お姫様》への信仰にも直結する。

　その一方、決して《お姫様》にはなり得ない〝王子〟に対する扱あつかいは、それこそあまりにもぞんざいで、不当なまでの軽視を受ける事さえあった。特に、過酷な《覇国》では序列の低い王子など、十歳を迎むかえるまで生きられない事も、珍しくはない。

　けれど、とある〝ただのガキ〟は、その地じ獄ごくから、逃にげ延のびる事ができたのだ。

　──〝三人の女〟のおかげで──




〝一人目〟は、序列の低い王女であり、実の母だった。

『どうか、どうか──生きて。ただ、それだけで──それだけで、充じゆう分ぶんだから』

　まだ十歳にも満たない息子に、形見となるペンダントだけを持たせ──後宮から逃がす際、生死を定かならぬものにするために、彼女は残り、自ら火を放った。

　唯ゆい一いつ、信しん頼らいできた侍じ女じよに、我が子を託たくして。




〝二人目〟は、この侍女だった──彼女は、王子とは名ばかりで誰だれからも目をかけられなかった〝ただのガキ〟を、心の底から気にかけ、優やさしく接してくれていた。

　脱だつ出しゆつ時じにささやかな工作を施ほどこしたところで、露ろ見けんは時間の問題。早々に《覇国》を脱だつする必要があったが、伝つ手てなどない侍女の身一つでは、すぐに限界が訪おとずれる。

　侍女は《覇国》を脱するため、商人への依い頼らいを考えた、が──名のある商人達は、己おのれの生活を捨ててまで、素す性じようも知れぬ〝ただのガキ〟を救おうとはしてくれなかった。

　ただ一人、義ぎ俠きようで知られる、とある女商人を除いては。

　侍女は、王子を女商人に託し、自らは《覇国》に残った。

『王子、あなたはとてもヤンチャなお方。だけど本当は、きっと誰よりも、優しいお人。お元気で──大好きですよ！』

　国からの追っ手を食い止めるために、実の母のように、その身を挺ていして。




　そして最後の三人目は、女商人──名を、アニータといった。

　王子は、もはや自分が王子でない事を自覚していたし、王子である事に元々こだわってもいなかった。今の自分は何者でもない、〝ただのガキ〟である事を、理解していた。

　女商人アニータと共に《覇国》を脱した〝ただのガキ〟は、一ひと先まず《勇国トリアーナ》に身を寄せ、一年近く潜せん伏ぷくする事になる。エリィと出会ったのも、この時だ。

　リアラには「住んでたコトさえない」と話していたが、実際に国内を転々とする暮らしだったため、住んでいたという感覚はない。

　ただ、女だてらに《勇国》の野や卑ひな男相手に一歩も気き後おくれせず、舌先三寸で渡わたり合うアニータの姿は〝ただのガキ〟にとって鮮せん烈れつで、多くの事を学んでいく。

　そして時を経て、アニータはかねてより計画していた──〝七つの国〟の中でも特に豊かで、清せい廉れんな精神風土で知られる《神国アリエス》への入国準備を終えた。




　けれど計画は、実現しなかった──《神国アリエス》へ向かう途と上じよう、女商人アニータの財に目を付けていた《勇国》の賊ぞく徒と達たちから、襲しゆう撃げきを受けたのだ。

　多勢に無勢の状じよう況きようで、《勇国》で雇やとった護衛の男達は、我先にと逃げ出す。あるいは初めから、護衛と賊徒達は、共きよう謀ぼうしていたのかもしれない。

　それでも、それでもアニータはただ一人、〝ただのガキ〟を庇かばい、馬を走らせた。

　財貨を放り投げて賊の目を晦くらまし──それでも追いすがってくる賊の剣けんに身をさらし、矢傷を受け、斬きり刻まれても、〝ただのガキ〟を庇い、懸けん命めいに走った。

　そうして、奇き跡せき的てきに賊徒達を振ふり切った後、〝三人目〟の女は。

『走れ、走れ、地の果てまででも！　後ろは向くな、前を向け！　生きるために、前へと走れ！　ふふっ……イイ男に、なりなよ──見込みは、あるからさ』

　太陽のような、微笑ほほえみを向け──永遠に、目を閉じた。




　ただ一人、荒こう野やに放り出された少年に振りかかるのは、《女神》の慈じ悲ひではなく。

《覇国》からの追っ手の騎き馬ば隊たいが、賊徒の足取りから、城を脱した王子の背を捉えてしまった。一年越ごしの執しゆう念ねんが、一本の矢が、逃げる王子の背から鳩尾みぞおちまで、深々と貫つらぬいた。

　完全な致ち命めい傷しようと見て、騎馬隊は〝ただのガキ〟の死を確信したのか、一いち抹まつの罪悪感のためか、それ以上は追ってこようとはせず、早々に踵きびすを返して帰投していく。




〝ただのガキ〟は致命傷を負いながら、這はってでも、前へ進んでいた。自分を救ってくれた〝三人の女〟達のために、歯を食いしばって。

　目的だった《神国アリエス》は遥はるか遠く、そもそも手て筈はずを整えていたアニータがいなければ、入国もできない。〝ただのガキ〟は、そんな事は承知の上で、進んだ。

　ついに限界は訪れ、〝ただのガキ〟は力ちから尽つき、短い生しよう涯がいを終えようとしていた。

　けれど、〝ただのガキ〟は再び、〝女〟に救われる──もはや息絶えようとしていた体は、不思議な暖かさに包まれ、一人の美しい女に抱だきしめられていたのだ。

　致命傷だったはずの鳩尾には、代わりに不思議な〝紋もん〟が刻まれている。少年を抱きしめていた女は、どこか罪悪感を覚えさせる口調で、こう言った。

『ごめんなさい。あなたを私の《奴隷》にしてしまった』

　彼女は自身を《奴隷商》だと名乗り、奴隷となった〝ただのガキ〟は、けれどまるで《女神》のように美しい〝女主人〟に連れられて。

　七つの国の内、どの国でもない──《女神にさえ見放された地》へ、辿たどり着いた。

　こうして、何者でもなかった〝ただのガキ〟は、〝三人の女〟に救われて。

《奴隷商》の女主人に名づけられ、真実の人生を歩み始めた。




〝ただのガキ〟に与あたえられた名は、クロノス──クロノス＝エルロード──




　　　　■■■




　クロノスが語り終えると、神しん妙みような表情で聞いていたリアラが、小さく口を開き。

「《魔ま法ほう大国》で……イスフェンの〝領域〟で発現した、あの大きな鎖くさり……そして、〝三つの錠じよう前まえ〟は……クロノスを助けてくれた、〝三人の女性〟達の事……ですね？」

「ま、そーなるんだろうな。重荷に思ったコトはないし、感謝しかないのだが。フハハ」

　あまり湿しめっぽくならないよう、軽い調子で述べたクロノスだが、あまり効果はなかったらしい。リアラは真しん剣けんな表情のまま、続けて問いかけてきた。

「あの、クロノス……聞いてしまって良いのか、わかりませんが……けれど。クロノスを最後に助けてくれた、〝女主人〟さんは……一体、何者だったのですか？」

　おずおずと尋たずねてくるリアラに、クロノスは笑いかけ、あっさりと言い放った。




「《女神》様だよ──ただし、この世界を争いから救いたもうた《慈じ愛あいの女神》とは違ちがう。

　かつて世界が争いに満ちていた時代に存在した──《自由と混こん沌とんの女神》様だ」




　リアラにしてみれば、初めて聞く話だろう。以前までのリアラなら信じられなかっただろうが、今の彼女は驚おどろきながらも、クロノスを信じ、黙だまって耳を傾けてくれている。

「《自由と混沌の女神》様も人間を愛し、人々の生活を豊かにすべく、多くの知ち恵えを授けた。火の使い方、道具の使い方──魔法なんかもな。だが人間はそれを用い、争い始めた。それを止めたのが妹たる女神、つまり今知られている《慈愛の女神》サマよ。姉女神様は自らを戒いましめ《女神にさえ見放された地》に己を封ふう印いんした。人の世を引き継ついだ妹女神サマは《お姫様》に〝七つの国〟を創らせ、《女神の聖具》も残し、治世を求めた、が」

　結局のところ、どうなったのか、といえば。

「人は今も、争い続けている。それこそ《女神の聖具》を用いるコトもあるし、《原初のお姫様》のエンテでさえ野望を抱いだいていたしな。《女神にさえ見放された地》に引きこもっていた姉女神様だが──心こころ優やさしい妹女神を慮おもんぱかり、せめて《女神の聖具》を回収しようと望んだ。で、自ら封印されている姉女神様に代わり、この俺が励はげんでいたワケよ」

[image: ]

　かつて《神国》でリアラに語った〝女主人だった人への恩返し〟の真実が、これだ。

　とはいえ、クロノスの行動における大前提は、揺ゆるぐ事もなく。

「女主人への義理立ても本当だが、《女神の聖具》も、俺が与えられた〝紋〟による《烙らく印いん魔術》も、俺の一番の目的のため、便利だから利用しているのさ。それが何なのかは──リアラには、もう、分かっているのだろう？　クックック」

「！　……クロノス、それって、やっぱり……」

　はっ、と見つめてきたリアラに、ぐっ、と親指を立て、クロノスは高らかに叫さけぶ。




「〝カワイイ女の子達を幸せにする〟べく──俺様の奴隷ちゃんに堕おとすコトよお！」

「や、やっぱりぃ！　どうしてもそこへ行きついちゃうのですね!?　もうーっ！」




　リアラの憤いきどおりもまた、真実だろう……が、彼女はすぐ、微笑んできて。

「本当に……クロノスは、めちゃくちゃです。けれど……私は、感謝します。クロノスに堕とされて、そうして救われた本人として……クロノスを救ってくれた、姉女神様である女主人さんと……何よりも。〝三人の女性〟に……感謝、します」

　祈いのるように組んでいる両手は、言葉と共に、彼女達に捧ささげる敬意のようで。

「クロノスが女性を大切にする、その行動原理は──彼女達から、始まったのですね。《女神》様にも負けない、彼女達の慈愛が……私は、誇ほこらしくて──」

「ん。あー、いや、うーん。始まりというなら、それは、なあ？」

「？　はい、〝三人の女性〟さんですよね？　……え、違うの、ですか？」

　きょとん、と首を傾かしげてくる、そんなリアラに対し。

　クロノスは、我ながら珍めずらしく、気き恥はずかしく思いながらも、言い放った。




「リアラ、おまえだ──俺の始まりは、リアラ、おまえなんだよ」

「へ。……ふ、え？　……え、えええっ!?　私ですか!?　な、なぜ!?」

「幼かったし、忘れていて当然だが──親交のため《覇は国こく》へ訪れた時、一人の何の力も持たない情けない、腕うでを折られた〝ただのガキ〟に出会ったのを、覚えていないか？」

「えっ。……えっ、あ……あっ───!?」




　クロノスの問いかけに、リアラは最近で一番の、驚きの表情を見せてきた。

　それは、クロノスが《覇国》にいた頃ころ──過去のアテナと同じように、クロノスもまた過か酷こくな環かん境きようにおいて、虐しいたげられていた時の話だ。

　それはもう今とは違い、かつては儚はかなく弱々しく、繊せん細さいかつ気品に溢あふれ将来性に富んだ、まあ美少年であるくらいしか取り柄えのない〝ただのガキ〟が、口にした言葉は。

『ハッ！　テメェより力も権力も弱いガキにしかイキれねぇクズ男共が！　精々今の内に好きなだけ口からクソ垂れていやがれ！　いつか必ず、後こう悔かいさせてやるぜカス共ォ！』

　……まあ今も昔も、クロノスはクロノスだったと言えなくもないが、とにかく怒いかりを煽あおられた敵対者により、〝ただのガキ〟は腕の骨を砕くだかれてしまう。

　痛みに蹲うずくまる〝ただのガキ〟を包む、薄うすら寒い笑い声──が。

『──何をしているのです、あなたたち！　おやめなさいッ！』

　幼くも凜りんと響ひびく、甲かん高だかい少女の声に、切り裂さかれる。

　少女が《神国》から友好のため訪おとずれた王女だという事は、下々にまで伝わっていた。

　泡あわを食って逃にげ出す男達に、もはや少女は構わず、〝ただのガキ〟へと歩み寄り。

『づっ……ああ!?　何だ、おまえ！　近寄るんじゃね──え？』

〝ただのガキ〟の、見苦しい悪態にも構わず──抱きしめてくれて、そして。

『もう、だいじょうぶ──いたいのも、こわいのも。もう──ありませんから、ね』

『───!!　…………』

『よし、よし……です。いい子、いい子……』

　自分より二つほどは幼く見える少女に、優やさしく、慈いつくしむように抱きしめられ──治ち癒ゆの光、〝回復魔術〟により、砕けた腕の骨さえ、癒いやされて。

　その時に見た、少女の笑え顔がおが──《女神》の如ごとく輝かがやいていたのを、忘れない。

　と言っても、訪れていた王女は数あま多た、呆ほうけて名を聞く事も忘れていたクロノスは、序列の低さゆえに友好の席に出る事もなく、再会できたのは、つい最近だった……が。

「リアラを《神国》で救えた日、ドレスを破ってまで俺の腕を治ち療りようしてくれた時に、あの時の少女がリアラだと気付いたよ。まさか《お姫ひめ様さま》になっていようとは──いや、今にして思えば納なつ得とくだったが。……ん？　リアラ？」

「……クロノス、私……私がっ……クロノスを、救えていた、なんて……夢にも、思ってなく、って……ずっと、助けられっ放しだって……思ってた、のに……っ！」

　ふるふると、肩かたを震ふるわせ、涙なみだを浮うかべていたリアラが──感かん極きわまった心を解き放つように、両手を広げ、抱き着いて来ようとした──が。

「クロノスっ！　私、あなたと出会えて、本当に幸せでっ」

「クロっ！　ノノ、クロのおかげで──幸せっ。だよっ♡」

「ずこーっ！　の、ののの、ノノさん!?　いつの間に!?」

　突とつ如じよ、クロノスの背中に飛びついてきたノノに割り込まれ、気勢をそがれるリアラ。

　だが、どうやら忍しのび込んでいたのは、ノノだけではなく──エリィも同様で。

「リアラ、ズルイ。クーを昔、救ったという話は……感謝するけれど。クーを愛する、同じ〝奴隷〟として……抜ぬけ駆がけなんて、させないわ。……させない、もん」

「え、エリィさん!?　あ、ああ愛するって、そんな……というか、いつから聞いて!?」

「いつからって……全部よ？　〝三人の女性〟のお話も、聞いてた。……クー、それでワタシと出会って、救ってくれたのね……ワタシ、運命を……信じます♡」

　クロノスの右みぎ腕うでに、ぎゅっ、と抱き着き、少しずつ慣れてきた微び笑しようを浮かべるエリィ。

　更さらにはルーアも、クロノスの左後ろから左肩に手を掛かけ、笑顔で頷うなずいてきていた。

「全く、クロノスさんってば、本当に変な人ですけど……でもあたしだって、救われましたし、強くしてもらいましたからっ。やり方は、すっっっっっっごく不満ですけど」

「おお、ルーア。フッ、抱き着いてまでは来ない辺り、まだまだ内気な様子だが──」

「いえこれは、お尻しりを揉もまれないため距きよ離りを取ってるんですけど。クロノスさん、油断も隙すきもないんで。そう易やす々やすとは揉ませません。揉ませませんから」

「せ、成長しておるぅ～」

　ちょっぴり感かん慨がい深ぶかいような、残念なような。

　けれど、手持ち無ぶ沙さ汰たな左腕に──やはりいつの間にか、ベッドから抜け出してきていたアテナが、包み込むように、寄り添そうように、抱き着いてきて。

「わたしも、クロノス様と出会えて……本当に、幸せです。そんなクロノス様を、大好きなお友達の……リアラちゃんが、救ってくれたなんて……まるで、運命、みたいで」

「アテナ──ああ、そうだな。俺達は、こうしてどこかで、繫つながっていたのだ。確かにこれは、運命であり──俺達の出会いは、必然でもあったと、そう思えるぞ」

「はいっ。クロノス様、わたし……クロノス様を……愛して、いますっ♡」

　蕩とろけるような美声で、幸せそうに目を細め、アテナは微笑ほほえんでくれた。

　──ただ、完全に割り込まれた形のリアラは、どうも不満なようで。

「も、もうっ……もうもうもーうっ！　わ、私の話、終わっていませんよっ!?　皆みんなこそ、ずるいですっ！　私だって……私だって！　～～～ッ！」

　溜たまりに溜まった感情を、爆ばく発はつさせるように、ついにリアラは叫んできた。




「クロノスと出会えて、本当に──愛せて幸せなのですからぁ！　あらっ？」




　ただ勢い余ったのか、偽いつわらざる本音（断定）まで紛まぎれてしまったようだが。

　屋や敷しきの外にまで響くのではないか、と思うほどの声を上げてしまったリアラ、顔を真っ赤にし、ぱくぱくと口を動かしてから、やがて付け足してきた一言は。

「……て、撤てつ回かいは……しません、から、ね♡　……え、ええーいっ♡」

　精せい一いつ杯ぱい、それだけ言って、大だい胆たんにも──真正面から、抱き着いてきた。

　最大限の勇気を出したのだろうリアラを──ノノが指先で突つつき、エリィが共感して頷き、ルーアはあわあわと顔を赤くして慌あわて……アテナは微笑み、頭を撫なでてやっていた。

　誰だれも彼もが、クロノスの、〝カワイイ奴ど隷れいちゃん〟。

　クロノスが救ってきて──クロノスが、救われてきた、美少女達。

　そんな彼女達に囲まれて、クロノスは己おのれの胸に広がる幸せを、嚙かみしめるように。




「ああ、俺も──愛しているぞ、おまえ達！　フハハーッ！」

「！　……はいっ♡」




　堕とした美少女達を、力一杯抱きしめて、最強奴隷商は笑い続けるのだった。








あとがき






　最強奴ど隷れい商による美少女堕おとしの調教物語、第三巻、発売させて頂きました～！

　こうして物語を続けてこられたのも、読者の皆みな様さまが応おう援えんしてくださるおかげっ……本当に相変わらずではありますが、まずは感謝を贈おくりたいのです。

　読者の皆様、『最強奴隷商の烙らく印いん魔ま術じゆつと美少女堕とし』の第三巻を手にお取り頂き、真まことに、真にっ……ありがとうございます～～～っ！




　いつもよりちょっぴり強めに感謝を叫さけびましたが、いつも以上に強めなのはフェティシズム調教も同じ。美少女ワンワンお散歩プレイ、魔ま女じよっ娘こ（？）変身に、悪の怪かい人じんと化した奴隷商……まずい、初はつ美みが変態だとばれてしまうぞう!?（ええ、今さらですとも）

　そんなどうしようもないフェチっぷりに、それでもkakao様は、それこそいつも以上の最高を超こえたイラストで応えてくださっています。

　プリティも、セクシーも、爆ばく発はつ的な魅み力りよくの美び麗れいイラストでありながら、しかも現在進行形で進化を続けている……kakao様にイラストを描えがいて頂けている事が、本作品にとって最高級の誇ほこりといっても、過言ではありません。

　さあ、皆様も、ご一いつ緒しよに……堕とされまくる美少女達の調教イラストで、鼻から全身の血を噴ふき出しましょう──！（フェチという名の深い業に巻き込みすぎでは？）




　相変わらず、フェティシズムに読者様も関係者の皆様も巻き込みまくっていて、申し訳ないですが……どうせ自重できぬなら、申し訳なさよりも感謝を叫ばせて頂きますっ。

　読者の皆様、関係者の皆様方……いつも本当に、ありがとうございます～っ！




『最強奴隷商の烙印魔術と美少女堕とし』は、この第三巻で、一先ずの完結を迎むかえます。

　ですが尽つきる事を知らないのがフェティシズムの道。新たなるフェチを引っ提げて、できるだけ早く帰ってきますので、どうかよろしくお願い申し上げます！　ムフフ★（？）

　自重できない、どうしようもないフェチ作家ではございますが、まだまだ全力で突つっ走ぱしって参りますので、今後もお付き合い頂ければ、幸いでございます～っ！





初美陽よう一いち





















最さい強きよう奴ど隷れい商しようの烙らく印いん魔ま術じゆつと美び少しよう女じよ堕おとし３
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